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地域災害と環境脆弱性克服に関する国際会議と地域会議 報告書(概要版)の発行について

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

「地域災害脆弱性の克服と持続基盤形成を促す大学 ・地域協働拠点の構築:

事業番号1103002」 のキックオフミーティング

東北学院大学の教養学部地域構想学科は、地域の諸課題を、研究者 ・学生 ・地域当事者が

一体となって解決を志すことを通 じて
、学士力養成 ・地域貢献 ・研究推進を実現すべく設立

された。おりしも地域では「近い将来高い確率で発生が予想される宮城県沖地震」が想定され、

その対策を喫緊の課題 として取 り組んでいた。本研究の視界にも当然このことが念頭にあっ

た。本事業を申請 した直後 に、予想を遙かに凌ぐ東日本大震災が発生 した。我々は被災者で

あり、今も朝なタなに被災地を歩く。

東日本大震災では、地域の災害脆弱性と環境劣化 とが歴然 と示された。研究や調査を蓄積

してきた地域の研究者達は、そのもてる知識 と経験 ・技術を脆弱性の克服に応用させ、地域

の復興や防災 ・減災 ・環境修復の方策を提案 して、地域の災害対応力強化 に貢献することが

求められている。地域当事者や行政担当者の労苦は更 に大きい。

本事業では、①今次の被災地 に留まらず、その内外で地域脆弱性に関わる研究を地域当事

者や研究者と協働実施する。②大学 にインターフェース ・協働 ・地域間交流機能を持つ地域

情報センターを設置する。③幾つかの地域に協働の調査拠点機能を構築する。

1月20日 に本学で実施 した「地域災害と環境脆弱性の克服に関する国際会議と地域会議」は、

実質的に本事業のキックオフ会議である。地域住民 ・行政担当者 ・国内外の研究者が会 して、

災害や環境悪化の実態 と対応行動の実際を報告 しあい、情報の共有を実現 し、議論や考察の

土台を構築 した。報告者の人選は意識的に行った。 これ らの報告は災害の規模 ・種類 ・地域

は異なるが、「先ず災害実態を明確化させ、そこから対応策を考察 しようとする姿勢を持 った

人々」が一堂に会せる状況を創り出したかったのである。国際会議に始まり、地域当事者から

の報告、研究者の報告まで1日 を費やし、その後は報告者全員が円卓を囲んで話 し合う場を持っ

た。更に一部の関係者は津波被災地の現地調査 に赴いた。

本報告は、会議の報告が膨大であるために、その肝要を概要版 としてまとめたものである。

報告集の一部 は会議の主催者である宮城が、趣旨を損ねないように配慮 して手を加えたもの

もある。編集に当たっては萩原加奈、大友萌子、真壁さくらの各氏の協力を得た。

2012年3月31日

研究代表者:東 北学院大学教養学部地域構想学科

教授・学科長 宮 城 豊 彦



私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「地域災害脆弱性の克服と持続基盤形成を促す大学 ・地域協働拠点の構築」

キックオフ会議 学長挨拶

星 宮 望 東北学院大学学長

東 日本大震災から10ヶ 月が過ぎました。今、地域は再生 ・復興への生みの苦 しみの時期を迎えています。

今 日の会議は、文部科学省と大学との予算を合わせたスキームで実施するプロジェク トのキ ックオフミー

ティングとして位置づけられております。すなわち、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 という補助事業

の枠組みの下で、「地域災害脆弱性の克服と持続基盤形成を促す大学 ・地域協働拠点の構築」と題する研究計

画が昨年4月 からスター トしました。まさに、大震災と大津波災害の真っただ中に、プロジェク トの産声が

上がったと言えるのではないでしょうか。

言うまでもなく、我々の研究計画は大震災に先立って立案されたものです。東北、中でも仙台地域は十数

年も前から「高い確率で大地震の発生が予測される地域」として警戒されていま した。また、本学の研究者

らによっても、過去 に生 じた巨大津波の歴史的事実が指摘されておりました。研究計画 は、従来から指摘 し

てきた「大災害をどのように克服 したらよいのかを、地域に即 して、地域の方々と共 に考えて行こう」とい

う意図で立案されました。この発想は、防災技術の先端科学を切り開 く野心的なものではありません。 しか

し、本学建学の精神にも通 じる 「地の塩として地域に貢献する研究者 ・学生 ・院生集団を育てたい。」という

想いが基礎になっております。災害や環境悪化の克服 には、様々な技術の進歩が必要であり、多くの努力が

注がれてきました。 しかし、一方で 「災害を回避 し、致命的な被災から逃れる、 しなやかな地域社会の構築」

という側面に対する科学的なアプローチは些か手薄だったように思えます。

この会議では、初めに諸外国が立ち向かっている災害克服や環境修復についての先進的な事例を報告する

会議を行います。次に、地域が現在直面 している諸課題の報告と、災害克服への様々な知恵 ・構想について

報告 します。更 に、明日は海岸エコ トーンのモニタ リングに関する第2回 目の報告会も企画されています。

これ らの会議での情報交換や議論は、今後のプロジェク ト展開の起爆剤 となることが期待されます。

どうぞ、活発な会議となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
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地域災害と環境脆弱性の克服

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「地域災害脆弱性の克服と持続基盤形成を促す大学・地域協働拠点の構築」

キックオフ三会議合同円卓会議での副学長ご挨拶

柴 田 良 孝 東北学院大学副学長

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業という補助事業の枠組みの下で、「地域災害脆弱性の克服と持続基

盤形成を促す大学 ・地域協働拠点の構築」と題する研究計画がスター トして、10か 月が過ぎました。本 日と

明日の2日 間に渡って3つ の会議が実施されます。既に終了しましたが、初めに諸外国が立ち向かっている

災害克服や環境修復についての先進的な事例を報告する国際会議を行いました。次に、本日の午後には、地

域が現在直面 している諸課題の報告と、災害克服への様々な知恵 ・構想についての会議を行いました。更に、

明日は海岸エコ トーンのモニタ リングに関する第2回 目の報告会も企画されています。この時間は、これら

3つ の会議参会者が一堂に会 して、立場を超えて、自由に意見を交換 し合う極めて大事な場です。どうぞ、

限 られた時間ではありますが、多いに思いの丈を開陳 して、今後の復興や研究の遂行に逼進されることを期

待 しております。

今回の東日本大震災では、イ山台を中心とする東 日本の広範囲で激烈な災害が発生 しました。未だに災害の

全容が完全に解明されたとは言い難い状況です。 これから復興を推進する過程では環境に関する課題も次第

に鮮明になってくるのは間違いありません。

この研究計画は、従来から指摘 してきた「大災害をどのように克服 したらよいのかを、地域に即 して、地域

の方々と共に考えて行 こう」という意図で立案されました。 どうぞ、活発な会議となりますよう、心よりお

祈り申し上げます。
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地域災害と環境脆弱性の克服国際会議と地域会議
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ミレニアムクラスの複合災害を克服するための新しいパラダイムの構築
Necessityofnewparadigmforconquestthemillennium/compoundclassdisaster.

宮 城 豊 彦 東 北 学院大 学 教養 学部 地域構 想学 科

T.MiyagiDepartmentofRegionalManagement,Tohoku-GakuinUniversity,Sendai,Japan

その時に

私 は、地震直後に津波を覚悟 しました。そしていち早 く帰宅を志 し、大学から逃げるようにして七 ヶ浜町

に向かいました。七北田川の橋の上で激 しく湖上する津波を見て、仙台港を襲った津波中心軸からやや逸れ

て遭遇 しました。浸水による漏電で車の警笛音が錯綜する中、自分の車を捨て、数台の車の人々を避難させ、

自分 は津波の襲来を避けるように迂回 し、徒歩で、我が町に向かいました。

私 は、幾つかの自主防災組織と共に、防災対策を手掛 けており、人々のことが気がかりでした。しか し水

深が腰を超え、日暮れとなり、帰途の半 ばで、マンション3階 のお宅に避難させて頂きました。そこでは乳

飲み子から老婆まで既 に17名 が慄 いて身を寄せ合い、僅かな食べ物を分け寒さに耐えていました。その日

はとても寒く、雪が薄っすらと積もる暗い静寂の中、励ましあい夜明けを待ちました。5時 には夜が白み始め、

私 は家に向かいました。

消防などが徹夜で被災状況や危険個所の把握に当たっていました。家も家族も無事で した。 しか し団地の

海側 にある集落の破壊を目の当たりにし、心か ら恐怖を覚え、私が関わった地区へは怖 くて足が向かな くな

りました。 自衛隊が救出する傍 ら直 ぐに破壊状況の調査を始めました。何も情報が無い中で、「自分に出来

るのは何か」。自分が被災者だとの意識 は全 くありませんで した。津波の襲来波高や浸水深と破壊の関係を

把握することを、妻や息子 と始めました。松ヶ浜を歩いていた時、著名な津波学者 と行きあいました。「町

を案内して下さい!」 と頼まれたことが弾みとなり、町役場の対策本部で仲間と会いました。花渕浜地区に

向かおうと消防の車両に乗 って移動する途中、自主防災組織の仲間と遭遇 しま した。目が合った途端、「先

生!」 「鎌田さん!」 と叫び合い、「花渕は助かりました!」 との声を聞いたのです。

これまでの行政機関・仕匡組織・専門機関の役割

防災と減災の複合社会へ

今、防災の在 り方を見直 しています。私が無事でいたのは、

第一に「運」、他に津波到達時間の理解、遡上波の確認、土地

形状の理解、皮手袋、何 としても俺 は死なずに帰るという意

思があったように思います。地域を知悉することは決定的に

大事なようです。

ミレニアムクラスの巨大複合災害を克服するためには、何

をどう考えればよいで しょうか。 日本の災害政策の在り方を

決定する機関である中央防災会議は、従来からの柱である「防

災」という概念に加えて、新たに「減災」という考え方を提示

しま した。減災 という概念 は、「防災にはおのずか ら限界が

ある」ということを前提として設定されました。私 は、二つ

新たな視点が必要と思います。

第一 は「防災と減災」の2段 構えの対策を構築すべきだとい

うこと。従来、日本の防災 は最長で100年 確率の災害に備

えることが目標 とされてきました。過去の災害事例の研究か

ら、その発生メカニズムを理解 して、モデルを作り、そのモ

図1東 日本大震災以前の防災の考え方と我々の役割

図2東 日本大震災を経験して考えるこれからの防災の在り方

8
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デルを再現するシミュレーションを行い、災害発生状況を

想定 し、防災対策を立案 し、計画的に対策を施 してきました。

災害発生想定の根拠 に曖昧さが含まれる場合はシミュレー

シ ョンが難 しくなるため に、再現モデルを構築できない事

例は無視されることとな りました。ミ レニアムクラスの災

害実態を詳細に復元することは難 しくても、それが今回の

ように発生することは紛れもない事実で、 これへの対策が

必要であることは論を待ちません。 しかしなが ら、 ミレニ

アム防災を従来の図式で考えることは、未知数が多く、対

策構築が膨大 ・長期間に渡るなど非現実的です。災害を完

全に防ぐことではなく、災害を軽減 し ・回避する発想が求

められ、減災 という概念の導入が必要 とされたのだと思 い

ます。第二には、地域力の意義が格段 に高める必要がある

ということ。従来か ら地域防災 は自助 ・共助 ・公助の組み

合わせで防災を達成することの重要性が指摘されてきま し

た。 しか し現実は公が防災対策を着々と実施 し、自助や共

助 は「期待される!」 だけのもので、各地の 自主防災組織の

取り組みも組織率もマチマチで した。減災 には宿命的に個

人や地域の自主的な判断が含まれます。 ここに自助や共助

の意味が発生 します。

この会議では、東日本大震災や世界各地で経験 した巨大

災害 と環境災害を踏まえて、そ こから何か、減災に通 じる

課題を考えようとしております。今回の災害 は、それが巨

大且つ広範であったために、東北の極めて多様な地域 と人々

が被災 しま した。その実際も復 旧策も、対策も多様です。

先ずは、被災実態の情報を共有 したいと考えます。

写真1地 域の自主防災組織と研究室の協働による防災地図作

り。この地域の自主防災組織は、高齢者で構成されるが、彼ら

は地域の詳細に詳しく、我々が準備した詳細DEMや 画像、人

工データなどと相まって、きめ細かな地域特性の理解に繋がる。

写真2避 難場所 の設定 には、紙地 図 ・GIS・ 全 員の議論 が一

体 とな っている。この状況で は、大学 教員 は専門家 と してでは

な く、調整 役 として機 能 し、GISは 院生が操 作 して、多様 な地

域情報 のデ ータベー ス ・表 示 ・暫定 地図作成 の役割 を果たす。

また学生 は紙 地図上で議論 される細 かな地 域情報をGISや 教員

に伝達する。

図3各 戸 に使われ るおらいの防災マ ップの例。

津波想定 ・斜面 災害 ・狭隆道 路な どの災害 危険情報 と一 時避 難

場所や避難経路 、対象家屋 などがオル ソ画像 に重ねて表示 され

る。図 は未完成 で各戸の住 民によ って議論 され、書 き込 まれる

こ とを考えてい る。 タイ トル も含 めて、自主防災組織が主導 し、

教員 ・学生が作業 して作成 し、 随時修正される。
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東日本大震災における海岸林域の破壊と津波減衰効果
RoleoftsunamireductionofcoastalforestincaseoftheEastJapanGreatEarthquake.

宮 城 豊 彦 東北 学院 大学 教養 学部 地域 構想学 科

T.MiyagiDepartmentofRegionalManagement,Tohoku-GakuinUniversity,Sendai,Japan

はじめに

日本の海岸平野 と海との境界をなす海岸林は、典型的な人工林である。 しかし、人工林であっても、それ

はこの場所の土地 自然を構成する基本要素として、森林資源 ・景観 ・生態系の一次生産者 ・多くの鳥たちの

棲みかでありコリ ドーである。人工林を作る営みを始めて既に数百年を経過 している。海岸林造成の目的と

機能 を考えると、陸海境界の自然を育むメ力ニズムには人の手の働きも組み込まれていることが理解できる。

宮城県の石巻市から福島県の南相馬市にかけての沿岸 は広い海岸平野が続き、一大農業地域が形成され、海

岸林がその農地や集落を守ってきたと言われる。3.11の 東日本大震災では、広範囲の海岸林に激烈な破壊

が生 じたが、仔細に観察すると、その壊れ方には幾つかの特徴が見て取れるし、残存 した林も少なからず見

られる。 ここではそもそも、海岸林はどのような土地 に作られ、どのような土地 自然を育んできたのかを振

り返 り、その事実と今回の被災との間にある脈絡を見出 してみたい。そこから海岸林修復の糸口が見いださ

れるかもしれないのだから。

東日本大震災における海岸林の被災状況

海岸林の破壊は広範で激烈だ。 しか し詳 しく見ると複雑で、部分的にはほとんど破壊が生 じていない場合

もある。空から海岸林を眺めると不思議な光景が見えた。海側に位置する浜堤の頂部から貞山堀までのマツ

林 は、完膚なきまでになぎ倒 されているが、流亡はほとんど生じていない。貞山堀両岸の微高地 にある大木

もある程度残存 している。

貞山堀より内陸側のマツ林は、直径が大きい樹林であるにも関わらず、生存、曲げ折れ、倒壊、流亡 と激

しく多様な破壊が生 じている。このエリアでは無数の穴が形成されている。更に陸側の平野部では膨大な数

の漂流木が残されていた。 この漂流木が家々を破壊 したが、それは何処からどのようにもたらされたのか。

土地条件と海岸林と津波破壊の相応

津波の流体力によって樹木の破壊が生 じることを想定すると、流速や水深が大きいほど、樹木の直径が細

いほど大きな破壊が発生すると考えられる。従 って両者の関係を定量化できれば津波力と樹木破壊の関係が

明 らかになる。津波と樹木の曲げ折れや倒壊破壊の関係を浸水深と直径でみると、浸水深3m以 下では、直

径10cm以 下の樹木でも破壊は殆 ど生 じない。浸水深4m程 度から破壊が顕在化 し始め、8mを 超すような強

烈な津波が襲来 した場所では、生存木率が50%を 超えるのは、直径が40cmを 超える。

さて、今回の大震災では、津波の1時 間前に震度6を 記録する強震が3分 継続 し、その時に大規模な地盤

の沈降も生 じている。震害が生 じていた際に土地条件と樹木の間にも森林の破壊につながる変化が生 じた可

能性はないのか。貞山堀よりも陸側の大径木の方が浜堤上の若木より破壊が大きいのはなぜか。津波が襲来

する以前に、根の緊縛力を低下させる事態が発生 していた可能性を考えることができる。つまり、地盤の沈

降による地下水位の上昇と強震動によって、土壌の流動化、液状化などの現象が生 じていたのではないか。

地震発生から津波の襲来までの1時 間ほどの間に、杭根の未発達なマツは揺すられて、津波で容易に流木化

する状態になっていた可能性はないか。漂流木が発生 したのは、津波のカで樹木が根こそぎ引き抜かれたの

ではなく、地震時の地盤劣化による不安定化と根が浅かったことに主な要因があるのではないか。海岸林の

破壊は、1)地 盤 ・地下水条件と震動に関係 した破壊と、2)津 波の流体力と樹木の強度に関係 した破壊 と

があったと考える。
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写真1海 岸林 の津波被害。1:仙 台市蒲生付近 海側 に林 が残 り、貞山堀よ りも陸側で破壊が大 きい、2:七 ヶ浜町菖蒲 田浜 堤防の陸側 のマツ林、

3:藤 塚地区の集落破壊 と樹木 、4:蒲 生地 区の浜堤上 は若木が 曲げ折 れ、倒 伏破 壊地で侵食な どは軽微、5:倒 伏が主体の若木林 にも抜根の跡がある、

6:曲 げ折れ樹木 は大半 が原位置 に残存 している、7:井 戸浦付近 の海岸林破壊 は、直径に対応 した曲 げ折れ破壊が明瞭、

8:一 斉 に曲 げ折れ破壊 がある中に屹立する2本 の大径 木、9:地 盤が大き く破壊されれ ば大径木が大規模 に破壊 される、

10:抜 根流亡 したマツは陸域に殺到 した、11:流 木 の根 は概 して浅い、12:地 盤高 と流亡、生存の関係を示唆する、13:樹 林が残れ ば瓦礫 を大量 に補捉 する、

14:流 亡が広範 に発生 した場所 では大小 の池沼が散在する、15:大 量の樹木が流失 した場所 に残 され た樹木、16:家 屋に殺到 した流木

国際会議編 11



海岸林が津波の減衰に果 した役割

海岸林 に押 し寄せた津波の浸水深(沿 岸最前線では襲来波高)と 樹木の曲げ折れ破壊の関係を空間的に理

解すると、海側か ら陸側 に、曲げ折れと生存の(生存率50%を 閾値)直 径は川頁調 に減少 し浸水深も低下する。

このような浸水深の低減は、森林の無い平坦地の場合よりも急激である。津波が襲来 し、林内を通過する過

程で流速を減 じながら浸水深も低下させた様子が推測できる。

樹木が津波で破壊されない場合、それが特に樹林や並木状ならば、漂流物を補足する効果が発揮される。

一方でコンテナや瓦礫によって樹木が破壊される例も当然ながら観察できる。浸水深は2-4m程 度であっ

た。この地域に防災林が設置されていた ら、家屋の破壊を減らせたのではないか。

4

曲げ折れ破壊DBH50%生 存の閾値

東松 島市大曲浜の例

値は海側順にから、30cm、15cm、10cm

と小さくなり、森林帯を通過する過程で津波

力が減衰していることが理解できる。

大曲浜のこの森林は、約300mの 林帯を持
つ。海側での浸水深は6m程 度とみられ、そ

れが陸側では2m程 度に低下している。陸側

の集落は大きな被害が出たが、主に鳴瀬川

を遡上した波が入ってきたらしい。

森林を通過する過程で破壊力
が減衰する

図1東 松島市大曲浜地区における海岸林を通過し

た津波の津波浸水深と樹林の中で発生した曲げ折れ

破壊の関係を調査した例

図2海 岸林 の調査地 点 における津 波浸水深(y)図3海 岸線(汀 線)か らの距離(x)と 曲げ折れ破壊50%生 存

と樹林 の曲げ折れ破 壊50%生 存DBHと の関係 のDBHと の関係
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6生 存
■曲げ折れ

　傾動

倒吠

生存

曲げ折れ

　傾動
倒伏

　生存

　曲げ折れ
　傾動

倒伏

図4宮 城県 山元町 山下 第二 小学校地区の海

岸林の津 波減衰効果 、A:森 林が造成 されて

いた ころ(1980年 時 点)、B:津 波被災 後の

地形状況(国 土地理 院5mDEMよ り)、⊂:残

存 した海岸林 域で の50%曲 げ折れ閾値 を示

すグ ラフ、D:残 存林 とその周辺地 区を含め

た浸水深 分布(4mの 等浸 水深 は森林 部分で

350m程 海側 に湾 曲 し、 この部分 の浸 水が

大き く抑制 され た)

まとめ

仙台平野では、沿岸の浜堤と後背湿地という微地形環境に、貞山堀の開削やマツの植林など人為が働いて

豊かな景観 と生態系を構築 した。その細部では土地条件 と適合 しない場所への植林も行われたのであろう。

今次の地震と津波は、こうした複雑な土地と植生 に多様な破壊をもたらすこととなった。多様な破壊からは、

津波に強い海岸林の構築についてのヒン トも含まれていると思われる。その一つは地盤高(地 下水位)と 樹

木破壊の関係であろう。地下水位が低い場所では地盤を少 し上げてやることで、破壊の様式に変化をもたら

し漂流木の発生を大きく低減できると思われる。地盤高の嵩上げが津波の減衰 に直結することは言うまでも

ない。津波の流体力と樹木破壊の関係では、浸水深が4m以 下であれば樹木の曲げ折れ破壊は殆ど生 じない

ようだ。今回得 られた多様な知見を踏 まえて、津波襲来予測に基づいた地盤高 と植林施策を、近い将来創出

できる可能性もあるのではないか。

数百年来の自然のカと人の工夫が美 しく複雑な海岸林の土地自然を作 り上げたが、今回の苛烈な破壊では、

津波のような破壊 に柔軟 に対応 して減災を実現する海岸林の構築への工夫が求められているのであろう。
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タイ南部における2004年 の津波インパクトおよび回復
The2004tsunamiimpactsandrecoveryinsouthernThailand

チ ャ ル チ ャ イ タ ナ ワ ッ ト タイ国 立 プ リンスオ ブ ソンク ラ大 学

ツ ッ チ ャ イ サ ン セ ナ 地 球 情 報 及 び 宇 宙 技 術 研 究 所

CharlchaiTanavudFacultyofNaturalResources,PrinceofSongklaUniversity,Thailand

ThudchaiSansenaGeo-lnformaticsandSpaceTechnologyDevelopmentAgency,Thailand

マグニチュー ド9.5の 最大クラスの地震がスマ トラ島の

北部のイン ド洋を震央 として、2004年12月26日(日)の

0059GMTに 発生 した。この際に発生 した津波 はイン ド洋

全域に広が り、9.30に はタイ南部のアンダマン海岸に到達

し、地域に壊滅的な津波を発生させた。アンダマ ン海岸 に

沿ったタイの6つ の沿岸地方では合計5,395人 の犠牲者が

生 じた。行方不明者の半分 は外国人観光客で、2,822人 に

上る。中でもパ ンガー県{よ 影響を受けた沿岸地方のうち最

悪の4,224人 の生命、7,003haの 土地が津波の襲来で破壊

された。これはタイの歴史上最悪の結果である。

地上の津波襲来波高 は、4.0か ら10.Om、 浸水域の奥行

きは1,250mま で到達 し、タイ南部のアンダマン海岸に沿っ

て大規模な破壊を生 じた。破壊的な災害 は土と水資源の価

値を低下させただけでな く、住宅、観光地、漁船 および施

設への実質損害および養魚池へも大きな損害を引き起こし、

海岸のコミュニティーに大き く影響 した。大災害はさ らに

珊瑚礁、海草域 および海岸森林などの諸生態系をも破壊 し

ました。残 された犠牲者の関係者 は、家族の損失に起因す

る心理 ・社会的なス トレスや家の喪失 にされることや、お

よび別の津波の恐れにも直面 した。2004年12月 の大惨事

に続いて、津波の影響を受 けたコミュニテ ィー、持続可能

な海岸の資源 ・生活の再建 ・管理、更 には津波を影響を受

けたエリアのコミュニテ ィーの防災準備計画を立てるなど

長期的な回復努力がなされた。タイ南部のアンダマン海岸

に沿 った惨事の背景 には、もう一つ、政府が海岸のコミュ

ニテ ィーに津波襲来の切迫状態の警告が行われなかったこ

ともあると言われている。も し、津波早期警報 システムを

作動 していれば、実際、何千もの命が救 うことができたか

も しれません(Alverson、2005)。

写真1

て いる。

新規に開発されたばかりのリゾートが完全に破壊され

地域概況

タ イ南部 はマ レー半 島の一部 をな し、北緯5° ～11° 、東経98° ～102°Eに 位 置 し海岸線 は2,705kmに 上

る。半 島は複数 の脊稜 山脈 が南 北 に延び る。 ア ンダマ ン海沿岸 では小規模 に入 り組んだ砂浜 と岬 が繰 り返 さ

れ、 シャム湾 沿岸 はやや大規模 な砂浜海岸 が発達 する。タ イ南部 は、一般 に、年間を通 じての適度 な湿気 の

熱帯気候 であ り、多様で豊富な動植物 と共 に高い生産性 に恵 まれている。
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図1ア ンダマン海沿岸

パカラン岬一帯の津波襲

来以前(左)と 津波襲来後

(右)

歴史上、タイ王国は災害とは縁のない国であった。近年、観光と漁業産業が驚異的に成長しこれに関わる

フラス トラクチャー整備で、海岸低地(UNEP、2005年)に 沿ったマングローブと海岸の森林がこうした土

地利用 に置き換わ り、浜堤の地形改変も進み、観光や リゾー トに依存する貧 しい漁村集落の立地が、津波に

対 して脆弱な土地を利用することともなった。

巨大災害からの回復

津波災害 は破滅的であったが、タイ王国政府は、民間部

門、NGOお よび国際的な支援組織と協働 して危機対応へ向

かった。災害発生直後 は救助 ・救援活動 ・食糧支援が迅速

に開始され避難 民のシェルター設置、津波犠牲者の安置所、

現地医療機関の設置などが迅速 に進め られた。長期的な回

復のための作業 は次の3点 に集中 した。1:津 波 により移転

を余儀なくされた住民の生活物資、生活環境の質 と量を確

保すること。2:荒 廃 した沿岸域 における天然資源の乱獲や

破壊的な搾取を避 けて持続可能な使用 および管理を維持す

ること。3:生 活の質を改善するために資するコミュニティー

再建 しコミュニティー レベルでの津波防災計画、災害準備

計画を作成することである。 タイ南部諸県における長期的

な津波回復を保証するため にこれらの事業が進め られてい

る。

今回のような巨大災害では、政府機関が、長期的展望 と

適時性 に配慮 した対応が行われたと言える。被災地 とその

周辺にある資源は決 して豊富では無い。この資源を有効 に

写真2津 波早期警戒システムのブイ(上)と アンダマン海沖に

設置した状況

国際会議編 15



使える状況を計画 ・構築することが必要であった。そこでは 政府機関のみではなく、計画時点から実行段

階まで、地域コミュニテ ィーの関与 と復旧作業への実際的な貢献を促すことになった。 この結果、民間も災

害と復興への継続的な関わりと継続的な支援を担うことになり、行政と民間 ・地域の連携が設定された。

タイ南部の津波災害の再発懸念に照 らして、資源、科学知識および専門知識の国際的な研究コミュニティー

が構築されている。

写真3津 波警報 タワー

(左)沖 合 の ブイ の 津

波情報 を受 けて、 自動で

避難 を呼びか けるシステ

ム。右 はこのタ ワーの説

明 と津 波避難 を呼びか け

るサ イン

Tunamiinformationhas

beenprovidedforcoastal

図2津 波防 災 ・避難 に関 する ピク トグラム

が、タイ語 と英 語で示されている。

cormmunitiesandvisitors
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地域災害と環境脆弱性の克服

ベトナムホーチミン市カンザ地区のマングローブ林破壊とその修復
DestructionandrestorationofCanGioMangroveareainHoChiMinhcity,Vietnam

ビ エ ン ノク ナ ム ベ トナム農 林 大 学

リ ー バ ン シ ン カ ンザ 地 区 マ ング ロ ーブ生 態 系 保 安 林 管 理 委 員 会

VienNgocNamHCMNanrinUniversity,HCM,Vietnam

LevanSinhCanGioMangroveecosystemconservationcommittee

はじめに

ホーチミン市の南半分にあたるカンザ地区には70,451haと いう広大なマング

ローブ林が広がる。 この地区の人口は約7万 人、ホーチミン市の中では低所得者

の割合が高い。ここは、メコンデルタとは別の水系のデルタである。

ベ トナム戦争当時1960年 代後半、大規模な枯葉剤散布による森林破壊を被 っ

た。 しか し、1978年 以来、マングローブ林修復のために、HCMC人 民委員会の

指導のもとに植林事業が始められ、今や生物多様性の修復が達成されつつある。

1991年 には「環境保護森林」に宣言され、2000年 にユネスコによって生物圏保

護区として承認された。ベ トナム戦争の最末期には地元民によって始められた植

図1カ ンザ地区位置図

林 は、主 にRhizophoraapiculataが 植 え られ、植林 ・造林、漁業、水産養殖、研究 、教育 、エ コ ・ツー リ

ズム他の ような様々 な活 動の展開も実現 してい る。 同時 にホ ーチ ミンの燃料 ・建築資材 の供給源 としての機

能も果た した。

森林の破壊 ・修復 ・管理

歴史的にみれば

フランスの植民地時代にも、カンザ地区な どの森林地帯

では保全措置が逐次実施されていた。それが、1964年 以

来、カンザ地区では、特 にサイゴン川のポー トに通 じる川

(幅約200m)に 沿った水路で、広 く枯葉斉1」の散布が実施さ

れた。1966年 から1970年 悪質な散布が実施されマングロー

ブ林やエ ビ池などが激 しく破壊された。同時にAvicennia、

Nypaが 枯葉斉11散布の後に芽生え、一方で、フェニックスな

どは拡大 した。1976年 まではフェニ ックスの灌木林化が広

がった。

マング ローブ生態系の重要な役割 は沿岸地域 コミュニ

ティーの社会経済、生活に役立つことでもある。そのため

にも森林回復 は必要だった。本格的な植林事業は1978年 に

開始された。種子はカマウ省か ら導入された。1990年 に初

めてカンザ地区で収穫された種子が植林に用いられた。20

年を経過 した現在 は天然更新の様相を呈 している。

写真1カ ンザ地 区における枯葉剤散布

左上:枯 葉剤散布 以前、右上:枯 葉剤散布、

左下:枯 葉剤散布 により地面 がむき出 しにな った状態、右下:

コヒル ギが卓越 する枯死林。

国際会議編 17



間伐

間伐 は、森林管理を効率 的 に行 い、 良

好 な森林 を育 てる(V.N.Namら 、1993)

目的 で1986年 に始 め られ た。 しか し、

1999年 には、間伐の異常な進行が見 られ、

HCM都 市生活者委員会は、森林の伐採禁

止 の布告 を出す こととなった。以来 力ン

ザ地区の間伐は実施されていない。 これに

よって森林の質は低下 し、樹高 は伸びすぎ、

直径 と樹高の比率 は150-180に まで達

した。今や強風による折損木が増力口し、樹

木密度 は極めて高く、枝張 りは小さく、樹

冠の遮蔽率は高い。このような森林状況に

相応 して、樹木 に穴をあける動物、線虫や

シロアリなどが増加 する傾向にある。

Plantation

写真21972年 にカンザ で実施 したマングローブ植林の状況

(出典不明)

現在のマングローブ森林

30年 間以上に渡る森林回復事業や保全事業 回復、保護 によって裸地化 した土地に森林が再生され、次

第 に動植物相が豊か になっている。環境保全が次第に行き渡るようにな り、環境保護や防災効果も評価

され、ホーチミン市 はこの地域 の水産資源の将来性に興味を示 している。現在のカンザ地区の面積 は約

70.451ha、 内森林面積は35,307.28haで 、地区の50.1%を 占めるに至 った。1983年 以来、ホーチミン

市当局は破壊された森林の回復プロセスを加速すると同時に森林のよりよい管理を目的とした諸施策を講 じ

図31973年 か ら2001

年にお ける カンザ地 区マン

グロー ブ林の 回復状 況。赤

い部分が植生。



地域災害と環境脆弱性の克服

てきた。1999年5月12日 にHCM都 市生 活者 委員会 は、マ ングローブを管理 する権利 をカンザ地 区マングロー

ブ保 護林管理委員会 に譲渡 し、現在 は、森林管理実施のた め132の 森林管理世 帯(11,912ha)お よび12の ロー

カル ・ユ ニ ッ ト(14,620ha)と 管理委託契 約、15の 直轄管 理ユ ニ ッ トを設定 し、地区の森林 管理、イ ンフ

ラ整備 、技 術開発、科学研究、環境保 護な どを管轄 して いる。

環境保全 と生態系管理 ・資源化

力ンザ地区に隣接する4地 区(ド ンナイなど)の 環境保全や海域の保全にたいして、地区の森林 は大きな役

害1」を果たしていると言われている。例えば、周辺地域 にも大量の酸素を提供 し、C02(平 均80ト ン/ha/年)

を吸収し温室効果ガスの縮小放射に寄与する。マングローブ森林は水生生物種の洒養域としての経済的価値

を持 っている。近辺の地元住民および漁師の漁場である。マングローブは浸食を抑止 し、さらに風害を抑制

する。ホーチミン市のような大都市 に対 して、 リゾー ト活動、エコ ・ツー リズム、環境教育、および ト1⊂M

都市および隣接 したエ リアの学生のための環境教育を行う場である。

しかしながら、以下に述べる課題が現在も存在する。多 くの漁業生産 にとって、土地環境の変化は何 らか

の化学的な劣化を引き起こすのではないかと考えられている。育林の技術 による森林の管理は未だ試行錯誤

の状態にある。上流か らもたらされる産業廃棄物と汚染物質による水環境の悪化がマングローブ生態系の生

物多様性の低下に寄与 しているようだ。年間 約2000万 トンの積荷を運ぶ海上輸送活動が、河岸浸食(河 岸

に沿 った森林地帯の損失)を 引き起 こす。比較的旺盛な研究活動が継続的になされているが、マングローブ

森林資源の開発と管理技術の完成には不十分な レベルにある。マングローブ研究の国際協力も限定的な状態

に留まっている。

持続可能な開発 ・森林資源管理改善のための解決策

以下の諸項 目が提案できる。

●森林、および森林の生物多様性を改善することに直結する適切なサイ トを設定 して、種の多様化改善に適

切な育林処理を適用 し続ける。および環境保護機能を増加させること。

●森林資源の保護 ・管理に関する政策の拡充。マングローブを有効 に管理するため地域コミュニティーの資

源を使用する権利、特定の方法で森林を管理 ことに関する責任 ・権利体系、金融政策の有効活用に関する

プログラムの構築とその科学的検証調査の実施。

●研究結果を踏まえて、マングローブ林の中の従来の水産養殖の方法および適切な生産地域を特別区域 に指

定することを変更する。土地利用の観点での高い生産1生モデルの構築、森林劣化の原因解明とその抑制へ

の具体的提案。

●マングローブ生態系の生物多様性の保全に影響する産業廃棄物などの阻害要因の軽減策を立案すること。
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気候変化のモニタリングと予測、さらにその自然災害への適用東アメリカの事例研究
MonitoringandForecastingofClimateChangeandDecisionSupportToolsforAdaptationof

NaturalDisasters:ACaseStudyintheEasternUnitedStates.

イ ー ジ ャ オ ワ ン ロー ドアイ ラン ド大 学 自然 資 源 科 学 部

YeqiaoWangDepartmentofNaturalResourcesScience,UniversityofRhodeIsland

1990年 に、気象変動に関する政府間パネル(IPCC)が 、グローバルな平均気温は、2005年 までに0.15℃

～0 .3℃上昇するだろうと予言 しました。しか し、現実の気温上昇は1十 年間当たり0.2度 の温度増加であり、

今後の更なる昇温を想像させるものである。海面上昇や嵐の規模頻度の増大は、アメリ力東海岸に災害への

大きな懸念材料となっている。温度上昇 は大西洋岸で、カテゴリー4か ら5の ハ リケーンの数が増力口するだ

ろうと予測されている。実際2011と いう年は、極端な氾濫、極端なハ リケーン、極端な冬吹雪および極端

な トルネー ド発生の年 として米国での自然災害史上の記録を塗 り替えました。 これらの災害による経済的損

失 は合計のその概算原価で520億 ドル以上で した。

気候変化および天候に関係 して引き起 こされる災害現象は景観パターンとその変化に反映されると考えら

れます。

図1研 究対象(モ ニタ リング システム)地 域 で

あるアパラチア山脈

DevelopandimplementanA.T.-
MEGA-Transectdecisionsupport

system(A.T.-DSS)byintegration
of

●

●

●

●

NASAmulti-platformsensor
dataanddataproducts
TerrestrialObservationand
PredictionSystem(TOPS)
modeling
insituobservationsand
measurements
toaddressnationalprioritiesin
EcologicalForecasting

図2モ ニタ リングター ゲ ッ トとな るアパラチ ア山脈を縦貫 する コリ ドー と

データ

SatelliteBasedData

・LAI

・FPAR

・GPPMPP

・LandSurfaceTemp

・NDVI

・EVI

・Landcover

・Snowcover

・Fire/thermalanomaly

Meteorology(lnterpolated

spatiallycontinuoussurfaces)

・Maxtemp

・Mintemp

・Precipitation

・Solarradiation

・Vaporpressuredeficit

Modeloutputs
●

●

●

●

●

o

●

Snowcover

Soilmoisture

Evapotranspiration

Runoff/outflow

GPP/NPP

Phenology

Vegetationstress

図3モ ニタ リング に用いる各種データセ ッ トとデータ解析 システム

zo



地域災害と環境脆弱性の克服

この プ レゼ ンテ ーシ ョンで は、

多数 の リモ ー ト ・セ ンシ ン グ ・

デ ータ とGISモ デ リング を用 い

て モニタ リングの ため の意志 決

定支 援 システ ム を開発 し、 アパ

ラ チア 山脈 の大 規模 な帯状 の範

囲(AppalaｃhianTrail:A.T.)に

お ける生態 学的 な状 態 の報告 や

予報 を行 って い る。 広域 的 なア

パ ラチ ア山脈 におい て、 開発侵

略や 自然災 害、 気候 変化 お よび

そ の結 果 まで、東 アメ リカ の天

然資源 の ネガ テ ィブな変 化 の早

期発見 の ため のバ ロメー タ と し

Spatialdistributionoflandsurfacephenologyforstartofseason

(SOS)(a)andendofseason(EOS)(b)withintheA.T.HUC-10
corridorareabetween1982and2011.

図4過 去の植物暦に関する基礎データの一例

て用 いられ ます。 具体的 な 目的 と して、1.「 バイタル ・サイ ンズ」と呼 ばれ るもの は、設定 したA.T.と 一 致

する シーム レスで包括 的な指 標 データ セ ッ トを開発 します。2.現 地 直接観察 をも併 用 したNASAデ ータの

TOPSお よび統合 を補足 するため に土地 モニタ リング システムを確 立する。3,現 在 までの時系列 的な生態系

条件 を評価 し、生息地 モデル とTOPSを 結 び付 ける ことによ り、変化傾 向を予測 した。 また4.共 同作業を

促進 し、かつA.T.環 境 についての公の理解 を促進 するため にデータの ビジ ュアル化、共有 および管理 のため

のイ ンターネ ッ トベ ースの装備 ・普及 システムを開発 している。 このシ ステムを 開発 するため に使 用された

データ は次のものであ る:

●2001年 と2006年 の16日 の間隔の土地 の被覆 力学(MODlZQZ)

●2000年 と2011年 の8日 間の間隔の積 雪(MODIOA2)

●2001年 か ら2004年 までの土地 の被覆 タイ プ(MOD12Q1)

●2000年 とzO11年 の16日 間の間隔 の植物索 引(MOD13A2)

●2000年 とzO11年 の16日 間の間隔 の葉面積指 数FPAR(MOD15A2)

●2000年 と2011年 の間のNDvl(MOD13Q1)、 および2000年 と2011年 の問の土地表面温度(MODl1A2)

●1981年 と2006年 の間 のGIMMS(グ ローバル な財産 目録 モデ リング&写 像 する研 究)NDVI

●1982年 と2006年 の問 のNACP(北 アメ リカの炭素 プログラム)GPP、NPPお よびNEP

●1976-2009か らのSOGS(表 面 の観 察Griddingシ ステム)の8kmの 計 測データ。

このインターネッ トベースで構築される意志決定支援システムは、広域かつ時系列的に適用できる。デー

タと研究結果は地方の生態学的条件のモニタ リング、報告作成支援、様々な変化予報 に適用可能な知識バン

クを構築するものとなった。さらに、意志決定支援システムは自然災害からのインパク トの予測に適応でき、

環境緩和や地域管理などにも適用可能なマッピング機能も供給 しています。
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中国長白山における災害発生システムと早期警戒数値シミュレーション
NumericalsimulationonhazardprocessesandearlywarningtechniqueofChangbaiTianchi

volcano

呉 正 方 中華 人 民 共 和 国 東 北 師 範 大 学 都 市 と環 境 科 学 学 部

長白山火山

中国 と北 朝鮮 の 国境 にそび え る長 白 山 は海 抜

2000mを 超え、その裾野の広が りは200kmに も及ぶ。

この巨大な火山である長白山は、1215年 、1668年 、

1702年 及び1903年 に噴火 した歴史を持つ。1215

年に発生 した噴火は過去2000年 間における地球上で

発生 した噴火の最大クラスのものである。この噴火で

発生 した火砕流は火山の周囲60マ イルの範囲の原生

林を焼き尽 くしたとされる。また、火山泥流とこれに

続いて引き起 こされた洪水 は、鴨緑江、テ ィーメン

川、ソンプア川の流路に殺到 し、大規模な自然破壊が

生 じた。この際の堆積物の分布は長白山の噴火口から

約300kmも 離れた吉林省 ファンマン地区においても

15mに 達 した。 この巨大火山が将来的 に噴火すると

図1長 白山(ChangpaiMontain)左 上:長 白山位 置図、右:長 白山

と山麓 の衛 星画像、左下:山 頂の火口湖 「天池」

すれば、途方もない災害が発生 しかねない。そこで、過去の火山災害の実際を復元し、観測網を完備 して噴

火の予兆をモニタ リングし、火山噴火とそれに続 く災害のシミュレーションを行い、想定に基づいた対策を

提案する必要がある。

生態系と地域社会へのインパク ト

1215年 の巨大噴火は、地域の気温を1.5度 程度上昇させたと言われる。一方で、月最高気温は2.25度 程

度低下 した。地球規模での噴火の影響 は6年 程度継続 した。この噴火の火山灰は中国のみならず、韓国と日

本にも降灰 している。

近年における火山活動の傾向

観 測データをみ ると、1999年 以 降地震 に発生 は増力口傾 向にあるが、2002年6月26日 のマグニチ ュー ド7.3

の地震を契機 に、発 生頻度 は急速 に増加 してお り、長 白山の地下 深部 にお ける火山活動の活発化を示唆する。

また、2002年 か ら05年 の3年 間にお ける火山の垂直 隆起量 は68mm、GPS水 平変位 は30mm、 更 に2004年

以以降 は温泉 ガスの変質 も観 測されて いる。

もし噴火が起きれば

火山噴火の直接的な災害に力口えて火山泥流、洪水、森林火災が発生 し、ボアジン川流域 は大きな危険にさ

らされると予想される。噴火は、生態系と人間社会に大きな影響をもたらす。噴火 に伴 う大きな懸念事項と

して長白山山頂の火口湖である天池が崩壊すれば204億m3の 水が溢れ、火山泥流と洪水の連鎖が生 じる危

険性がある。 この場合、ボアジン川流域のシミュレーシ ョンを行えば、吉林市、長春市、ハルビン市などの

z2
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大都市が大規模な洪水に曝されることになる。では、

対応策 はどう考えられるか。2006年 に長白山をぐる

りと取 り巻いて、火山変動のモニタリングシステムが

設置された。

数値シミュレーションに用いるパラメータ

衛星画像と空中写真データの解析によって、また現

地調査やモデル計算、完新世における過去の噴火史か

ら導き出される様々な指標が抽出、再構築された。災

害要素 として、噴火 に伴う火山灰堆積量、噴出物流、

洪水、泥 ・岩塊流堆積物、森林火災などの定量 ・地図

化などが実施された。

早期警戒 ・警報の技術

2次 元 ・3次 元 シ ミュ レー シ ョンを成功 させ るため

の、多数 のデジタルデータを総括 させ る。この基 本デー

タに基 づいて、 シミュ レーシ ョン成果を可視化、 よ り

ダイナミ ックな被災 シミュ レーシ ョンを実現 する。 同

時 に火 山災 害のよ り迅速 な評価 と早期警戒 ・避難 にも

連動 させ、 防災 ・減災の意思決定 にも役立 てたい。

図2リ モー トセンシングによるモニタ リングシステム

DLGdata
図4地 域タ 一ゲ ッ トを想定 した

データベ ース とシ ミュ レーシ ョン

結果
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韓国東海岸における2002年 の台風ルサによる土石流災害とその地形条件
GeomorphiccharacteristicsofdebrisflowsinducedbytyphoonRusaat2002inGangneung

area,easterncoastofKorea

崔 成 吉 大 韓 民 国 公 州 大 学 校

第三紀 および第四紀の未 固結層 の分布が狭小な韓 国において は、 これ まで大規模 な土石流災害 が大 き く取

り上 げ られた ことはなか った。 しか し、1990年 代以後、集 中豪雨の頻度や強度 が高 まり、 これ によ って過

去 に経験 するこ とがなか った大規模な土石流災害 が増加 している。

2002年 の8月 に来襲 した台風ル サ(RUSA)は 、韓 国東海岸 の"嶺 東地域1[に 観沮1」史上最 大の集 中豪雨 をも

た ら し、と くに江 陵(Gangneung)地 域一帯 で{よ この集 中豪雨 によ り、3,033件 の土石流が発生 した(Seo

andHan,2003)。 本発表 で は、台風ルサ の集 中豪雨 によ り、江陵地域で発生 した顕著な土石流 につ いて紹

介 し、土石流発 生の地形的条件 につ いて検討 する。

1.地 形 と地 質

韓半島の脊梁山脈である太白山脈の東側、いわゆる 嶺 東地域"は 山地斜面の傾斜が急であり、河川の流

路長が短く、勾配も大きい。江陵地域一帯の地質は、一部の先力ンブリア紀の片麻岩類を除くと、ほとんど、

ジュラ紀の花Wn岩 類(通 称、大宝花Wn岩)で 構成されでいる(Klm他 、2001)。 基盤岩は深層まで風化がおよび、

斜面の土壌層 中には砂、シル ト、および多量の粘土物質が含まれている。

2.台 風RUSAに よる集中豪雨

2002年8月31日 の1日 で、江 陵地域 は台風 ルサ によ り870,5mmの 集中豪雨 があ った。 これ は、1904年

の気象観測開始以来、最大の 日降雨記録 であ った(台 風通過期 間の全 降雨量 は898mm)。 江陵市の沙川面 にあ

る江陵大学の簡易観測施設 では、959mmの 降雨量が記録 された(Shlm他 、2002)。

Location Gangneung Sacheon* Jinbu

Total 898(mm) 959(mm) 167(mm)

24hr 870.5(mm) 944.5(mm) 154.5(mm)

Max.ofhour 98(mm) 107(mm) 20.5(mm) 表1江 陵地 域 の降 雨記 録(Choand

Chang,2006)
*measuredbyShimetal .,2002

図2対 象地域(江陵市の沙川面と城山面)の位置

図1発 表地域(Gangneung)の 位置
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図3嶺 東地域の主要地点別 累積 降雨 分布 と江陵地域の時間別降雨量(8/3012:00～9/112:00)(ChoandChang,2006)

3.土 石 流 の 事 例

1)Sacheon-myeon地 域

(1)Deoksin-ri地 域

東海 高速道 路 の建設 現場 事務所 背後 の 丘陵斜

面 で発 生。 地 すべ り斜 面 の幅15m、 長 さ23m

程度。上部斜 面の風化層 に多数 のmaCropore。

(2)Nodongsang-ri地 域

土 石 流 で 民 家 の一 部 が 破 壊。 幅14m、 長 さ

78m程 度。風 化層 の下 か ら新鮮 な岩 盤面(風 化

基底面:weatheringfront)が 露 出。

(3)Nodongjung-ri地 域

写 真1Umyon-sandの 土石 流(2011年,Seoul,YonhapNews)

2000年4月 に発生 した大規模林野火 災の被災地域。 山林 は未復元。土石流 が集 中 して発生 した地域。

幅13m、 長 さ48m程 度。

(4)Seogyo-ri地 域

2004年4月 の林野火災 の発生地域。林道(コ ンク リー ト舗装)に 接 した斜面で集中的 に土石流 が発 生

した。規 模 は幅12～38m、 長 さ33～93m。 コンク リー トの道路 と斜面土 層 との接続部 か ら地表 流

が浸透 して土 石流を助長 させ た。個 々の土 石流が合流 して350m移 動。
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2)Seongsan-myeon地 域

(1)Songam-riのGwangyang-gol地 域

土石 流 に よ って前 面 の農 耕 地 が すべ て流 失。

規 模 は 幅75m、 長 さ180m。 斜 面 下 部 か ら

450m程 度 土砂が移動。巨礫 の礫径 は最大3.Om

程度。

(2)Songam-riのAnsongam地 域

道 路 建 設 時 の斜 面 下 部 の切 開 に よ っ て安 息

角 が破 壊 され、 土 石 流 を 促 進。 幅33m、 長 さ

36m程 度 。道路 と農 耕地 が埋 没。 巨礫 の最大礫

径 は4.5m程 度。

(3)Gusan-ri地 域

幅13m、 長 さ820m程 度。 斜 面 下 部 か ら

30m程 度移動。斜面上 部の凹地 に地表流 が集 中。

強 風 で樹木 が揺 れ、水 で飽和 され た土壌層 にそ

の衝 撃が伝わ った。

(4)Uichon-ri地 域

幅65m、 長 さ27m程 度。斜面 下部 か ら30m

移 動。 道路 建設 時、切 開 され た斜面 で発 生。 風

化 層 が と くに厚 い。強 風 に よる樹木 の揺 れも 影

響 した。

写 真2

2003)

Seogyo-riの 土 石 流(林 野 火 災の 発生 地域)(SeoandHan

写 真3Songam-ri,Gwangyang-golの 土 石 流(SeoandHan,2003)

4.江 陵地域の土石流の類型、規模、土石流発生斜面の傾斜度および林野火災との関係

台風ル サ によって江陵地域 で発 生 した土 石流 は、斜面 の風化層 が風化 基底面上 で崩 壊するtranslational

slideで 始 ま り、斜面 の中 ・下端 部で合流 し、土石流 に発達 したものが多 い。土石流 の幅 は3～30m程 度 で、

10m内 外 のものが51.2%を 占め、長 さ は10～120m程 度で、21～40m内 外 のも のが60%程 度発生 した。

幅10m程 度 、長さ30m内 外 の土石流が最 も多か った(ChoandChang、2002)。 土石流が発生 した斜面

の傾斜 は10～50° の範 囲で、中 でも21～25° の斜面 で土石流 が最 も多 く発 生 した(33.1%)。 韓国での土

石流 は大 部分、 この程 度の斜面 に多 く発生 して いるこ とが報告 され ている(Kim、2005)。 また、林野火災

の発生 しなか った地域での単位面積 あた りの土石流発 生件 数 は1.87件/kmで あるの に対 して、林野火災 の被

害地域 では83.18件/kmで あ った(shim外 、2002)。
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5.江 陵地域での土石流発生の地形条件

台風ルサの通過の時、江陵地域 には連続降雨量898mm、 時間当りの最大降雨量98mm、 そ して 日降雨量

870mmの 記録的な集中豪雨が発生 した。 これらの数値 は、いずれも韓国の土石流発生基準値(Hong他 、

1990に よると、大規模な土石流 は時間当り最大降雨量35mm、 累積降雨量140mm)を 数倍も超過 している。

したがって、江陵地域での土石流の発生の原因は台風ルサによる集中豪雨であったことが分かる。

集中豪雨によって風化土壌層が水飽和され、土壌層の荷重が増大 し、また、深層風化の及んだ斜面層に含

まれていた粘土物質の水和による膨脹 により、土壌層の体積が増大 した上に、強風による樹木の揺れが土壌

層に伝達され、風化基底面上部の土壌層で土石流が発生したと考えられる。また、斜面の特性を考慮しない

土木工事とともに、林野火災によって土層の性質が土石流を発生させやすい状態に変化 していた点も、土石

流の発生を助長させた原因の一つになったと考えられる。

(謝辞:野 外調査資料を提供 してくださった江陵嶺東大学のSeo,Heung-Seok教 授に感謝する)
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韓国東海岸における完新世中期以降の斜面崩壊の発生史
AHistoryofSlopeFailureOccurrencesatGangneungarea,EasternCoastofKoreaSincethe

MiddleHolocene

朴 志 煮 大 韓 民 国 公 州 大 学校

Abstract:ThepurposeofthisstudyistorecovertheoccurrencehistoryofslopesinceaftertheMiddle

HoloceneinGangreungarea.Forthispurpose,theSacheoncheonbasinandtheYeongokcheonbasinwhere

largescalelandslidesoccurredparticularlyduetotyphoonRusain2002outofGangreungareawereselectedas

theresearcharea.Asaresultofoutdoorinvestigation,confirmedwereinorganichorizonofhillslopeorigininthe

sedimentarylayersoftheriverterrace,floodplainandthepresentriverbedincludingthesedimentarylayerson

thevalleybottomintheuppermoststream,andhumuslayer(ororganichorizon)oftheeart'hssurfaceormoor

originatthattimeintheresearcharea.Therefore,inthisstudystratiforminterpretationwasconductedforthe

objectofthesedimentarylayerspreviouslymentionedandalsotheradiocarbondatingofhumuslayer(ororganic

horizon)wasconducted.Theresultsarelikethefollowing.①Intheuppermoststreamvalleybottom,slopefailure

occurredintheGireogigol(Loc.2)was2timesbetween740yrB.Pand260yrB.P.and2timesafter260yrB.P.and

slopefailuresoccurredinSeokgugol(Loc.1>areabout10～20timesovertheperiodof6,700yrB.P～present.②

Inthebackslopeofriverterrace(Loc.5),slopefailureoccurredintheM3spotisatleastltimebetweenafter

theformationofriverterraceandabout2,000yrB.P.andatleastltimebetweenabout430yrB.P.andpresent.

Fromtheaboveresult,itisthoughtthatslopefailureoccurredintheinvestigatedareaforsomeorsometens

oftimesaftertheMiddleHolocene.③Inthebackslopeoffloodplain(Loc.3),slopefailureoccurredintheL3

spotisatleastltimeafteraround2,800yrB.F④lnthebackslopeofthepresentriverbed(Loc.4),slopefailure

occurredintheM2spotisatleastltimebeforeA.D.1869andatleast3timesaftertheA.D.1869.Fromthe

above,itwasfoundthatslopefailuresofsometosometensoftimesoccurredaftertheMiddleHoloceneinthe

investigatedarea.

Ⅰ.は じめ に

1.研 究目的

過去の林野火災の被災地だった韓国江陵地域は、2002年 の台風ルーサ(Rusa)に より、大規模な土砂崩

れが発生 した。著者 は、江陵地域で発生 した2002年 の大規模な土砂崩れが現在だけでなく過去にも発生 し

ており、このような地すべりは、一定の環境条件が整うことにより反復されるという考えをもとに、それを

実証するための地形や堆積物などの痕跡を検出する調査 ・研究を進めてきた。

その結果、江陵地域のサチ ョンチ ョン流域とヨンゴクチョン流域 において、完新世中期以降の斜面崩壊の

発生史を把握することが可能な、無機物層と有機物層が互層をなす分解能の良い堆積層(ま たは土壌層)、例

えば最上流谷底堆積層、河岸段丘、氾濫原や現河床直上に分布する斜面起源の崩積層を発見 した。

本発表では前述 した両流域で発見された堆積物を対象に、層相観察および無機物層に挟まれた埋没腐植層

(または有機物層)の 放射性炭素年代測定を実施 し、調査地域における斜面崩壊の発生履歴を明らかにする。

2.研 究対象地域

研究対象地域 は、2002年 の夏 に台風ルーサの被害が激 しか った地域である江原道江陵市沙川面の沙川

川(サ チ ョンチ ョン)流 域一帯 〔一部連谷川(ヨ ンゴクチ ョン)を含む〕とした(図1)。 沙川川は、流路延長が

23.70kmで 、流域面積は60.Ozkmで ある。基盤岩 は中生代ジュラ紀 に形成された大宝花崗 岩であり、現在の

沙川川周辺では深層風化が進み、赤色を帯びる基盤岩風化層を数mか ら最大数十m形 成 している。特に、流
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域 内の複数 の場所 で、差別侵 食 の結 果 じた風化層 内の核

石(corestone)や 、地表 に露出 した トール(tor)が 見 ら

れる。

Ⅱ.分 析結果

1.ギ ロギゴル流域において崩壊地形の分布

沙川川支流谷であるギロギゴル小流域内で発生 した崩

壊地形が、調査流域全体で約70地 点で確認された。そ

の大きさは数m～ 数十mま でと多様で、形も様々である。

さらに、流域内では引 き続き土砂崩れが発生する可能性

の高い地点がいくつかの場所で観察された。

調査流域内に分布する崩壊地形は大きく3つ に分類さ

れる。Type-1は 台風ルーサによって発生 した崩壊地形

である。Type-2は 、ルーサ以前のある時期 に形成され

たと推定される1日崩壊地形である。Type-2の 崩壊地形は、

Type-1の 崩壊地形の規模 と形態の面で似ているが、現

在では草本(あ るいは樹木)で 覆われている点がType-1

の崩壊地形と異なっている。Type-3は 、ルーサ程度の

強度ではないが、2003年 夏の集中豪雨により発生 した

崩壊地形である。その他、林道の建設により発生 した崩

壊地形が確認された。
図1調 査地域と試料採取地点

<Samplingpoint>

Loc.1:Seokgugol

(smallbasin)
Loc.2:Gireogigol

(smallbasin)
Loc.3:Floodplain
Loc.4:Riverbed

Loc.5:Riverterrace

2.試 料採取 地点の層相解析 と年代測 定

ギ ロギ ゴル流域 における年代 測定用の試料採取 地点(Loc2地 点,標 高75m)は 、流域 の最上流谷底面であ

り(図1)、 谷底堆積 物の層厚 は2.2mで あ る。本調 査で は基盤 岩層 は確認 できていな いが、谷底堆積物 の中

で崩壊 起源の堆積層 である無機質層 は、主 に砂礫層 と砂 質シル ト層で構 成 され ている。無機 質層 に挟まれた

埋 没腐 植層 は、下部 か ら大 き く4枚(1～IV)が 確認 された。そ れ らの層厚 はそれぞれ数cm程 度である。1層

はさ らにIa層[地 表下212～209cm、 黒 色(10YR2/1)]、ｌb層[地 表下206～202cm、 黒(10YR1.7/1)]

に細分 され る。II層 は地 表下163～160cmで 土 色 は黒 色(2.5Y2/1)で あ る。1[1層 はさ らにIIIa層[地 表下

119.5～118.5cm、 黒色(N1.5/1)]とlllb層[地 表下117.5～115cm、 黒(N1.5/2)]に 細分 される。IV

層 は地表下98～92cmで 、土色 は黒色(10YR17/1)で あ る。年代 測定用 の試料 は、Ia層 とIllb層 の埋没

腐 植物層 か らそ れぞれ1点 ずつを採取 し、 ソウル大学校 基礎科学 共 同機器 の研究室 にAMS放 射性炭 素年代

測定 を依 頼 した結果、740±40yrB.P.(SNUO3-751)、260±40yrB,P,(SNUO3-750)の 年 代値 が得 ら

れた(Park他2005)。

連谷川支流谷 であ るソクグ ゴル流域 の最上流谷底面(図1Loc.1)の 一部 が崩壊 して現れ た露頭 と谷底 面

(標高250m)の 掘削 結果 による と、谷底の堆積相 は以下 の通 りである。本 調査で は基盤岩 は確認 されなか っ

たが、谷 底堆積物の層厚 は3.8mで ある。谷底堆積物 中で斜面崩壊起 源の無機 質層 は主 に砂で、その ほか、砂礫、
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シル ト質砂、砂 質 シル トな どで構 成 され、 無機 質層 の問 に多数 の泥炭 、砂質 有機物、有機 質 シル ト、有機

質粘土、有機 質砂(以 下 、有機物)な どが挟 在 しているのが特徴 である。年代測 定用の試料 は、地 表下76.5

～80cmの 泥炭、130～135cmの 泥炭、375～380cmの 砂 質有機物 か ら各1点 ずつを採取 し、米 国のBeta

Analytic、lnc.へ の放射性炭素年代測定 を依頼 した。その結果、そ れぞれ320±40yr.BP(Beta-204973)、

3,140±70yr.BP(Beta-204980)、6,720±60yr.BP(Beta-204974)の 年代値を得た(Parkandlang,

2006)。

沙川川 中上 流部 に位 置 している図1のLoc.5地 点(標 高60m)の 崩積土 は、最終氷期 に形成 された気候段

丘の河岸段丘面 を覆 っている。崩積土 の層厚 は約150cmで 、 ここで確認 された埋 没腐植物 層を対象 に、上位

と下位層準か らそれぞ れ10cmの 腐植物層 を採取 して年代測定を依頼 した。そ の結果、そ れぞ れ429yrB.P.と

1990yrB.P.の 年代値 を得 た。

沙川 川中流 部 に位 置 して いる図1のLoc.3地 点(標 高70m)の 崩積 土 は、氾 濫原 を覆 って堆 積 してい る。

崩積土 の層厚 は約140cmで あ り、 約80cm厚 の埋没 有機物層 が、斜面崩壊起 源の堆積層 の下位 に堆積 して い

る。 この埋没有機物層 の下位層準 か ら10cmの 有機 物を採取 し、年代測定 を依頼 した結果、約2,800yrB.P,の

年代値を得た。

沙川川中上流部 に位 置 してい る図1のLoc4地 点の崩積土 は、現沙川川下床 のポイ ン トバー(pointbar)

を覆 って堆積 している。崩積土 の層 厚 は約120cmで ある。 この崩積土 に{よ 数(m層 厚 の埋 没腐 植物層が3枚

挟 まれ てお り、 この うち2つ の腐 植物層 で年 代測定 をお こな った結果、125pMCと113pMCの 年代値を得

た(JangandPark,2006)。

Ⅲ.考 察

1.流 域最上流部の斜面崩壊

野外調査の結果、沙川川最上流部 における斜面崩壊 によって...物 質が移動し、堆積 したタイプは、斜面

微地形スケールで見ると、丘陵谷頭部の谷頭凹地 に崩土が堆積 してているタイプとして確認された。具体的

には次のとおりである(図2)。

沙川川支流谷のギロギゴル流域の最上流谷底面の露頭で、砂礫層及び砂質シル ト層で構成された斜面起

源の堆積物によって埋没された腐植物層が4枚 確認された。つまり谷底堆積物の堆積相は土石流(あ るいは

土砂流)起 源の砂礫層間に薄層の形で埋没腐植物層が互層をな している。そして連谷川支流谷のソクグゴル

流域の最上流谷底面における試料採取地点の背後斜面を起源とする谷底堆積物のタイプは、谷底 にすでに

形成された湿地で、斜面物質が一部あるいは多く混入されているかどうかに応 じて、おおきくTypeⅠ 及び

Type-Ⅱ に、そ して谷底に形成された湿地に堆積 した有機物層または崩壊起源の無機物層上に砂や砂礫が堆

積されているかどうかに応 じて、Type-Ⅲ 、Type-Ⅳ に区分 した。

しかし、最上流谷底面の地形的特性 一明瞭なチャネルがない点、3方 向が、背後の斜面によって囲まれて

いる点、横断面形が 凹型の形態をな している点、そして縦断面が緩傾斜をなすことなどを考慮すると、谷

底堆積物を構成 している様々な種類の無機物層は土石流(あ るいは土砂流)の 発生が繰 り返されて堆積 した

ことを意味する。

年代測定の結果に基づ くと、ギロギゴル流域でⅠa層 の下位の崩壊起源堆積層の堆積時期 は740yrB.P,

前であり、Ⅰa層 ～Ⅲ層までの堆積時期は、740～260yrB.P.で ある。そ して、Ⅲb層 の上位の崩壊起源堆
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図z.韓 国東海 岸江陵地域 において中期完新世以降の

斜面崩壊 の発生史

Loc.1地 点:連 谷川支流谷であ るソク グゴル流域の最

上流谷底面、Loc.2地 点:沙 川川支流谷 であるギロギ

ゴル流域 の最上流 谷底面、Loc.3地 点:沙 川川 中流部

に位置 している氾濫原を覆 って いる崩積土、Loc.4地

点:沙 川 川中上 流部 に位 置 してい る下床のポ イ ン ト

バ ーを覆 っている崩積 土、Loc.S地 点:沙 川川中上流

部 に位置 している河岸段丘 を覆 っている崩積土。

積層 の堆積時期 は260yrBP以 降 である ことが明 らか にな った。

したが ってギ ロギ ゴル流域 の最上流 谷底 の地 表面 が斜 面起源(ま たは崩壊起源)の 物 質 によって覆われ る

イベ ン ト(event)は 、少 な くとも740～260yrB.P.の 間 に2回 、260yrB.P.の 後2回 発生 している。 そ して、

完新世後期 ギ ロギゴル流 域の最上流谷底 の背後斜面 で は、少な くとも約250年 の時 間尺度 で単数(ま たは復

数)の 崩壊 一土石 流(あ るいは土砂流)が 再発 していた と考え られる(Park他,2005)。

また、 ソクグ ゴル 流域 の最上流 谷底背後 斜面 か らの斜面物 質 によ って埋積 され た完新世 中期以 降の斜面

物 質 移動 は約6,700～3,100yrB.P.に お いてType-Ⅰ が6回 、Type-Ⅱ が2回 、Type-Ⅲ が9回 、Type-

Ⅳが1回 発生 し、 また、約3,100～350yrB.Pに はType-Ⅱ が3回 、Type-Ⅲ は6回 、Type-ivが1回 、約

350yrB.P.以 降 にもType-Ⅱ が1回 、Type-Ⅲ は3回 、Type-Ⅳ が1回 発 生 した と考 え られ る(Parkand

Jang,2006)o

以上 のこ とか ら完新世 中期以 降の調査流域 の谷頭 凹地、す なわ ち最上流谷底一 帯を取 り囲ん でいる背後斜

面 の どこか で、斜 面崩壊 による土砂流(斜 面物 質移動)が 、 タイ プ毎 に数 回 ～数 十 回発生 して いる ことが わ

か る。一方、このよ うに調査流域 において完新世中期以降、過去数回 に渡 って崩壊が発生 したということは、

Type-Ⅱ の崩壊地形 が台風 ルーサ によって形 成され たので はな く、過去ル ーサ が襲来 する以前のあ る時期 に

発生 した崩壊 によって形成 された崩壊地形 である可 能性 が高 いことを意味 する。

2、 流域中流部の斜面崩壊

野外調査の結果、沙川川中流部における斜面崩壊 により無機物質が運搬移動され、堆積 したタイプは、大

きく①崩積土が崩壊源直下に堆積 されるタイプで、現在の河床(ま たはポイン トバー)と 氾濫原直上 に崩積

土が堆積 したタイプと、②背後谷底から運搬移動された斜面起源の無機物質が段丘面直上に堆積物を乗せる

タイプが確認された。具体的には、次のとおりである(図2)。

第1は 、沙川川中上流部 に位置 している現河床のポイン トバー(pointbar)直 上に堆積 した崩積土の場

合(Loc.4)で ある。崩積土の堆積相、谷底面 と崩積土との層序関係、崩積土に挟まれた埋没腐植物層の炭素

年代値などを考慮すると、M2地 点背後の河岸段丘が開析されて形成された谷の前面(現河床のポイン トバー)
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のAD1869年 以前に少なくとも1回 、そ してA.D.1869年 以降に少なくとも3回 にわたって斜面崩壊が発生

したと考えられる。このように、現在の河床に堆積 した崩積土の層相解析と年代測定結果を通 して、約130

年間に3回 の斜面崩壊が発生 したことを確認することができた(JangandPark,2006)。

第2に 、沙川川中流部に分布する氾濫原直上の崩積土の場合(Loc.3)で ある。崩積土の堆積相、氾濫原 と

崩積土との層序関係、崩積土直下に形成された埋没腐植物層の年代値などを考慮すると、少なくともLoc3

地点付近では氾濫原が形成された後、約2,800yrB.P.頃 か ら背後の丘陵斜面の崩壊で崩積土が堆積する以前

までは比較的安定 した時期だったが、その後、背後斜面の崩壊 により崩積土が堆積 したと考えられる。

第3に 、沙川川中流部 に分布する河岸段丘直上の斜面起源堆積物の場合(Loc5地 点)で ある。堆積相、河

岸段丘 と斜面起源堆積層 との地形層序関係、斜面起源堆積層中で確認された埋没腐植層の年代値などを考

慮すると、少なくともLoc.5地 点付近では斜面崩壊 は、河岸段丘形成後～約2,000yrB.P.の 間に1回 、約

430yrB.P.～ 現在の期間に1回 、背後の丘陵斜面で発生した斜面崩壊による無機物質が堆積 したと推定される。

Ⅳ.結 論

本研究の目的は、江陵地域の完新世中期以降の斜面崩壊の発生史を復元することにある。そのため、江陵

地域の中でも特に2002年 の台風ルーサにより、大規模な土砂崩れが発生 したサチョンチ ョン流域とヨンゴ

クチョン流域を調査地域 として選定 した。野外調査の結果、最上流谷底堆積層をはじめ、河岸段丘、氾濫原

や現河床の堆積層上の斜面起源の無機物層 と、当時の地表面や湿地起源の腐植物層(ま たは有機物層)が 確

認された。このため、本研究では前述 した堆積層を対象に、層相解析を行い、また腐植物層(ま たは有機物層)

の放射性炭素年代測定を実施 した。その結果は以下の通 りである。

1.最 上 流 谷 底 の場 合、 ギ ロ ギ ゴル(Loc.2地 点)で 発 生 した斜 面 崩 壊 は、740～260yrB.P.の 問 に2回 、

260yrB.P.の 後 に2回 、 ソクグ ゴル(Loc.1地 点)で 発 生 した斜 面崩 壊 は、6,700yrB.P.～ 現在 にか けて、

10～20回 である。

2.河 岸段丘の背後斜面 の場合、Loc5地 点 で発生 した斜面崩 壊 は、河岸段丘形成後 ～約2,000yrB.P,の 間 に

最低1回 、約430yrB.P.～ 現在 にか けて、最低1回 である。以上の ことか ら調査地 域で は、完新世中期以

降 に数 回～数十 回斜面 崩壊が発生 した と考 え られる。

3.氾 濫原の背後斜面の場合、Loc.3地 点 で発 生 した斜面崩壊 は約2,800yrB.P.頃 以降、最低1回 である。

4現 河床の背後斜面 の場合、Loc.4地 点 で発生 した斜面崩壊 は、AD1869年 以前 に少な くとも1回 でA.D.1869

年以降 に最低3回 である。

以上のことから調査地域の様々な地形場で、完新世中期以降に数回～数十回にわたって斜面崩壊が発生 し

たことが明らかになった。
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西表島における環境保全活動についての一考察
AcasestudyofenvironmentalconservationactivitiesofIriomoteIsland,Okinawa,Japan

馬 場 繁 幸 ・井 村 信 弥 ・石 垣 圭 一 ・渡 辺 信 琉 球 大 学 熱 帯 生 物 圏 研 究 セ ンタ ー 西 表 研 究 施 設

S.Baba,S.lmura,K.lshigakiandS.Watanabe

IriomoteStationTropicalBiosphereResearchCenterUniversityoftheRyukyus

1.は じめ に

西 表島 は沖 縄県 で は沖縄 島 につ いで第二番 目に大 きな島 であ り、そ の大 部分 はスダ ジイ(イ タ ジイ)な ど

を優 占種 する常緑 広葉樹 で覆われて いる。 また、それ らの常緑広葉樹林 はイ リオモテヤ マネコ(PriOnailurus

bengalensisiriomotensis)、 ヤエヤ マヤシ(Satakentialiukiuensis)な どで代表される多 く固有の動植物

を育んでいる。

西表島の美 しい自然、豊かな動植物を見るだけではなく

て、節祭などで代表される伝統的な文化や織物などを楽 し

むために毎年多 くの観光客が西表島を訪れる。

西表島の主要な産業の一つが観光であることか ら、観光

客の増加 は、島の経済にとっては好ま しいことであるが、

もう一方では、島の豊かな自然に負の影響を与えている。

本論では、環境への負の影響 と、それ らの解決へ の取 り

組みについて紹介する。

2.西 表島の概況と観光客の動向

西表 島の位 置 と主要 な集落 は図1、 図2に 示 した。 島の面

積 は約289km(28,900ha)で 、石垣 島(ZZ4km)島 よ りも大

き く、 沖縄 島(1,ZO8km)に 次 いで、 沖縄 県で 二番 目に大 き

な 島であ り、そ の約85%の24,500haは 林野庁 が管理 す る

常緑 広葉樹 によ って覆 われ た有林 であ る。 国有 林 の47%の

11,580haは 西表 森林 生態 系保護 地域 で あ り、 それ らは更

に保存地 区(3,010ha)と 保全利 用地区(8,570ha)に 区分 さ

れて いる(図3)。

2011年11月 末 の西表 島の世 帯数 は1,200戸 で、 人口 は

2265人 である(表1)。 島の人 口は少 ないが、それぞれの集

落 に は、無形文 化財 に指定 され た祖 内や星立(干 立)の 節祭

や、 白浜 の龍 神祭な ど伝 統的 な行事 が数多 く残 って いる(図

4a&b)o

図5は 、2000年 か ら2010年 ま での11年 間 の入 域観 光

客数 である。多少 の増減 はあるが、2000年 か ら2007年 ま

で は、2007年 の405,646人 を ピークと して増 加傾 向 にあ っ

た。その後、2008年 か らは減少 に転 じているが、それであ っ

て も2010年 は304,159人 で あ り、 島 の人 口 に比 較 して

130倍 を超 える観光 客 が入域 してい た こと にな る。 石垣 島

と西表 島の移動 手段 は、高 速船 で ある が主要 な港 は西表 島

東部 に位置 してい る大原 港 と島の西 部 に位 置 して いる上 原

図1西 表島の位置

図2西 表島の主な集落

図3西 表島森林生態系保護地域
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表12011年11月 の西 表島 の集落別 の世帯 数

と男女別 の人 口数

図4a&b干 立(星 立)の 節祭

西表島西部(上 原港)
か らの入域

西表島東部(大 原か港)
か ら入域

図52000年 から2010年 までの西表島への入

或観光客数 の推移

港 である。2010年 の大原 か らの入域観光客 数 は249,785人 であ るが、上原 か らのそれ はわ ずかに54,374

人 であ った。

3.環 境への影響

入域観光客の増力口に伴 う観光船引き波 による河岸の侵食 とマングローブの倒伏、 ピナイサーラの滝 に通 じ

る林道の踏圧の影響をはじめ、漂着ゴミを含むゴミの投棄、水質汚染等々、西表島への負の環境の影響は種々

のものがある。また、それらとは別に、貴重な植物の盗掘や、天然記念物に指定されている昆虫の不法な採

集なども後を絶たない。入域観光客の増加に伴うレンタカーや自家用の増加によるイリオモテヤマネコなど

の貴重な動物の交通事故、家猫や飼い犬の野良化も一時は問題 となっていたりした。

西表島には上述のように多 くの環境問題があるが、ここでは、海岸漂着ゴミと、河岸侵食や踏圧の問題に

ついて取り上げることにする。

(1)仲 間川の河岸浸食と観光船の引き波による仲間川の河岸浸食とマングローブの倒伏

西表島への観光を代表する一つが、仲間川での船外機付きの遊覧船に乗ってのマングローブ林と沖縄
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県 内 で最 大 の板 根 を張 って い るサ キ

シマ スオ ウノキ(Heritieralittoralls)

巡 りである(図6a&b)。

仲 間 川 の 流 域 に は 日 本 最 大、 約

158haの マ ング ローブ林 が広が って

いる(環 境省 ・国際 マ ングロー ブ生 態

系 協会,2002).最 大 の板根 の サ キシ

マ スオウ ノキ は、河 口か ら約7kmの と

ころにあ り、そ こが観光船 の上 流船 着

き場 とな って、観光船 が折 り返 してい

る。従来、観光船 の航行速度 に規制 は

なか ったことか ら、観光客 の時間 に合

わせて、高速で航行 することも希 で は

図6a&b沖 縄 最大の板根のサキシマ スオ ウノキ(Herltleralittoralis)と 、踏圧 による

被害を防 ぐため に設置 された木道

な く、観光船の引き波 によって河岸が侵食され、一部では多 くのマングローブの倒伏も 目立つように

なった(図7a&b)。 なお、マングローブの倒伏の原因は、観光船の引き波による河岸の侵食だけでは

な く、大雨時の増水による河岸の侵食、台風の強風による倒伏など、幾つかの要因による複合的なも

のである。

図7a&b仲 間川 の河岸で 目立つマ ング ロー ブの倒伏

(2)サ キシマスオウノキの根系への踏圧とピナイサーラの滝への林道での踏圧の軽減

2004年 の仲間川地区保全利用協定によると、2003年 に船外機付きの観光船を利用 してサキシマス

オウまで行った観光客は25万 人以上とされる(東 部交通、2004)。 このような数の観光客がサキシマ

スオウノキを訪れると、当然のことなが ら、その踏圧 による根系への影響も懸念されることから、国

有林を管理 している林野庁は、踏圧の被害を防止するために河岸を起点としてサキシマスオウノキの

周囲に木道を設置 した。

2005年8月17日 のピナイサーラの滝への入域観光客数 は120人 であったが(西 表森林環境保全ふ
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れあ いセ ンタ ー、2006)、 近接 する集落の船浦 の人 口が207人 、上原 が214人 である ことを考える と、

1日 に120人 も の観 光客 が、細 くて急な 山道を登 って ピナイサ ーラの滝 に行 くことが、 いか に自然 に

負荷 をか けるかが容易 に想像 で きよ う。夏場 の観光 シーズ ン中 だ と、毎 日の よう に100人 を超 える観

光客 が細 い山道を登 り下 りするの で、 林野庁 だ けで はな く、 カヌー業者や観 光 ガイ ドも踏圧 が 自然 に

及 ぼす影響 を懸念 し、 カヌー業 者の間 で ヒナイ川保全利用協定 が締結 された。その内容 は、1業 者1日

2パ ーテ ィまで とし、1パ ーテ ィはガイ ドを含 めて8人 まで とするものである。

4.海 の ゴ ミ

海の ゴミは、漂流 ゴミ と海岸漂着 ゴミ に分 けられるが、 ここでは海 岸漂着 ゴミだ けを議論 するこ とに した

い。

西表 島の家庭 か ら出される ゴミは、 家庭 か ら出 され る時 に分別 され、分別 され た家庭 か らのゴミは竹 富町

が収集 して いる。 しか しなが ら、海岸 に漂着 した海の ゴミ、 すなわち海岸漂着 ゴミは、家庭 か らのゴミで は

な いことか ら、産業廃 棄物 と して区別 され、西表 島に一 カ所設 置され竹富町が管理 している西表 ゴ ミ集積施

設で収集 ・集積 するこ とはない。

海岸 に漂着 する ゴミには、ペ ッ トボ トル、発泡 スチロール、漁網、浮 き球 などの漁具、木材 な ど様 々なも

の があ り(図8a&b)、 それ らは風 と潮 汐 によって海岸 に漂着 する。2008年5月25日 に船浦湾 に面 した1

カ所 の海岸で収集 した ゴミの量 は6,305mで あ った(馬 場他 、2011)。 収集 した ゴミの 中で、ペ ッ トボ トル

の ラベ ルに はバー コー ドが記載 されて いるので、 バー コー ドか らペ ッ トボ トルの生産 国が識別で きる。バー

コー ドか ら国を識別 する と中国、台湾 、大韓民 国、マ レーシア、ベ トナム、イン ドネシア、シ ンガポール、フ ィ

リピン、アラブ首長国連邦、ロシア、そ して 日本 であ り、大部分 は国外 か らのものであ った(馬 場他、前 出)。

以上 のよ うに大量 のゴミが海 岸 に漂着 するが、それ らは産業廃棄物 である ことか ら、住民がボ ランテ ィア

で収集 した と しても、西表 島か ら産業廃棄物処理 施設の ある石垣 島へ の搬 出の費用 は自己負担 となって しま

う。

図8a&b:海 岸漂着 ゴミ a:海 岸 に漂着 したゴミ b:海 岸漂着ゴミを分別収集した袋の多さ
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5.結 論

西表島には様々な環境問題がある。その中で、国の天然記念物に指定されているイリオモテヤマネコにつ

いては環境省の西表野生生物保護センターが保護を担い、同 じく国の天然記念物に指定されている船浦湾の

ニッパヤシ(Nypafrutiｃans)群 落 については林野庁の西表環境保全ふれあいセンターが保護を担当 してい

る。 しかしながら、イ中間川や、それ以外の河川に就航 している船外機付きの観光船や、 ヒナイ川を含めて多

くの河川 に入っているカヌーなど、日常的な環境保全については、観光船運航業者、カヌー業者、沖縄県狩

猟会八重山支部と、各集落の公民館を中心 とした西表島の住民なのである。

もちろん、 日本政府、沖縄県、竹富町が環境保全活動 に資金的な援助を していることは言うまでもない。

しかしながら、それであっても、西表島の環境を保全 し、日常的な保護活動を行 うには十分な資金とは言え

ないし、人的にも不十分なのである。琉球大学も西表に施設のある琉球大学熱帯生物圏研究センター西表研

究施設を中心に、多くの委員会 に委員を送 ったり、国土交通省国土技術政策総合研究所が技術的な支援をし

たり、それ以外の多くの大学や研究機関が学術的なデータの収集やアイデアの提供に協力 しているが、それ

であっても、まだまだやらなければならないことが山積みとなっている。

西表島の住民のほとんどは、西表島の自然、伝統文化を愛 し、日常的に自然の保全と伝統文化の継承に努

力しているが、十分な学術データの収集、資金的なサポー ト、人的なサポー トは十分でないのである。島の

住民だけが自然保護や環境問題解決の担い手ではないのであり、多 くの人たちの人的、資金的な協力、国 ・

沖縄県 ・竹富町、大学 ・研究機関等の支援がなければ、西表島の豊かな自然や伝統的な文化は守れないので

ある。
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地域災害脆弱性の克服に関する地域協働型研究の意義

宮城 豊彦 東北学院大学 教養学部地域構想学科

今回の東日本大震災 は現実的には想定を超えたと言われるが、地域も我々も自治体も言うまでも無 く大規

模な地震と津波を想定 していた中で起きた災害でもある。本プロジェク トは震災前に計画されたものである

が、図らずも巨大地震 と巨大津波の災害実体を踏まえてしか、地域災害脆弱性の克服と地域の永続性を考察

することが出来なくなった。私達には、

今回の震災の経験を踏まえて地に着い

た形での本プロジェク トの遂行を求め

られているということである。

このセ ッション前半の報告は、地域

や自治体からのものである。

七 ケ浜町の花渕浜地区の自主防災組

織からの報告は、自主防災組織の日常

活動や震災時の咄嵯の判断を適確なも

のにして、津波による人的な犠牲を最

小限に留めた事例である。

塩釜市浦戸地区からの報告は、津波襲

来時の住民の適確な行動 とその後の避

難所生活の実際を語 ってくれた。

リアス ・アーク美術館の川島氏(現

在 は神奈川大学常民文化研究所 に所

属)は 、三陸の各地 に残されている津

波石碑の存在実態とその意義について

考察を提示 した。

自治体の行動については、七ヶ浜町、

多賀城市、気仙沼市の3自 治体防災担

当者から報告を得た。それぞれ、七 ヶ

浜町は、漁業集落にルーツを持つ海岸

集落が激 しい津波被害に見舞われたこ

とからの復興について、多賀城市は工

業地域や住宅地など都市型の土地利用

が津波災害 に遭遇 した実際 と避難所 ・

ボランティア活動の実際を、気仙沼市

は全国でも有数の津波防災対策を構築

していた港湾都市が激烈な津波と津波

火災に見舞 われた例を報告 して くれ

た。

更に、本学教養学部の研究者、東京

情報大などの研究者による、それぞれ

専門分野の調査 ・研究報告が7件 寄せ

写真1本 学地域構想学科学生による津波避難時の聞き取り調査

写真2七 ヶ浜町の松ヶ浜地区における津波破壊の惨状

写真3七 ヶ浜町花渕浜地区の一時避難場所 同性寺

難して全員無事生還した。

想定以上の津波を察知し更に高台に避

写真4七 ヶ浜町 菖蒲田浜地区 想定をはるかに超える津波の襲来で避難場所な浸水した。
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られた。これ らの報告 は、何れも今後の展開が期待されるものであった。

国際会議に始まって、各地 ・各分野 ・階層の人々がそれぞれの実際を報告 し合い、そこからそれぞれが、

思い思いにわが身に必要な情報を積み重ねていく機会となったように思う。

災害を克服するには様々なアプローチがあるが、今次のような想定を超える事態に対 しては地域 に生活す

る一人一人に自らの命を保つ行動を取ることが求められる。中央防災会議が示 したレベル2の 津波に対 して

は「減災」という考え方 に立 った行動が求められている。 この減災を達成するために、今 回の災害体験を集

約 し、交換 し、地域に帰っては地域の詳細を理解 し、「発災 に際 しては、地域と個人 とが、想定、避難、回

避の行動を適確 に行い、行政 はこの行動を下支えする」というような地域社会を実現することが求められる

のではないか。

図1あ る町で作成した津波防災と減災を実現することを目指した避難計画と土地利用のルール化案
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宮城県七ヶ浜町花渕浜地区における自主防災組織の行動

鈴木 亨 七ヶ浜町花渕地区自主防災会

はじめに

只今ご紹介いただきました、七 ヶ浜町花渕地区自主防災会の鈴木亨と申します。第2部 最初の発表という

ことで、緊張で足がガタガタになっています。 このような緊張はあの津波以来のことです。今回の震災につ

いて消防庁消防大学校から、私の経験を執筆 してほしいという依頼がありました。資料の中に、想定以上の

津波に対応できた地区の防災マ ップという記事が入っておりますので、それを見ながら私の話を聞いて戴い

ても結構です。

花渕浜地区の自主防災組織と活動

それでは本題の七 ヶ浜町花渕地区における自主防災組織の行動について報告 します。花渕地区の自主防災

会は7年 程前に、宮城先生と学生の方々の協力を得て発足 しました。災害が発生 したときに一番に守 らなけ

ればならないものが、 自分の命です。言い換えれば、花渕地区民の一人一人の命です。花渕地区は人口1千

人前後の小さなエリアですが、自分の命を守るために、何ヶ所か一時避難場所をつくろうではないかという

ことが、花渕地区自主防災会発足の趣 旨で した。

災害では、発生か ら24時 間が経過 した時点で、助かる人 と助からない人が完全に区分 けされると思 うの

です。助かった人は行政からのケアを受けられる。ただ、花渕地区は高齢者が非常に多い地域です。高齢者

でも5分10分 で確実に避難でき、本当に初期段階の命を守る、いっときの場所を12ケ 所設 けましょうとい

うことで、自主防災会の発足からどんどん話が進んでいきました。

具体的には、その12ケ 所の一時避難場所を記載 した防災マップというものを作 りま した。私が作 ったと

いうふうに偉そうに言 っておりますが、実際は私が作ったのではなく、先程お話 ししていただいたホス ト役

の宮城先生の力をお借 りして、そこに我々の意見をどんどん取 り入れていただいて、作っていただいた防災

マ ップがこれです。

例え ば、ここに同性寺 と鈴

木茂宅 とありますが、 これは

直線距離で200m300m位 の

距離 です。 も っとあるかな。

その位のエ リアです。お年寄

りが乳母車 を押 しなが ら、自

分の責任 で自主避難場所 に避

難 しようとした場合、間違 い

な く、100mの 距離 でも5分

以上 はかかります。 この こと

については今回の震災で立証

されています。災害時、 自分

の命 は自分 で守ると。健常者

でな くても、確実 に避難 でき

るだろうということで、 この
図1七 ヶ浜町花渕浜地区の自主防災組織と東北学院大学地域構想学科の共同制作の防災マップ
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ような地図をつくりました。

地図を作 っただけでは何の意味もない

ので、実際に避難訓練を しました。年1回 、

毎年10月 頃、全花渕地区を対象 にした避

難訓練を実施 しています。その際、ただ

避難訓練をするだけでなく、避難 の途 中

に気づいたことや、どんな危険があった

かな ど、そういった意見交換会を してい

ます。

その意見交換会の中で、宮城県沖地震

によって発生 した津波の場合3.3mと い

う浸水被害想定 で一時避難場所 を12か

所作 ったが、想定 していない事態が発生

したときにはどうするのかということも、

我々 自主防災会の事務局 と地域の責任者

図2花 渕 浜地 区の防災訓 練は年に1回 。一軒一軒 を対象 に した 「お らいの防災マ ップ」

を配布、 その後 震災直前(2か 月前)に 図1の マ ップをラミネー ト加工 して全戸配布。

同士で実際に議論を していました。そのことが今回の震災に役立ったのかなと感 じております。花渕地区全

体の避難訓練は年1回 ですが、自主防災会の会議は年 に6回 ほど行っております。

話を戻 しますが、スライ ドにもあるように、花渕地区内の12カ 所の一時避難場所を我々住民が作りました。

地図は宮城先生に作 っていただきましたが、場所の指定は我々地域の人たちが、「ここがいい、ここがいい。」

ということで選定させていただきま した。当然、その地域のここまで逃げれば大丈夫だとか、その場所まで

の距離や地形 といったものは全て地域の人たちが知り尽くしているわけです。

避難所を設定する上で、資料 に名簿がなくても、安否確認が可能な小世帯単位での設定と書いてあります

が、要は自分が逃げて安全な場所 に避難 したら、次に私の隣の家の、あのおばあさんはどうだったとか、周

囲の人の安否確認をしなくてはいけません。その場合に名簿がなくても、皆隣近所の人の顔を知っておりま

すので、あの人がどうした、この人がどうしたという風に、そこに集まった人だけで分かる。そういう事が

可能な範囲の地区に小分けにした避難場所になっていたということです。

次に、孤立 しても確実に命が助かる場所、についてですが、これが最大の目的です。先ほど、想定を超え

た場合どうするか、話 し合っていたと申しましたが、それについては、最終的には自己判断です。自分の責

イ壬において、最終的には避難 してくださいということになっていました。

今回一時避難所 に指定 していた12ケ 所の内、津波をかぶった指定避難場所は3ケ 所あ ります。1ケ 所が

小塚の高台です。この高台は3.3mま での対応となっています。次に同性寺です。私もここに避難 しました。

3カ 所目が、長運丸の駐車場です。ここも水没 しました。

これはとても自慢 したいのですが、今回の震災で、花渕地区の指定避難場所からは1人 も犠牲者が出ませ

んで した。12ケ 所のうち、3ケ 所水没 したということは確率では4分 の1な のにも関わらず、です。

私が皆さんに伝えたいことは、我々は想定にこだわった、頭の固い考えで避難訓練を してきたのではない

ということです。

例えば、指定避難所を設けた場所でも、イン ド洋大津波のような、10mの 津波が来たらどうするのか、

避難所を設 けていても危険な場面があるということを認識 しながら避難訓練を実施 し、自主防災会の会議で
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写真1吉 田花渕漁港に打ち上げられた漁船とボキンと折れた電柱

写真2花 渕浜いっとき避難場所「長運丸の広場」まで津波が押し寄せた。津波

はたとえ数十センチでも大量の瓦礫と襲来するので、其処は瓦礫で埋まり歩け

な くな る。
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そ の状 況を見て 「本 当 に上 に上 がってよか ったな」と思 いま した。 同性 寺の住職 と 「亨 さんのあの一言がな

かった ら、間違 いな く」24～25人 、女性、赤 ちゃん、それか らお年寄 りはマ イク ロバ スに乗 っていま したので、

「波 のカでバスが引 っくり返 って水没 したな」ということを話 して、本 当 にす ごい ことを したのだな という印

象 を受 けま した。

当日は、皆 さんも御存 じの通 り、も のすごい雪で、 とても寒 く感 じた時間 で した。

震災後の行動

最後に1つ だけ皆さんにお話 しします。

私の活躍は、活躍と自分で言うのも少 しおかしいのですが、それだけではありません。震災の次の日から

自主防災会活動が実際に動いていることです。

当時、ライフラインが全て切れた中で、何が大事だったか。避難 所から私が戻 って、これまでやってきた

自主防災会の活動を現実にしましょうと、みんなに声をかけ合って、最初に道路を封鎖しました。道路を封

鎖 したのは、消防団や消防署の車両が自由に入れるように、活動に支障のないように、一般の車の通行を止

めました。このような権限はないのですが、大災害時には自主防災会が主導 しないと混乱するので、この指

示を出しました。

さらに行政から届いた救援物資を在宅被災者に対 して万遍なく配布 し、自主防災会本部に取りに来て戴き

ました。こういった一連の活動ができた、花渕地区の自主防災会活動というのは、本当に地域の現状に合っ

た、現実味のある活動だと思っています。

今回の会議の話は、仙台放送さんとお話させていただいて実現 しました。 こういう会議があってこうです

よと。花渕地区の自主防災会の活動の実態を、世間に知 らせてほしいと。そうすることで、花渕地区以外にも、

災害に強い防災組織ができるのではないかと。

我々が持っている知識を、世の中の人のためになるように広めてこそ初めて、皆さんから素晴らしい組織

だと認めていただけるのだと思っております。

ご静聴ありがとうございました。
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塩釜市浦戸野々島における被災状況と震災対応

西川 信男 野々島区行政副区長

遠藤 勝 遠藤マリンサービス代表

西川 信男 氏

私 どもは松島湾に浮かぶ島の一つ、塩釜市の浦戸野々島

というところか ら参 りました。まず浦戸を簡単 に説明 しま

す。浦戸は昭和25年 に塩釜市 と合併 した島々で、松島湾 に

浮かぶ260余 りある島々の中央部 に位置 します。有人島は

野々島、寒風沢、朴島、桂 島と石浜地区の4島5地 区か ら

なり、平穏で穏やか、風光明媚な島 といわれ、特別名勝松

島にも指定されています。主な産業は、昭和25年 当時は種

力キの生産 とカキの生産、農業 とでした。特にその頃種力

キはフランスやアメリカに輸出が盛んなときで したが、そ

の頃種 力キの大量死滅があって、代わって海苔養殖が始 ま

りました。その海苔養殖が産業の中心 とな り、浦戸地区全

体が、浦戸の言葉でいいます と、猫も杓子も海苔 に就いた

という状況にな りま した。その後昭和40年 代後半から海苔

の大量生産時代 に入り、生活も豊かになり、海苔御殿 とい

われるほどの建設ブームにもな りました。反面、その頃か

ら高齢者や若者の海苔養殖離れが始まり、漁業 に就 く若者

が減少 し、人口が継続 し、一昨年の災害前で238世 帯、約

580人 となりまして、昭和25年 と比べると世帯数で70世 帯、

人口で1,200人 が減少 した過疎の島となりました。

野々島は浦戸地区の中心に位置 し、市役所支所や診療所、

中学校などの公共施設がございます。震災前世帯数は50世

帯、人口100人 余 り。高齢者率は60%以 上を超 えま して、

漁業者も65歳 以上の方々が主体となっています。

過去の主な災害を報告 します。昭和35年 のチリ地震津波

では、野々島の流出家屋2世 帯。床上浸水5世 帯で、水産

物被害はカキ養殖棚が全滅、水田はほとんど冠水 しました。

写 真1浦 戸諸島 野々島の津波被災前

左 上.ツ バキ の トンネル、右上:定 置網 のスズキ漁、左 中:内

海のア マモ、 右中:避 難 路 に使 われた古 い道、1:袖 崎、2:五

升 ボラ(船 の トンネル)、3'海 食地 形、4:内 海でのカ ヌー、5:

犬 島、6:野 々 島内海の島々 が織 りな す奥 行き、7:松 島凝灰岩

に掘 られたボラ

昭和53年 の宮城県沖地震では半壊家屋が5～6軒 、小学生1名 が死亡 しました。平成22年 の2月 のチリ津

波では津波警報が発令、地区は災害時避難マニュアルに従って全員が一時2ヶ 所の一時避難場所に避難 し、

半 日程度の避難生活を送 りました。このことが今回の3月11日 の避難の際の参考 になったと考えています。

今回の大震災では野々島でも地域全体が壊滅的な被害を受けました。今回も消防団員を中心として、地区

の役員と連携を取 りながら、高齢者、一人暮らしの方々を避難誘導 して、全員ケガもなく、避難 し安全確認

することができました。一時避難 した後避難 場所である中学校に徒歩で避難 しました。一時避難場所の熊

野神社から見た光景は、津波で流されていく家屋や押 し寄せて くるガレキに直面すると、何事が起きたのか、

夢を見ているような気がしてなりませんでした。津波の恐さは考えられなく、ただ呆然とする状況でした。

数日経って、 自分の行動を省みると、地震か ら津波が襲来するまで約1時 間余 りありましたが、その半分

くらいが記憶 に無いのです。自分 としては冷静に行動 したつもりで したが、津波の恐怖を改めて感 じさせら
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れました。

私の町内では、避難所生活では行政のカを借りず、地元民のみで運営 しました。約2カ 月、ほとんど地域

全員が約2カ 月間の避難所の生活を送っております。行政やボランテ ィア団体などからは避難所の運営の協

力を したいという申し入れがありましたけども、全員が隣近所 とのつながりの中で生活 してございますので、

失礼ですが、他人様が入って、周 りの高齢者とかそういう方々が気を遣われると大変困りますので、我々が

中心となって避難所を運営しておりました。

避難所生活で私 どもが心に置いたことは、長期の共同生活になるということです。 これは電気 ・水道、 ト

イ レの復1日に相当な時間を要すると予想されました。離島ですから、水道や電話も海底ケーブルです。電気

は東松島から来ていますが、東松島は壊滅 したという状況で、回復には相当の日数を要 し、長期の共同生活

になることを覚悟 しました。

避難所では色々な共同作業をしま したが、離島が故 にいろんな問題を抱えていました。車両が無い、ガレ

キ撤去などに使用する機械類は全 くありません。島の主要道路が集落の入り口で3m程 も深堀され、寸断

されました。道も使えず、重機もないまま自宅にも戻れず、

働けるものは老いも若きも全員で、道路 に山積するガ レキ

の撤去などを始めました。20～30人 が10日 ほどかかりま

した。 さらに島ですか ら船が交通 ・連絡 の手段です。 とこ

ろが海面 にも海底 にもガ レキ等が溢れ、浮き桟橋の連絡協

も壊れ、船も接岸できない状況で、 これも皆で船を出し合

いガ レキ撤去を行 っていました。連絡橋 は漂着材で応急修

理 し、現在もそのままです。島での復旧は、頼る相手も無

いまま、手探 りで島民だけで始められた訳です。

学校が避難所 と言うことで、他の地域よりも恵まれたよう

な状況もありました。震災当日は約80名 の住民がいました。

学校 に避難 したとき、自分たちは冷静であっても、ただ呆

然 として、何もする気があ りません。食事の準備の時間に

な っても、そういうような状況 じゃなかった。そのような

ときに、先生方がたまたまおり、食事の提供を していただ

いたことな ど、若干 は他所様 よりも優遇されたような避難

所生活で したので、快適 に生活ができたのかなと思います。

避難所生活の中で、我々は和 という言葉、やはり地域の和

というものを約2カ 月間、大事にしたのかなと思います。以

上がちょっと主題 と若干違うのかどうかわか りませんけど

も、そういう状況なので失礼させていただきます。

野

写真2野 々島の津波襲来か ら翌 日の様子

1:津 波襲来初期、2:津 波襲来、3:津 波襲来の最大時、4:津 波

翌朝の港、5:津 波翌朝の集落、6:島 の墓地 が大 きく地割 れ、7:

水が 引き始 めても 大量 のガ レキが残 る、8:避 難所 の様子、9:

破壊され た寒 風沢集落、10:数 日後の様子 道 が深 く掘 られ て

大きな池が出現
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遠藤 勝 氏

皆さんこんにちは。海を渡 ってきました。私からは一人

の消防団員 として、当時地元を襲 った津波の話を、体験 し

た話を少 しだけ、反省点も含めてお話 しさせていただきま

す。

地震当日、本当に穏やかな日で した。私は自営業ですから、

自宅すぐ隣の作業場で溶接作業を していま した。突然の大

きな揺れ、そ してちょっと遅れて携帯電話か ら警報が鳴 り

ま した。外を見れ ば、倒れん ばか りの電柱や隣近所の家の

ドアが吹っ飛んできましたね。

海のほうを見たときには本当なのか と思うくらい、広々

とした岸壁が大きく波打 って、そ して茶色とも黒 とも言い

ようがない泥水が、あれが液状化というので しょうか。そ

れが一面に、もう本当に海 に近いような感 じで、周 り一面

が水でいっぱいになっていました。 ところによっては噴水

のように真 っ黒い水が噴き出 したところもあ って、 ああ、

これがやっぱり今 まで何度も聞かされていた宮城県沖地震

なのかなということを、本当に直感として思いました。

強くて長い揺れが治まってから、消防団員として、身の安

全や家族の安全を確認 した上で、消防詰め所 に向かうとい

うのが決まりになっていますので、そこで私 はもう長靴と、

多分合羽も持 って出た と思います。多分その下が水でいっ

ぱいだったということと、雪がちらちらと降ってきたので、

多分長丁場に備 えてそういった対応を取 ったのかな と思っ

ております。

写真3全 て を住民 だけで復 旧作業 を始 めた頃

1:避 難所 の生活、2、3:住 民 自力の復旧作業、4:海 のガ レキ

処理 、5:電 線 付着 した草 が津波 の高 さを示 す、6:外 洋側 の防

波堤 は大 きく破 壊、7:ガ レキが集 落 に殺到、8:集 落 の大半が

流失、9:屋 敷の一部が残 った、10:流 失を免れた 自宅 に大量の

ガ レキが押 し寄せ た。

地元の消防団員、野々島においては定員が13名 ですが、

普段、島に残っている団員 は3・4名 です。 というのは、島の外で働 く会社員の方が多 く、地元にはいない

という島の現状があります。 しか し、そこは島の良さであって、いざこういった災害があったときには、消

防団員だけではなく、島にいる人たちで協力 し合うというのが、島のカです。

まず、みんなで行動 しようと取り決めまして、それで最初に、津波に対する防潮堤のその鉄の大きな門扉

を閉めることから始めました。

次 に行 ったのが、倒壊建物などによる犠牲者がいないかなどの確認、安否確認です。その後は早急に高台

への避難や誘導を始めました。今、落ち着いて考えてみれば、野々島において犠牲者がいなかったという点

には 多くの要因があったような気が します。

1つ 目は、あれだけの揺れにも関わらず、倒壊 した建物がなかったということです。転倒によるけが人等

もいなかった。加えて、寝たきりの老人や子どももいなかったということも挙げられます。

2つ 目は津波が到達するまでの時間が、1時 間ちょっとあったことも大きな要因かなと思っております。
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3つ 目は、1年 前のチ リ地震津波の警報が鳴 ったときに、

ちょうど地元の部落の総会がありま して、そのときたまた

まみんなで中学校に、夜の9時 半近 くまで避難 したという

経験が、今回の震災時にスムーズに誘導を促すことができ

た要因かなと思 っております。

様々な面で、良いことが重なったと思うのですが、私と

しては反省すべ き点が多 くあります。その一つが、あれだ

けの揺れで、津波が来ると心の中ではわかっていても、本

当に来るのだろうか、来るとしたらどんな感 じで来るのだ

ろうか、などという安易な考 えを持ちながら行動 していた

自分があった ということです。その件 に関 して{よ 本当に

自分の認識の甘 さとか、危機感 というものの足 りなさ、そ

ういったものを反省 しております。

今回、私も後ろ10mく らいのところを波とガレキに追わ

れながら高台へ逃げま した。私は地元の人間だけが知 って

いる細道 というものは全部知 り尽 くしていたので、運がよ

かったのだろうと思います。ただ、それが夏場の観光シー

ズン、春か ら秋までで しょうか、観光客が多く来ている中

で震災が発生 していたら、果たしてどうだったのだろうか、

ということも考えるところであります。

とにかく、私 にしろ、島民 にしろ、今 こうや って命があ

るということは、本当にありがたいことです。 この震災で

多くの方が亡くなっています。亡くなられた人のためにも、

助かった命を無駄にせず、 こういった経験を生か し、知恵

を出 し合 って、今後のために役立てるような生き方を、こ

れからも していければならないと思っております。

このような場で私の当時の体験談などを して、申し訳あ

りませんが、や はりこれから皆さんと共 に、一人一人が危

機感というものを持 って生きていけたらいいなと思います。

野々島からは以上です。ありがとうございました。

地域災害と環境脆弱性の克服

写真4復 旧作業 の本格化 と島々 の崩壊

1:住 民 自力の ガ レキ処理 が続 く、2:自 衛 隊によるお風 呂支援、

3:同 救援 物資供給、4:塩 竃市 営汽船航 路も寸断 され困難 な運

航 を余儀 な くされ た、5:寒 風沢 集落 は地震時 に崩 壊が頻発(矢

印部)、1時 間後 に津波 が襲来、6:浦 戸諸 島 に集 中的 に発生 し

た斜面崩壊の分布
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七ヶ浜町の震災対応と復興のあり方

佐藤 浩明 七ヶ浜町総務課

荻野 繁樹 七ヶ浜町政策課

佐藤 浩明 氏

七ヶ浜町の防災対策室佐藤と申します。私は役場職員 という立場で今回の震災対応を説明 したいと思いま

す。七ヶ浜の被害状況 と震災対応 について説明 します。

被災状況

七 ヶ浜 町の震度 は5強 で した。津 波の到 達 時刻が 午後3時51分 、 約65分 後 です。津波 の最大 浸水高 は

12.1mで す。 この会場ホ ール の天井 は8mか ら10mほ どの高さだ と思 いますが、 これよ り高 い津波が来た

ことにな ります。 津波の浸水 は町面積 の31.7%、 町 の水 田はすべ て壊滅 しま した。人的被害で すが、町内外

で の死 者行方不 明の方 は96名 、内消防 団員2名 を含み、 この中 には役場 職員1人 も含 まれ ます。 年齢別死

亡者数 は町民 の方91人 で集計 し、50代 以上 が73人 で80.2%で した。 また男性47人 、女性44人 で した。

建 物 の被害 は全 壊672世 帯、半 壊 も含 めれ ば1,303世 帯 に上 る。 これ は町全体 の約20%、 人口 でも約

20%に 相 当 します。 町の避難所 数 は最 大36ヶ 所。 ちなみ に避難 所 は6月20日 に閉鎖 してお ります。避難

者数 は3月14日 時点で最大6,143人 。町民 の約30%が 避難 しま した。 津波被災者だ けでみる避難者数 は約

半分 の3千 人程度 です。

さて、インフラの回復 状況ですが、電気の 回復 は比較 的早 く、3月14日 ごろか ら徐々 に、水道 ・都市 ガス ・

電話等 は1カ 月以上かか りま した。 電話 はNTTの すべての基地局が流 され、3-4カ 月後の 回復で した。

仮設住宅 は6月18日 、約3カ 月後 に全入居 を完 了 して お ります。町内7カ 所 で総戸数 が421戸 、実際 の

入居戸数 は414戸 、入居者数 が1,246人 。 民間賃貸住宅 は、218世 帯764人 とい う状況です。

震災対応

震災発生直後の町からの指示ですが、まず防災行政無線 による住民への避難指示です。これは大津波警報

により、即座に避難指示を出 しました。他 に消防団へは水門閉鎖と住民の避難誘導を指示 しました。役場職

員は、被害状況、避難状況の把握、避難所担当課及び備蓄食料 ・毛布等の準備、配送の指示を行いま した。

通信も含めて全てのライフラインが不通で したので、連絡方法は唯一宮城県災害対策本部 との地域衛星ネ ッ

トワークの電話、俗にいう防災電話と防災FAXの みが利用可能で町と県とのラインだけが繋がった状況で

した。なお、役場庁舎内は自家発電装置で一部の電力を確保できました。

給水活動やガレキ撤去 については、3月12日 から活動が始まっております。

災害ボランテ ィアセ ンターが社会福祉協議会で開設されま したが、 こちらは3月13日 に開設 しまして、

現在も継続中でございます。

町は、在宅避難者へも自主防災会本部を通 し食料配布を致 しました。七 ヶ浜町には全部で20の 自主防災会

があります。そちらを通 して在宅避難者への食料配布ということをお願いし、自主防災会の連絡員へのガソ

リン支援も行いました。

同時に住宅被害調査 ・罹災証明書発行 ・遺失物管理 ・仮設住宅着工など多岐にわたる仕事が発生 しました

が、予想 していなかったものは、遺失物の管理でした。地震だけでしたら起きない事象なのかなと思います

が、今回の震災は津波の発生があったので、写真やアルバムなどの拾得物や遺失物が大量に役場に持ち込ま

れ、余 りに膨大で保管場所に困り、ビニールハウス3基 をサ ッカースタジアムの中に保管場所を設置 しました。

最後に、震災直後から避難所閉鎖までの状況と対応の流れを簡単にまとめてみます。
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地域災害と環境脆弱性の克服

七ヶ浜町の震災対応

【地震津波の概要】

発生日時

本町の震度

津波到達時刻

津波浸水高

津波浸水面積

平成23年3月11日(金)午 後2時46分

震度5強(栗 原市震度7)

第1波 観測 午後3時51分

12.1m(東 北地方太平洋沖地震津波合同調査グ

ループ速報値)

約4.2km(町 面積の31.7%)

【人 的被 害状況】(平成24年1月11日 現在)

町内で亡くなられた町民の方59人

町外で亡くなられた町民の方32人

行方不明者5人

合 計96人(消 防団員2人 含む)

【建物被 害状況】(平成24年1月1日 現在)

全 壊

大規模半壊

半 壊

合 計

672世 帯(z,259人)

234世 帯(786人)

397世 帯(1,250人)

1,303世 帯(4,295人)

【避難状況 】(津波被災者及びlx火 災に伴う避難者)

避難所数 最大36箇 所(6月20日 閉鎖)

避難者数 最大6,143人(3月14日)

【インフラの回復状況】

弔 た=e巳 ヌL

水 道

都 市 ガ ス

電 話

3月14日 か ら徐々に回復

4月 上旬から徐々に回復

4月 中旬から徐々に回復

4月14日 か ら徐々に回復

【仮設住宅等の入居状況】

仮設住宅(6月18日 全入居完了)

町内7箇 所 総戸数421戸 実入居戸数414戸

入居者数1,246人

民間賃貸住宅218世 帯764人

【震災発生後の指示】

●防災行政無線による住民への避難指示

●消防団への水門閉鎖及び住民の避難誘導指示

●職員への被害状況 ・避難状況把握指示

●職員への避難所担当課及び備蓄食料 ・毛布等の準備、配送指示

【ライフラインの状況】

●電気、ガス、水道、電話、携帯電話、FAX、 イ ンターネット、

メール全て不通

●連絡方法は、唯一宮城県災害対策本部への地域衛星ネットワー

ク の電話(防 災電話)とFAX(防 災FAX)の みが利用可能な状況

●役場庁舎内は一部自家発電装置で電力確保

【震災発生後の対応】

●安否不明者の確認、救助捜索、遺体搬送、孤立避難者の救出(自

衛隊、警察、消防署、消防団等と連携)

●安否不明者リス ト、死亡者リス トの作成 ・更新(3月11日 ～)

●避難所開設、運営、食料調達(3月11日 ～6月20日 まで)

●備蓄食料 ・毛布配布、備蓄簡易 トイレ配布(3月11日)

● 宮城県への物資、食料等依頼(3月11日 ～)

●物資搬入 ・搬出管理(3月12日 ～)

●給水活動(3月12日 ～)

●ガレキ撤去(3月12日 ～)

●避難所への仮設 トイレ設置(3月13日 ～)

●ガソリン等の燃料調達(調 達困難期間は約1カ 月)

●保健師や医療団による避難所巡回、保健活動(3月12日 ～)

●災害ボランティアセンター開設(社 会福祉協議会で3月13日 ～)

●避難者世帯カー ド作成、更新(3月16日 ～)

●在宅避難者へ自主防災会本部を通し食料配布、自主防災会連絡

員へのガソリン支援(5月 上旬まで)

●住宅被害調査(3月 下旬～)罹 災証明書発行(4月18日 ～)

●遺失物管理(3月 下旬～)

●仮設住宅着工(3月28日 ～)

●被災届出証明書発行(4月3日 ～)

●総合相談窓口開設(4月18日 ～)

(生活再建支援制度、住宅の応急修理、仮設住宅入居等の各種

申請受付)

【震災直後から避難所閉鎖までの状況と対応】

●一時6千 人を超える避難者

津波で被災した多くの避難者とlXの 火災による避難者で、一時6千

人を超える避難者が発生

●時間との戦い

水 ・食料・毛布、ガソリン等の燃料確保、安否不明者と避難者の把握、

人命救助 ・捜索など、まさに時間との戦い

●日替わりで変化するニーズや課題への対応

食事を含む避難所の運営、給水、入浴、在宅避難者への支援や遺失物

の問題など、日替わりでニーズや課題が変化し、それらへの対応

●避難所の集約

4月 上旬までに水道・電気・ガスが概ね復旧したことから、自宅に戻

る避難者が増え、4月15日 には、避難所を生涯学習センターと七ヶ

浜国際村の2箇 所に集約

●総合相談窓口の開設

4月18日 には総合相談窓口を開設し、生活再建支援制度の各種申請

や住宅の応急修理、仮設住宅の入居申請などの受付を開始

●避難所閉鎖

避難者全員が6月18日 までに仮設住宅や民間賃貸住宅に入居できた

ことから残り2箇 所の避難所閉鎖

●6月26日 「東日本大震災七ヶ浜町合同慰霊祭」実施
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まず、地震直後に襲ってきた津波に対 してはもう時間との戦いでした。そ して一時6千 人を超える避難者

の発生。あれも しなくちゃいけない、これもしなくちゃいけない、というような状況でございました。その

後少 し落ち着きますと、今度は日ごとに変化するニーズや課題への対応 ということで、もうあれもやってく

れ、これもやってくれ というような、避難所の避難者や在宅避難者からの要望などが数多 く発生 しました。

その要望にどうやって対応 していくかということを考えるのが本当に大変だったなと思っております。

一 ヶ月ほどして落ち着いてきますと、今度は収束に向けて行動 していかなければなりませんでした。4月 上旬

に水道 ・電気 ・ガスが概ね復1日し、自宅に戻る避難者が増え、4月15日 には避難所を生涯学習センターと七ヶ

浜国際村の2ケ 所に集約できました。その後、他県の職員の助けも得て、窓口開設にこぎつけることができました。

最後に避難所の閉鎖です。6月18日 、震災の約3カ 月後に仮設住宅や民間賃貸住宅に被災 した全員が入

居できました。更 に6月26日 に、東 日本大震災七 ヶ浜町合同慰霊祭を実施 しまして、震災対応の1つ の区

切りを迎えたという流れでした。ありがとうございました。

荻野繁樹 氏

只今、佐藤から震災の話がありましたが、私からは七ヶ浜の復興に向けた思いを紹介 したいと思います。

宮城先生 とは20年 来の付き合いがあります。869年 の貞観地震の際に海底に沈んだという遺跡が七 ヶ浜町

の沖合 にあるのですが、その遺跡 に興味が湧いて、先生とお会いしたというのが始 まりです。当時先生が

30代 後半、私が20代 後半で、共通の趣味のカヤックで楽 しんだ仲でございました。3・11の 震災によって、

町土の3分 の1が 浸水 し、混乱だったり、喪失だったり、不安だったり、将来のまちはどうなるのか、とい

う不安ばかりでしたが、復1日に向けて少 しずつ、冷静さや勇気などを取り戻 しました。東北学院大学のボラ

ンティアの方にも駆 けつけていただきました。全国各地、世界各地からも支援いただき、今は復興に向けて、

町民が決意を強固にしています。

復興への5つ の重点施策

第1に 、「自然と共存するねばり強いハザー ド」、数十年、百数十年規模で発生する津波を レベル1と 言い

ます。過去の例で言えば1611年 の慶長三陸、1896年 の明治三陸などです。それに対 して防潮堤や堤防な

どを築いて、ハー ド面で町民の生命を、財産を守る。そ して今回のような、最大級の津波、数百年から千年

単位のもの。これはハー ドで抑え込むのは難しいということで、高台 に居住を移すとか、まずは避難をする

ことを軸 に防災と減災で人命を確保することを考えております。

第2に 、「町の文化を継承する美 しい景観や町並み」です。七ヶ浜の景観や街並みは非常に美しく豊かです。

これらを護り、

第3に 「未来につながる子どもたちの豊かな環境」子供たちにとって夢のある復興にしたいと思っています。

第4に 「地域コミュニティの再生と展開」も基本軸だと考えております。

第5に 、「町の特徴を活かした産業の活性化」端的には基幹産業である水産業の復興です。例えば海苔に使

ういかだは全滅、船は半減 しました。ただ、船の半分は残 っていますので、それを用いて早期に水産業を復

興 し、雇用の安定確保を考えております。

被災された方が非常に多いので、「住宅再建」を最優先の課題に挙げております。例えば、国の復興交付金

事業である防災集団移転促進事業です。例えば現地再建とか、別な場所に自ら再建とか、高台に移転するとか、
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災害公営住宅に入居するとかを選んでいくことになります。こ

れらの制度を最大限に利用するということです。

住宅再建説明会が始まりましたが、費用負担 についても七ヶ

浜町の場合は非常に具体的で、例えば高台移転の場合、872万

円負担すると25年 ローンで、年間の負担 は35万 円ぐらい。月々

の負担は3万 円ほどで済みますよ、という風な話をさせていた

だいております。

第4の 地域 コミュニティの再生 に展開 して、「地域主体のま

ちづくり」です。地域に誇 りを感 じ、この地域に住み続 けたい、

ここで子育てを したいだとか、そういった思いや願いを大切に

したいと思っております。魅力あるまちづ くりを地域主体で行

うことが 「郷土愛」につなが り、それが、町全体 が発展 する原

動力になると思っています。そのために「コミュニティを小さ

な単位」で考えております。例えば町の真ん中に災害公営住宅

を合理的に固めるというような防災集団移転は考えておりませ

ん。地域特性を踏まえた、自然・自然災害との共存できるコミュ

ニティの構築を目指 します。今回の津波のような災害は完全 に

防ぐことは難 しいと思っております。 自然災害と共存 していく

覚悟が必要なのかなと思っています。

復興への姿勢

これか ら復興の営みが始 まりますが、単に地域を再生するだ

けでなく、以前 より魅力ある七 ヶ浜にしたいのです。「七 ヶ浜

らしい、確かな復興へ」産学官民協働で復興を進めていきます。

例えば、防災 ・減災であれば、産学連携で リスクを正 しく研究

していただき、その評価誤差など、不確実性を減らす工夫も行

う。 この成果を官と民が信頼 して、防災や減災につなげる。そ

ういったことを確実に計画 ・行動 していく。 これも七 ヶ浜町の

復興のテーマにしております。

最後 に資料 に記載の通 り、七ヶ浜のウェブサイ トで復興計画

書のダウンロー ドができます。本当は時間があれば、計画書や

まちづくりの意見交換会の資料などもご覧いただきたかったの

ですが、省略させていただきます。宮城先生 には計画の策定の

段階から非常にお世話 になっております。鈴木亨さんの話にも

ありましたが、先生のおかげで非常に多くの人命が救われまし

た。感謝 しております。 この場を借 りまして、お礼を申し上げ

たいと思います。

地域災害と環境脆弱性の克服

七ヶ浜町の復興への取り組み

「うみ ・ひ と ・まち」 七 ヶ浜

● 「海」と共に生き、潤いある暮らしを続けてきた

「七つの浜」の人々

● まちづくりを象徴する言葉 「うみ・ひと・まち」。

「うみ 」一 自然 と の調 和 「ひ と」・・人 間 ら し く生 き

る 「まち 」・・快 適 で住 みや す

「喪失から復興へ向けた決意へ」

●3.11東 日本大震災。町土の3分 の1が 浸水

● 被災後 … ・混乱 ・喪失 ・不安。将来のまちは?

● 復 旧… ・冷静 ・勇気を取 り戻す

● 復 興 … 「う み ・ひ と ・ま ち」を誓 っ て 、決

意を強固

5つ の復興重点施策

1.自 然 と共存するねばり強いハザー ド

2.町 の文化を継承する美しい景観や町並み

3.未 来につながる子供たちの豊かな環境

4.地 域コミュニティーの再生と展開

5.本 町の特徴を生かした産業の活性化

「住宅再建を最優先課題に」

●防災集団移転促進事業を基本。個人の思いを尊重

(a)現 地再建(b)別 の場所に自ら再建

(c)高台居住拠点に移転(d)災 害公営住宅に入居

●制度を最大限活用

(a)従前宅地の買い取 り(b)宅 地 嵩上げ助成

(c)住宅 ローン利子補助(c)生 活再建支援金

●再建費用負担を早期に、具体的に提示

「地域主体のまちづくりに」

● 「地域に誇りを感じる」「この地域に住み続けた

い」「この地域で子育てをしたい」という思い、願

い 。

●更に魅力あるまちづくり→地域主体のまちつく

り→ 地域への「郷土愛」→ 町全体が発展する原

動力

●コミュニティー単位に、防災集団移転地、災害公

営住宅、公民分館などを集約。地域基本に計画

「七ヶ浜 らしい復興を目指 して」

● 「自然との共存」一 ・災害に向き合う覚悟

● 「自然 と の共 生 」 一 ・光 、 風 、 音 、 香 りを 感 じ

て生活

● 「住み続ける思い」一 ・更に魅力あるまちに

● 「七ヶ浜らしい、確かな復興へ」・一 産学官民

協働

「七 ヶ浜町震災復興計画 前期基本計画」:七 ヶ浜 町Website

よりダウンロー ド

「復興 まちづ くり意見交換会」:講演時使用
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多賀城市における都市型防災対策と震災対応

澁谷 大司 多賀城市市民課、熊谷 信太郎 多賀城市復興推進局

被災状況

多賀城市の澁谷 と申 します。実は、去年の3

月31日 でめでたく退職するところだったのです

が、残念ながら7月 頃まで災害対策本部 におり

ま して、 この関係で今日はお話 しさせていただ

きます。

多賀城市の震度は5強 で した。津波の高さは、

最大で4m程 です。仙台港は仙台市 に含 まれま

すので、港ではも っと高 いと思います。浸水面

積 はおよそ662haで 、市域の約3分 の1が 浸水

しました。実際に浸水 した区域で、砂押川では

図1多 賀城市の浸水域と想定浸水域の比較

河口から5km上 流まで船が押 し上げられました。 これは869年 の貞観の津波が発生 したときのものと見ら

れる堆積物の痕跡があったところの少し上流です。これを見ると今回の津波は、貞観の津波 と同じような津

波なのかなと頷けると思います。

市内での死者数は188人 、市内と市外の人が半々でした。被害世帯は、津波地区と地震地区、砂押川の南

北を合わせ約11,000世 帯 に上り、大体市内の45%程 の世帯に被害があったことになります。

災害ガ レキの量が60万 トンと膨大で、現時点で処理量37万t程 です。水に浸かった車など被災車両は、

12月 末時点で5千 台近 くを処理、会社関係が処理 したものも含めれば1万 台程 に上ると思います。家屋解

体の受付件数は、現在1,500件 ぐらいで、処理済み戸数は3害1」程度に留まっています。ガレキを処理する場

所が限 られ、処理が遅れ

ています。

避難の状況です。避難

者は3月15日 時点で1万

人を超 していま した。当

時31ケ 所 の避難 場所が

あったのですが、その後

10、4、1ケ 所 と順次集

約 し、9月30日 に全避難

所 を閉鎖 に至 りま した。

多賀城市の小中学校は23

年3月 までに耐震工事 が

完了していたので避難所

として活用できました。

写真1多 賀城市の津波被災状況と避難所、復興作業など

1:桜 木 地区の道路か ら押 し寄せ る津波 、2:津 波 で押 し流された車 両が殺到 した様子、3:津 波襲来翌朝 の状況、4：

市民文化セ ンター に殺到 した避難者 達、5:炊 き出 しが始まる、6:避 難所の様子、7:続 々 と届 く救援物資、8:外

国か らの緊急援助隊、9:ガ レキ処理 の開始
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課題 ・問題

今回の対応の中で浮かび上がった問題 ・課題ですが、その第一は想定外の大きな津波が来たということで

す。福島県 ・宮城県 ・岩手県の沿岸部が壊滅的な被害を受け、物流がス トップしたこと。また市民に必要な

物資のほとんどが浸水地域にあったため入手が困難になったことなどがあります。更に、原発の関係で、福

島を通るルー トは使わないという話も流れ、日本海経由で物資が移動 し、その分の遅れもありました。また、

通行不能によるガ レキ撤去の遅れも大きな問題 になった部分でございます。

食糧や毛布不足の問題もありました。避難者1万 人に対 して、備蓄食糧の乾パンが4千 食程度、備蓄毛布

も2,400枚 で、とても足 りない状況で した。避難場所の暖房不足も大変で した。一方で沢山の支援物資が来

ても、それを保管する場所がなく、供給と配布のミスマッチという問題も生 じま した。NTT回 線の不通、

停電などによる情報の寸断もありました。防災広報装置もNTT回 線を使用 していたため、情報が流せなかっ

たということもありました。

全国から、多数の支援を頂きましたが、行政 ・警察 ・自衛隊など支援人数は延べ16,000人 に達 しました。

最大で一日160人 という日もありました。現在も3名 ほど、他の自治体から応援に来ていただいております。

多 くの物資提供もいろいろな方々から頂きましたが、ボランテ ィアの方々にも来ていただいたりしました。

ボランティアは延べ、19,000人 ほどの方々から協力をいただきました。海外からの支援 ということで、大

使館などか ら様々な形で支援をいただきました。

其々の役目

最終的に、あの日に備えて何をすべきか、ということですが、自分たちでできること、地域でできること、

役所でできることという3つ のことに分けて考えます。

まず自分たちでできることは、「とにかく津波が来たら、高いところに逃げろよ」ということが一番かなと

思っております。避難するにあたっては、避難場所の確認が大きな部分です。また、今回電気が止まったので、

車でラジオを聴いていて車 ごと流されたという現実もあ ります。携帯ラジオを持っておくこと、3日 分の食

料を各自で確保が必要かと思っています。また地震保険に入っていただいた方がよいのかなと思っています。

次に、地域でできることですが、「地域でも備蓄をということです。」集会所などに毛布や食糧、自家発電機、

テ レビなどを用意 しておく必要があると思っております。地域ごとの防災訓練も、お互いの顔が見えるよう

な訓練が必要かなと思っています。

役所でできることですが、役所からは様々な情報を発信 しなければな らないのですが、今回の場合は情報

がすっかり寸断されました。多賀城市の場合は3月 の13日 に隣町の仙台市 に情報を持ち出 して、そこから

インターネ ッ ト上で情報を流 してやっと多 くの物資が来たと事実もありました。インターネッ トやツイ ッ

ターの活用も重要かなと思っています。一方で多賀城市では、チャンネルの多さというのが良かったと思っ

ています。友好都市からの支援とか、学院大学も平成19年 に包括支援協定 というのを結んでいたおかげで、

いろいろと支援をいただきました。

民間との協力関係では市内の業者の方に委託することが必要だと思っています。実際にお金が回るようにし

ないと、経済は回っていかない。ボランティアばかりに頼っていくと、お金が市内に回らないという状況があり、

やはり市内でお金を下ろしていただいて、お金も人もグルグル回るような形が必要かなと思っています。
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復興計画

復興計画の作成ですが10年 間で復興 しようということでやっており、重点課題を次の3つ 掲げさせてい

ただいております。

1番 目が「住まい ・日常生活の再生 と仕事 ・産業の」再興。

2番 目が震災対策の推進。やはり自然のカにはなかなか勝てない部分があるので、数百年 に一度の津波に

対 しては鎧で守るという発想、それか ら数百年から千年に一度の津波に対 しては、逃げるという発想も必要

ではないかと思っています。 また、 この安全安心を確保するためには、幾重もの取り組み(多 重防御)が 必

要なのかなと思っております。

3番 目ですが、震災経験の伝承 と史都の魅力向上です。多賀城市の場合、津波 というものを現実的に経験

したものですから、津波のメ力ニズムの研究 ・分析 ・体験を交えた 「津波 ミュージアム構想」を掲げており、

国による整備を目指すという方向で今進めているところです。

最後に今回の震災で復旧 ・復興ができたことは、全国の方々の支援があったか らこそだと思っています。

特に人的 ・物的では並ならない支援をいただきました。災害発生からすぐ行動ということで、多大なる救援

物資の支援をいただきまして、本当にありがたいと思 っております。多賀城市も現在、復興 に向けて着実に

進んでおります。 どうか今後もあたたか く、多賀

城を・そ して宮城・東北・日本を見守 っていただ 多 賀 城 市 の 対 応

きたいと思います。

これで私か らというよりは多賀城市、そ して被

災 した市町村が全国の方々や世界各国か ら大変お

世話になった御礼の話とさせていただきます。 ご

静聴ありがとうございました。

図2多 賀城市の復興計画イメージ

多賀城市の災害状況

●地震の規模 マグニチュード9.0観 測 史上4番 目の規模

●津波の高さ 約2m～4m仙 台港で約7m

●浸水面積 約662ha(約34%)

●市内での死者数188人(市 民:97人 市外:91人)

●住宅被害 津波地区:5,106世 帯 地震地区:5,966世 帯

合 計:11,072世 帯(約45%)

●災害がれき:約37万 ㎡

●被災車両移動数:5,103台

●家屋解体受付件数:1,524件

●損害額(会 社 ・事業所含まず)54億9,400万 円

●避 難 状 況3月15日10,272人(31カ 所)

9月30日 避難所閉鎖

問題点 ・課題1

●想定外の津波 ●物流がストップ

●災害がれきの撤去 ●食糧 ・毛布等の不足

●避難所の暖房不足 ●救援物資のミスマッチ

●情報伝達の不能

全国からの応援

建設業協会のがれき撤去の応援

避難者に対しての温泉宿泊サービス

老人クラブとの温泉交流会

洗濯のサービス

職員の派遣 ・ボランティアの方々

多大なる救援物資の提供

海外からいろいろな支援に感謝
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気仙沼市の激烈な震災 ・津波を乗り越える防災

佐藤 健一 気仙沼市危機管理課

はじめに

気仙沼市は、岩手県に周 りを囲まれて、よく宮手県というようなことでも話されております。震災前の人

口は74,247人 で、産業は水産業 と観光が中心ですが、森林の占める面積が広 く、市の70～80%は 森林で

あるという山がちな地形になっています。

発災からの経緯

3月11日 の東北地方太平洋沖地震の発生の状況ですが、14時46分 にマグニチュー ド9.0、当時たしか最

初の発表は7.9で したが、 しばらくして9に なり、さらに何度か変更があって、最終的には9に なったと思

います。気仙沼市の震度は大きいところで震度6弱 で した。地震の揺れによる家屋の被害等は非常に少なく

済みました。

地震発生時、ちょうど議会中で、非常に大きい揺れだと感 じ、宮城県沖地震がやってきたと我々は感 じま

した。それにしては余りにも揺れの時間が長すぎるとは思いましたが、これほどの非常に大きい地震だとい

う感覚はありませんで した。46分 から2分 程はほぼ動ず、4分 後に防災対策課の机に戻りました。その時か

らホワイ トボー ドに状況を書き込み対応に走りました。 しか し地震時に電源がダウンし、夜は真っ暗な状況

で作業を進めました。気仙沼地域では5月 までその状況が続いています。市役所前の浸水深が1 .5mほ どで

した。

被害状況

被害状況です。都市計画区域の20.5%程 が浸水 している。 しかし被災従業者でいうと、気仙沼地域の全

体の81%が 被害を受けています。その結果84%人 が職を失う結果 となった。産業構造にとても大きいダメー

ジを受けた訳で、市の基盤が根 こそぎ破壊されたと言えます。漁船 は登録漁船3,500隻 中3,000隻 を超す

船が流出 ・損壊となりました。

また、一番の問題 は、現在災害復興 というような場面、復1日・復興の場面に入っておりますが、その中で

地盤の沈下、地盤の沈降というような問題があ ります。満潮になると、産業が集積 していた場所 はほぼ海面

になって しまう。先ずこの課題を解決 しないと、次に進めない状況です。ただ し、我々には情報が全く入らず、

津波の規模の把握はなかなかできませんで した。市役所前 に津波が襲来 し、大変な津波であることは分かる

のですが、市内の被害状況の把握 には、 目も耳も失われたというのが現実で した。

電源ダウンにより、我々が用意 していた、様々なIT化 による情報収集と伝達の手段がほぼ失われま した。

このような中で使えたのは防災行政無線 とツイ ッターだけ。情報伝達については、津波情報を入手 し、想定

し、伝達すると考えていたものが、このときは役に立ちませんで した。私達はあらゆる形で情報伝達手段の

確保 に努めてきのですが、これらはますます重複化 ・多重化が必要で、震災後はこれにプラスした形の伝達

手段の確保を しているところです。

津波発生時の状況

当日の津波の状況です。気仙沼市の市場屋上か ら見た映像、これは15時20分 前後の引き波の状況で、そ
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写真1気 仙沼市 にお ける津波被災 ・対応状 況

1:津 波前 の風光明媚な気仙沼湾の景観、2:津 波襲来翌朝の市域3:地 震発生直後津波襲来 の過程 はホワイ トボー ドにメモ し、対応策を打つ状況、4:市 役

所 も孤 立 した、5:地 震直後の対策本部員 室、6:市 役所か ら見た大規模火災 の状況、7:内 の脇地 区のガ レキを避けて進む 自衛隊、8:孤 立 した避難者を翌

朝 か ら自衛隊ヘ リが救助を開始(潮 見地区)、9:火 災 がくすぶる破壊された鹿折地区、10:気 仙沼市鹿折地区か ら大島を望む(津 波前)、11:津 波後 の景観、

12:県 立 向洋高校 は4階 まで浸水 した、13:市 街地の被災状況、14:鹿 折地 区の住宅街 に流入 した漁船、15:気 仙沼港 付近の地盤の沈降(下 水道 にも大き

な破壊)
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の後押 し波がや って来 ま

す。 この市場の屋上は実

は人工地盤で、一時避難

ビルと して1つ 作 られて

います。屋上の高さは朔

望 平均 干 潮面 か ら大 体

11.5mに なって います。

映像で は、この屋上より

も高 い波も見 られ、あと

1mほ どで屋上も飲み込

まれる状況で した。海面

は真黒です。真黒い海底

のヘ ドロや粘土を巻き上

げて津波がや って来てい

ます。引き波 に転 じる場

面では、背後ではもう家

屋が被害 を受 けている。

市場 の後 ろがわでも2階

まで津波が入っています。

時 刻

14:4

14:4

14:4

14:4

14:4

14:49

4:55

5:00

5:06

508

5:09

5:12

内 容

地震発生 震度6弱

庁内の電気がダウン(市内全域ダウン〉

防災行政無線広報「津波の発生の恐れあり、高台へ避難を」

陸上自衛隊22普通科連隊へ派遣要請、同時に県へも自衛隊の派遣要請を電話連絡

第1回災害対策本部委員会議開催

気象庁から津波警報発表(大津波)

田中前ガス漏れ

大津波警報発 令6メ ートル

本吉50cm引 き波)観 測、地震発生(三 陸沖)震 度4余 震

地 震 岩 手沿 岸南部 震度5弱

地 震発 生 震 度4余 震

大 島田中浜 津波第1波 観測(押 波、引き波は不明)

514杉 ノ下で腕時計発見1514で 停止

5:15東 北電力八日町営業所から避難

5:17自 衛隊第22普 通科連隊出発

520交 通指導隊配 置 小山副隊長

520気 象庁ioメ ートル以上津波のおそれ 発表

15:25津 波の連絡 田中前1メ ートル浸水

1525南 町二丁 目丸和 ビルの屋根に老 人(対 応検討 中)

15:26地 震発生 震度4余 震

図12011年 東 日本大震災事 象等経過表

備 考

災害対策本部設置

危機管理課室

15:00頃県沿岸に到達予想、高さ6m

継続した避難指示広報 約30回

余震茨城沖 震度41515

15時30数 分 頃 に発生 した火災 です。消火の術 がない状況で した。夜間 は海 も陸も火の海で した。我々の

部屋か ら見 た火災 の状況 は全 く分 か りませんで した。鹿 折地区で は消防職員 ・消 防団員が消火活動を進め ま

したが、 ガ レキ に阻 まれ、思 う様 に進め ませ んで した。

翌 日、12日 の恐 らく昼 頃、 火災 はまだ収 ま って いませ ん。 ガ レキが火を運び、離 島の大島 にもliiび火 し、

一旦消 えたような場 所 に再び火 が出た り して
、地域 が鎮 火されたの は3月 の25日 で した。 これは12日 の様

子で す。先 ほ ども少 し触れ ま したが、 避難所 は非 常に寒 く暖房 はあ りませ ん。 多 く避 難所 にはジェ ッ トヒー

ターを用意 して いま したが、停 電で使 えな い。 急いで石 油ス トー ブを集めても全 く足 らな い。避難 者 は、ピー

ク時 には、 把握 しているだ けでも110ケ 所程 の避難所 に21,000人 程 に上 りま した。

気仙沼 市 は東京 の 目黒 区 と災害 協定 を結 んで いま したので、 連絡 を とり、12日 に は石油 ス トー ブと灯油

を供給 して頂 きま した。

被害状 況 は更 に詳 しく説 明 しますが、家族 を心配 するあ まり家 に戻 った方 が結 構多 いです。 「正 常化のバ

イア ス」があ ったよ うで す。 自分だ けは大 丈夫 だろう と思 っていた人も いた と聞いて います。逆 にこれ は大

変な津波 になる とい うことで、家族 を守るため、助 け合 うため、家 に戻 って被災 された方かな りおられた と

聞いて います。

11月19日 現 在 で の人 的被 害 は、死 者1,030名 、 行方 不 明者338人 とな って いま す。 住家 被災 棟数 は

15,369棟 、被災世 帯数約9,500、 も う少 し多 くな りそ うですが、 この数 を想定 して お ります。 なお、震災

当 日の初動対応 をホ ワイ トボー ドに書 き、そ れを写真 に撮 りなが ら記録 して いきま した。
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地震 ・津波前の備え

震災前 に撮影されていたハー ド施設の

整備ですが、市ではチ リ地震津波以降、

色々なハー ド施設の整備が行われていま

した。 しか し、対象とする津波の高さは、

宮城県内それぞれで、チ リ地震津波の記

録の高さに合わせるとか、そ ういったこ

とが県内のほとんどの港では行われてい

ました。2003年 の三陸宮城地震を契機

に始めたワークショップもおこな ってい

ました。ハザー ドマップを基に、自治会 ・

住民の方が中心 になってマ ップづ くりを

し、翌年からは、さ らに学校を中心 に自

主防災組織、子 どもたち、PTAも 一緒

に取 り組みを拡充 し、 ワークショップの

幅を広げていました。

私 たちは「宮城県沖地震の連動型が起

きると こうな る」と様々 なシ ミュ レー

ションを作 っていま したのでその話をし

ます。宮城県沖地震が発生 した場合、気

仙沼 は震度5強 程度で揺れるだろう。連

動 して沖合の断層が動 くと、14分 後 に

は湾の入 り口に津波が引き波初動でやっ

て来ると。今回の津波と事前の想定 とで

は時間的な部分ではほぼ一致 していま し

た。湾の入 り口の海水浴場の場合、引き

波初動で始 ま り、その後5分 か ら10分

で押 し波がやって来た。 ここでの津波は

約8mを 想定 しましたが、今回は想定の
図3防 災運動会の工夫

倍以上17mほ どの津波 に襲われております。 ここでは地区住民と私達 と一緒に、避難場所として高台を決

めていたところです。 これは湾奥で湾口から10分 後くらいの様子です。湾の中に入 って来ますと、津波の

高さは5～6m<ら いだろうと考えて説明をしました。津波によって漂流物化 したものが要因となる被害も

出るだろうとも思われました。また、津波が発生すればオイルタンクからのオイルの流出による火災も発生

するだろうと想定 しておりました。 しかし、それらの想定を対策として生かすところまでは出来ていなかっ

たというのが現実です。

これは漂流物です。市場も実際は天井まで水がいきまして、流出 しているわけですね。想定域の範囲で孤

立 したところも多い。津波に襲われて、本当は建物が全部流されることになるのですが、のような映像もつ

くってはいられないとの判断もあり、建物自体は何 とか残 ったという形のものを見せていました。シミュレー
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ションを見ても らいながら、市民の方々

や小中学生 に様々な取 り組みを行 っても

らいました。運動会にしても一昨年から

は、 ぼうさい運動会という形に変 えて実

施 していま した。また、 自主的 に我々が

整備 した、実は私たちが設計 して手づく

りした観測機器も用意 していましたが電

気が途絶 した段階で使用不可能 とな りま

した。

津波当日の様子

当日の状況です。15時30分 くらいか

ら湾口の潮位計で変動が見られます。15

時46分 か ら海面 が若干上 が りますが、

恐 らくこれは地盤の沈降だと思います。

そ して更 に海面が上がります。そこから

はよく解 らないが、普通ではあり得ない

ような波形が見 られます。地震 と同時に

海面が動いている。引き波が始 まるのは

15時5分 頃からです。

それから沖合津波計を活用 して、津波

防災支援システム、即時浸水予測システ

ムも設置 していました。津波が市に到達

する前、何分 くらいに到達 し、その津波

の浸水高 はどのくらいだと。それから津

波の高 ・流速も算出されるシステムで し

たが、惜 しむ らくは沖合津波計のデータ

が入らず、津波計 自体も陸上の情報網も

寸断された訳です。もし、これが動いて

いれば、 という思いもあります。ちなみ

に、震災後 にマグニチュー ド8.4で 計算

しますと、浸水域 はほぼ今回の浸水域と

一致しておりました。

津波の避難 ビルを指定 していました。

約3,000名 の方がこの指定避難 ビルに逃

げて命を救われていますが、先ほども話

たように、少 し間違えば避難 ビルそれ自

地域災害と環境脆弱性の克服
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体が被災することも考えられたのです。非常に運がよかったと我々は考えており、新たな避難の仕方や避難

ビルのあり方を考えなければならないのです。

ある地区では住民の3分 の1の 方が亡 くなっています。地区の高台に一緒に逃 げようと我々も言った場所

で亡 くなっています。高台の高さは海抜14m。 想定津波の高さは8mで すか ら、 ここに逃げま しょうとい

うことで したが、実際に襲った津波 は17mで した。

県立向洋高校(旧 水産高校)は 、その高台の近 くにある避難ビルです。4階 まで波が入っていますが、屋上

に約50名 の方が逃 げて助かっています。これも運がよかった。津波は来たのですが、建物の前で津波が分

かれてより高い方の波が逸れ、低い方の津波が建物にぶつかったという話がありました。

浸水想定と海底の痕跡

津波の防災マップには、浸水想定域を赤い線で示 していました。着色 したものが宮城県の第三次被害想定

で出されている浸水域です。実は、我々 は昭和三陸、明治三陸、それに25年 程前ですが、X地 震 という想

定を して、その最悪シミュレーションを行い、その浸水域を示したのです。それがほぼ今回の浸水域と一致

していました。

震災直後に行 った作業の一つに、港が使えるか調べるために、海底の状況を計測しました。一番深いとこ

ろで水深9mだ ったのが、19mに なっており、約10m掘 られていました。また、湾の入り口付近では大規

模な砂漣が見 られます。砂漣の波高は1～1.8m、 波長 は12～20mの 極めて巨大です。湾の大島と岩井

山奇の問の海域にも同様の現象が観察されます。

災害対応とクライシスマネジメント

災害対応 としては地域防災計画、さらにB⊂Pも 用意 していましたが、あくまでもリスクマネジメン トと

いう観点でつくっていました。今後 はクライシスマネジメン トの視点も考慮 した対策を取らねばならないと

考えています。 これが今後の求められる形の地域防災計画であったり、B⊂Pだ ったりするのであろうと思い

ます。

具体的 にどうあるのか というと、今回の震災前、過去 に気仙 沼を襲った津波 にはどんなものがあるか

を、ボー リング調査 したものです。気仙沼で発見された時期で3700～3800年 前、約5000年 前、さらに

5200～5300年 前 という結果が出ています。 しか し、三陸沿岸では巨大津波の襲来は大体700年 ～400

年に1回 程度で しょうか。津波の跡が発見されているのでこれも検討する必要がある訳です。

現在、地盤が沈下 しており、アウターライズ地震の可能性が指摘されています。アウターライズ地震がも

し今起きれば、護岸も防潮壁もない、地盤沈降 した状態での津波もシミュレーションをしている必要があり

ます。

さいごに

気仙沼市内に面瀬小学校があります。5年 生の菊田心君 という男の子が書いた「ありがとう」という詩です。

これを読むと涙が出てくるものですから、見ていただきたいのですが、今、気仙沼市のほとんどの市民がこ
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うい う気持 ちです。最後 に、 皆 さんへ、

全国の皆 さん、世界各地 か らの支援を い

ただ きま した。本 当に多 くの皆 さんか ら

支援 をいただきま した。今 、復 旧 ・復興

に向 け、気仙 沼市民 が一 丸 とな って進ん

で いるところですが、元 のよ うに美味 し

い魚 を提供 し、美 しい景観 を ご覧いた だ

ける ように、努 めています。頑 張 って い

きた いと思 いますので、皆 さん今後 も よ

ろ しくお願 います。この場 を借 りま して、

感謝 の言葉 を 申 し上 げたい と思 います。

本当 に、本当 にありが とうござい ま した。

あ りが とづ 面瀬 小 字校5年 菊 田 心

文房具ありがとう えんひつ、分度器、コンパス大切にします。

花のなえありがとう お母さんとはちに植えました。花が咲くのがたのしみです.

うちわありがとう あつい時うちわであおいでいます。

くつをありがとう サッカーの時とってもけりやすくて、いっしょうけんめい走ってます、

クッキーありがとう 家でおいしく食べました、

さんこう書ありがとう 勉強これからもがんはります。

図書カードありがとう 本をたくさん買いました。

やきそば作ってくれてありがとう おいしくいっはい食べました。

教室にせん風機ありがとう これで勉強はかどります。

応えん の言葉ありがとう 心が元気になりました。

最後に おじいちゃん見つけてくれてありがとう さよならすることができました。

図6菊 田君の詩
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震災時の若林区における民生委員の行動

増子 正、大澤 史伸 東北学院大学 教養学部地域構想学科

は じめに

平成23年3月11日 に発生 した宮城県沖を震源 とするマグニチュー ド9,0の 巨大地震と大津波は東日本沿

岸部を襲い、甚大な被害をもたらした。特に大津波による被害は、まち並みを破壊 し、多くの人命を奪 った。

発災後ただちに、国、地方自治体が復1日に動いたが、われわれの生活圏域では、被災者の安否確認や避難

所の支援、専門機関との連絡調整に民生委員児童委員が大きな役割を果たした。

防災に関しては、国及び地方自治体の責務が災害対策基本法で定め られているものの、民生委員の責務が、

同法のなかに規定されてはいないこともあり、震災時の民生委員による被災者の安否確認や避難所運営の支

援、専門機関への連絡 ・調整活動が減災 と災害の復旧と復興 に大きな役割を果たしているにも関わらず、活

動の実態や活動に伴う課題があまり知られていない実情がある。岩手、宮城、福島の被災地3県 で、65名(死

者55名 、行方不明10名)の 民生委員が安否確認や避難誘導中に犠牲になっていることも知られていない。

全国民生委員児童委員連合会(以 下、民児協)は 、2007年 から全国一斉に「民生委員 ・児童委員発、災害

時一人も見逃さない運動」を開始 して、同年に発行された実施の手引きでは、「ひとり暮らし高齢者や障害の

ある方等に対する日頃の訪問活動や見守 りネットワークを活か し、いざという時に備えるための取り組みを、

全国の法定単位民児協をあげて推進 してこう」と述べられている。

災害時の要援護 者の安否確認 と安全な危難 ・救助のための情報の把握と、それらを実施するための、地域

ネットワークを構築する活動に民生委員 ・児童委員が取 り組んでいるが、この取 り組みが開始されて以降、

これほど甚大な被害をもたらした大規模災害が東 日本大震災であるため、その取 り組みの実態はこれまで検

証されていない。

仙台市で、東日本大震災による被害が大きかったのが若林区である。区別の死者数は、青葉区1名 、宮城

野区303名 、若林区336名 、太白区8名 、泉区2名 である。

こうした背景から、われわれ地域福祉チームは、最も甚大な人的被害のあった仙台市若林区において、震災

時の民生委員児童委員の行動を調査 して、民生委員児童委員の減災のための活動の実態と課題を検証する研

究に取 り組んだ。日常生活圏域単位での安否確認や復1日・復興活動が円滑に行われるために、民生委員児童

委員の日頃の地域福祉活動がどのような効果をもたらしたのかを検証することは、民生委員児童委員活動へ

の市民の理解を高め、今後も高い確率で発生することが予測される大規模震災に備えるうえで重要な意義が

あると考えている。

調査の概要

(1)調 査の対象

●仙台市若林区民生委員児童委員193名 を対象にした悉皆調査

●調査期間:平 成23年9月15日 ～9月30日

●調査方法:留 め置き調査

●回収:179名(92.7%)

(2)主 な調査項目

①災害時の要援護 者への安否確認に関すること(安 否確認の手段と確認状況、活動日数、課題など)

②避難所支援に関すること(活動内容、活動期間、課題など)

③在宅の被災者支援に関すること(対象人数、活動内容、活動期間、課題など)
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結果

(1)災 害時要援護者数と安否確認に要 した時間

民生委員が受 け持っている災害時の安否確認対象者

数は4,550名 である(表1)。 自らも被災者でありながら、

発災直後か ら安否確認活動を開始 して、発災後3日 以

内には60%の 安否確認を終えている(図1)。

(2)安 否確認の手段

安否確認 には、民生委員や町内会が作成 している要

援護者名簿が重要な役割を果たしている。安否確認 に

災害時の要援護者名簿が活用されない場合に安否確認

終了までに時間を要することがわかる(図2)。

安否確認活動 に際 しては、既に要援護者が安全な場

所 に避難 している場合でも、民生委員 に情報が伝わ ら

ずに、安否が確認できるまで、何度も要援護者宅を訪

問している(図3)。 こうしたことからも、個人情報保

護法の特例措置を含めた、地域での情報の共有のあり

方の再検討が求められる。

(3)避 難所の支援に関 して

災害時の民生委員の活動 は、要援護者の安否確認 に

とどまらず、指定避難所、収容避難所の運営支援を行っ

ている(図4)。 その他 に、在宅被災者への救援物資の

調達、医療相談、生活資金 に関する相談、専門機関へ

の連絡調整など活動は多岐にわたっている。

しか しながら、災害対策基本法や防災計画に民生委

員の役割が入れられていないこともあり、避難所支援

段階での民生委員の役割の不明確 さなどの課題も本調

査か ら明らかになっている。災害時の民生委員活動を

円滑に行 うためにも、地域防災計画に民生委員の役割

を盛 り込むなどの再検討が望まれるところである。

地域災害と環境脆弱性の克服

表1安 否確認の対象者数

図1安 否確認を終えた時期

図2使 用した名簿と安否確認に要した時間

図4震 災後関わった避難所の運営
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津波堆積物からみた2011年 巨大津波と古津波の規模

松本 秀明 東北学院大学 教養学部地域構想学科

くつかた

1.沓 形遺跡で発見された2000年 前の津波堆積物

筆者らは2006年 から2009年 まで仙台市若林区にある沓形遺跡で行われたの発掘調査に参加 した。遺跡

では弥生時代の水田跡が検出され、それを直接覆 う中粒の砂層が発見された。砂層 は地表から30～40cm

の深度にあり、層厚は2～5cmで あった。堆積物の平均粒径は1,8φ 前後、淘汰度は0.4～0.5を 示す淘汰

良好な砂層であり、分析値が仙台平野の海浜を構成する砂原の堆積物 と同一であることか ら、その砂層は海

浜起源のものと考えられた。年代測定を行 った結果、砂層は出土 した遺物の考古学編年 と矛盾なく約2000

年前(弥 生時代)の 堆積物であることが分かった。筆者 らは遺跡内外において150地 点を越える簡易ボー リ

ング調査を継続 し、砂層の分布を広範囲に調査した結果、砂層は広大な調査範囲の海側2/3に 分布 し、陸側

1/3に は分布 しないことが明 らかとなり、砂は海側から供給されていることが明らかとなった。さらに同砂

層を海方向に追跡 した結果、当時の海岸線付近まで2.5kmに わたり連続的に堆積 していることが確認された。

これらのことから同砂層は2000年 前の巨大津波によりもたらされた津波堆積物であると判断された。その

成果は2010年3月 に刊行された遺跡調査報告書にまとめられた。

2011年3月11日 の津 波

2011年3月 の津波後に若林区荒浜から荒井にかけて約4kmの 側線に沿って、津波によりもたらされた堆

積物の観察 と試料採取を行った。その結果、海岸から1.Okmま での地帯では地表部は侵食が卓越 し堆積物は

観察されなかったものの、海岸線から1.0～2.3kmの 地帯には層厚3～10cmの 砂層か らなる津波堆積物が

連続的に認められた。そして海岸線から2.3～3.Okmで は砂層の分布 はパッチ状となりやがて消滅 し、海岸

線から3.Okmか ら津波遡上限界(海岸線か ら4.Okm)ま では、砂 に代わって泥を主体とする堆積物が確認された。

これらの堆積物の分布範囲を海岸から津波遡上限界までの距離に対する比率で表すと、砂質堆積物は海岸か

ら60～75%の 距離まで分布 し、泥質堆積物 は陸側40%～25%の 距離に分布 していたことになる。今回

の津波による砂質堆積物が海側60～75%ま での距離に堆積 したことに注 目すると、私たちがその堆積物

の分布を調査 した2000年 前の津波の遡上距離は最大4.2kmに 及んだと考えられる。また、筆者らが確認 し

ている貞観津波(西 暦869年)に よる砂質堆積物 は当時の海岸線から2.4kmを 超えて堆積 していることから、

貞観津波の遡上距離は4,0km以 上 と算定される。 したがって、約2000年 前の津波、約1100年 前の貞観津波、

そ してZO11年 の津波は遡上距離という指標において同規模であったと判断される。 このように仙台平野 に

は繰 り返 し巨大津波が襲来 していたことが明らかとなった。

地形学 ・考古学の研究 とミ レニアムハザー ド

2O11年 の巨大地震および津波 は1000年 規模の現象であるといわれている。これまで近代地震学が蓄積

してきた情報は過去100年 程度であるとされており、今回発生 した巨大±也震 ・巨大津波のような1000年 規

模の現象を把握、予測することは難 しかったようである。一方、地形学や考古学では過去の現象や人の営み

を堆積層や遺構 ・遺物をもとに数千年前 に遡って読み取ることが可能である。過去の巨大災害を堆積物をも

とに解き明かすことで1000年 規模の災害を想定内として捉えることが可能である。
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図1仙 台平野北部の地形分類 図と沓形遺跡の位置

沓形遺跡 は現在の海岸線か ら約4.3km地 点、2000年 前の海岸線か ら約2.5kmの 地 点に位置する弥生時代の水田跡を主体 とする遺跡。

第Ⅱ 浜堤列 は、2000～1700年 前 の海岸砂堆 の位置を示す。

写真1沓 形遺跡の津波堆積物

地表か ら35〔m付 近 に3～4cmの 厚さで堆積 してい る白い部分が

2000年 前(弥 生時代)の 津波堆積物。

写真2津 波堆積物の採取

発掘調査現場にて粒度分析用試料として津波堆積物を採取。
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津波記念碑から見た三陸沿岸の生活文化

川島 秀一 神奈川大学常民文化研究所

三陸沿岸の文化は津波を抜きにしては論 じられない

が、東 日本大震災の後、あ らためて、 この地方を 「津

波常習地」として意識化 し、方法化 して三陸沿岸を見

直 してみると、家の建て方や集落の構成の仕方から始

まって、津波による「災害文化」と名付けてもよいよ

うな事象が浮き彫 りにされてきている。その 「災害文

化」を記録 と記憶という観点から、捉えておきたい。

三陸地方は、近代以降、今回を入れて4度 の大きな

津波に襲われている。明治29年(1896)の 三陸大津

波、昭和8年(1933)の 三陸津波、昭和35年(1960)

のチリ津波、そ して今回の東 日本大震災による大津波

である。

津波の規模からいえば、今 回の大津波は、明治29

年と昭和8年 を越えるものだったが、過去の津波 との

比較、その記録や復興をどのようにやってきたか、と

いうことを考えるならば、今回は昭和8年 の津波を一

応の指標 として定めてよいのではないかと思われる。

たとえば、昭和8年 の三陸津波後 に建てられた「津

波記念碑」は、朝 日新聞社が集めた義揖金 によって各

浜々に建立させたものであるが、岩手県においては

あえて津波浸水線上に建てさせたようである。

その建立場所か ら下は津波常習地であり、家を建て

させないように警告 し、あるいは津波が来襲 したとき

に、 この碑のところまで逃 げれば、少なくとも安全で

あることを示す、避難の目印ともしたようである。

今回の被災 した浜々を回ってみると、その意図が明

らかにわかってくるようで、津波記念碑を境に、明暗

がはっきりと分かれるようなところが少なくない。

一方で宮城県では、「津波記念館」なるものを集落

ごとに高台に作らせ、 これは津波が来たときの避難場

所であるとともに、常には公民館のような役割をもた

せ、おそらく、防災 ・減災の教育施設 として利用され

たものと思われる。

これらは太平洋戦争が激 しくなるとともに、自然と

忘れられてきたわけであるが、岩手県では、その頃ま

で、毎年3月3日 の「津波記念日」に、被災地の小学校

で 「津波の歌」と呼 ばれるものを小学生 に歌わせてい

て、その歌を覚えている伝承者もいる。「大津波くぐ

写真1宮 古市 の重茂半島 にある里集落の被災状況。道路 の左側 に明治

29年 と昭和8年 の津波記念碑 が建 っている。(2011年6月19日 撮影)

写 真2「 津波の歌」(「復興の歌」)が刻 まれ ている昭和8年 の津波記念碑。

(岩手県釜石市唐丹町小 白浜、2011年8月27日 撮影)
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りてめげぬ雄心もて いざ追い進み 参い登らまし」という、どちらかというと、復興の心を煽るような歌

詞だが、この歌詞が津波記念碑に刻まれているところもある。

ところで、明治29年 の三陸大津波に{よ 「津波記念碑」だけでなく、「津波供養碑」も多 く建てられている。

昭和8年 には朝日新聞社の尽力も大きかったのだが、全体では「供養碑」よりも 「記念碑」の方が多く建てら

れている。

「記念碑」と「供養碑」は、その意味合いは若干異なると思われる。津波 「記念碑」の場合 は、過去の事実を

伝えるとともに、目的は今後の津波に対 して安全を確保するための警鐘を鳴らすことに意味があった。特に

昭和8年 の場合はそれが強調されて建て られている。つまり、それは未来へ向けてのメッセージを発信 して

いた。それに対 して、「供養碑」の場合は、あくまで津波で亡くなった過去の人たちへ向けられている。「供養」

は一過性のものではないので、何度も故人に対 して行なわれる。その意味では、直線的な時間としてだけで

はなく、年中行事や年忌のように、回帰的な時間の中で行なわれているといってもよいだろう。

また、津波 「記念碑」や津波 「供養碑」を建立することになった 「津波」そのものも、直線的な時間上で起 こ

るものでありながら、周期は未知数ではあるが、再び必ず来襲するという意味では回帰的な時間をもった事

象でもある。直線的であり回帰的であるという両義性をもった、やっかいな対象でもあることが、「記念碑」

も 「供養碑」も建てられ、あるいはそれ らの両方の意味を与えられて、村の中にひっそりと建 っていたのが

実状であったと思われる。

また、あえて人工的な記念碑や供養碑を建てなくて

も、大津波で寄り上が った石を 「津波石」として名づ

け、それを「津波記念石」としたり、「龍神」として祀っ

ている例が見受けられる。「津波石」は全国的に見ても、

三陸沿岸 と沖縄の宮古島地方と八重山地方 に多く見ら

れる。沖縄の場合 は、明和8年(1778)の 大津波で上

がった「津波石」が 目立 っており、その石が聖地 とし

て祀 られたり、伝説のスポッ トになったり、あるいは

宗教的な儀礼に使われ、あるいは実用的 にも使われ、

最近では観光スポ ットにもなっているようである。

東 日本大震災により、災害列島に住んでいる日本人

の自然観や生死観、災害観などを、もう一度、見直す

好機を迎えていると思われる。

写真3東 日本大震災の津波 によって再び現 れた、 昭和8年 の 「津波石」。

耕地 整理の とき に土中 に埋 められた石であるが、 「津波記念石」と刻まれ

ている。(岩 手県大船渡市三 陸町吉 浜、2011年10月2日 撮影)
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なぜ被災者が津波常習地へと「帰る」のか

植田 今 日子 東北学院大学 教養学部地域構想学科

報告の概要

本報告では、2011年3月11日 の津波で甚大な被害をこうむった三陸地方沿岸の一集落の人びとが、なぜ

海がすぐそばに迫る災禍のあった地へふたたび帰ろうとするのかを明らかにすることを試みた。事例として

たどるのは、津波の常習地である三陸地方、宮城県気仙沼市唐桑町に位置する舞根(も うね:舞根第二行政区)

集落である。この集落では52世 帯中、44世 帯の家屋が津波で流失 し4名 が犠牲になった。 しか しながら津

波被災からわずか三 日後 にはロウソクの灯を囲みながら集団移転 ということばが人びとの間を行き交い、二

週間後の3月24日 には集落の代表が津波の甚大な被害をうけた舞根の土地への集団移転を実現するにはど

うすればいいのかを尋ねに役場へと出向いている。そして最終的に舞根集落の人びとは2012年3月 、気仙

沼市でもっとも早い防災集団移転の予算をとりつけることを果た した。いったいなぜ津波被災者がふたたび

災禍を被った沿岸へ即座に帰ろうとするのだろうか。本稿は津波被災直後から一貫 して海のそばへ帰ろうと

する一集落の海 との関わりを、3,11か ら過去へ向かって遡及的にたどることで明らかにした。とくに注目

したのは、彼らが繰 り返 し経てきた大小の津波のみならず時化や事故などのあらゆる海難事故に対 して培っ

てきた様々な技法である。

実は津波の甚大な被害を被ったその場所へ再び人び とが集住 し、集落がふたたび形成されるということは

津波常習地帯である三陸地方沿岸で繰り返されてきた現象である。このことは地理学者であり民俗学者でも

ある山口弥一郎(2011)が 既に数十年の生涯をかけて三陸地方の津波被災集落を歩きながら明らかにしてき

たことである。山口は昭和8年 の津波直後の記録のみならず数十年をかけて平常時の海と漁業を生業とする

三陸漁村の人びとの濃密な関係 に理解を深めていく。彼が沿岸を歩きなが ら繰 り返 し聞いた言葉 は「いつ く

るかわからない津波をこわがって、毎日食うに困って浜を離れ られるもんか」(2011:224)と いうものであっ

た。 しか しながら三陸沿岸の海での生活ぶ りや民俗を深 く理解 した山口をも って しても彼が 「原地復帰」と

呼んだ被災地への帰還は「それでも、できることなら高地移動をしてもらいたい」と結論づけるにいたった。

津波がもたらす過酷さもまた深 く理解 していた山口が到達 した軽んじることのできない知見といえよう。

けれども、一方で非合理かのように映る 「原地復帰」にしろそこから少し高台へ離れた集団移転にしろ、か

ろうじて難を逃れた被災者の人びとがふたたび海に近づこうとしていることに変わ りはない。すなわち本報

告があらためて問うたのはなぜ彼 らが海に近づこうとすることをやめないのかということであり、繰り返 し

くることが明 らかな津波や海難事故に対 して、彼 らが培い、今もなお備えている技法がどのようなものであ

るのかということであった。ここに光をあてることで海 にふたたび帰ることの合理性が浮かび上がってくる

と考えたからである。本報告が具体的に記述 したのはどれほど過酷な災害を経ても決 して等閑視することの

できない津波被災者の姿であり、文化人類学においてはresilienceと 呼ばれてきた彼らにそなわる抵抗力/

回復力であった。なお、報告において紹介 した舞根集落の人びとの抵抗力/回 復力(reSlIlence)と は以下の

ようなものであった。

舞根の海 に見いだされた海難事故への抵抗力/回 復力(resilien⊂e)

●災禍をもた らす海で死と向かう技法(供 養儀礼、海を祓い清める儀礼 によって死者 と遺族を繰り返 し悼

み、ふたたび海を漁場という生業の場 に戻す)

●災禍をもたらす海で食っていく技法①(海 難史そのものを回避するために普段から遭難の際には唐桑の
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動力をもつ全船舶が漁を中断 し捜索する義務がある/そ の際にあらか じめ用意されている船の役割 と

ルールの存在)

●災禍をもたらす海で食っていく技法②(オ カにあるムラの向こう側 に単にウミが均質に存在 しているの

ではなくハマ、イソ、オキ、オクウミとして海がいくつもの特性 ごとに住み分け、領有されてきたとい

うこと/津 波の際の沖出しも多様なウミを矢口り尽 くす人びとの リスク分散であり、平常時においてもオ

キでの漁、 イソでの漁 ・養殖、オカで

の農業 ・稼ぎイ±事のように食い扶持や

家の存続のためにウミの多様な特性 は

リスク分散 に生かされてきた)

写真1

津波被災後の早馬神社例大祭にて例年通り

沖付近で大漁祈願と航海安全が祈られた

写真2

被災後半年を経てふたたび養殖筏の浮かぶ

舞根湾

写真3

被災した海を渡る御神輿
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被災地子どもの運動による健康支援活動

岡崎 勘造 東北学院大学 教養学部人間科学科

女川町の取り組み

未曽有の大災害によって、我が国は計 り知れない影響を及ぼされた。とりわけ震源地に近い東北地方沿岸

部では津波による被害が甚大であり、未だ復1日作業が進められている。中でも、宮城県牡鹿郡女川町は、震

災以前の人口の約10%に 及ぶ人的被害を被 っており、被害の程度が大きい地区の一つである。

これら災害は、子 どもたちの生活にも影響を及ぼした。子 どもの生活の中心である学校現場は、今 までにな

い状況下で再開 しなければいけなかった。例えば、小学校では、1つ の小学校 に3つ の小学校が共存 し、中

学校では、1つ の中学校に2つ の中学校が共生することとなった。通学は、全員がバス通学となり、決まっ

た時間に登下校を しなければいけなかった。これら異なる環境で学校生活を再開することとなり、子どもた

ちの心身への影響が危1具された。

これら子どもたちをサポー トするために、女川町では、知 ・徳 ・体による3部 門から支援活動を行ってい

る。支援活動をスムーズに促すため、女川学びの町づくり実行委員会を立ち上 げ、「知」の部門では、学力向

上を中心とした支援活動を行い、「徳」の部門では、震災による心のケアを中心とした支援活動を行い、「体」

の部門では、運動 ・遊び等の評価、活動場所の確保等の支援活動を行っている。これら3部 門が協力して子

どもをサポー トしており、我々は、「体」部門において協力し、運動を中心とした健康支援活動を行 っている。

運動による健康支援活動

運動による健康支援活動を行うに際して、現在、子 どもたちの運動状況がどうなっているのか、その評価

を行った。対象は、女川町の小学生4年 生以上、及び中学生全員の約430名 であった。運動状況の評価 は、

自記式質問紙調査、及び力口速度計(万 歩計のような器機を用いた客観的評価)を 用いて行 った。これら調査

活動を実施するにあたっては、女川町教育委員会、校長会、担任教員の方々と綿密 に調整 した。調査活動の

結果、学校の教員、教育委員会等の先生方が危惧 していた通り、女川の子どもたちの運動状況は、多くが好

ましくない状況にあった。

これら状況を改善するために、支援活動を考える必要があった。支援活動は、子 どもに対する啓発活動、

及び学校現場、家庭への支援を想定 した。子 どもへの啓発活動では、調査結果を一人一人にフィー ドバ ック

し、運動の大切さなど話をした。一方、学校現場、家庭への支援活動では、バス通学による時間的制約、物

資等で体育館が利用できない等の環境制限、及び仮設等の住まいが様々であることなど可能な支援活動は限

られたものであった。

子 どもが活発に動き回る環境を整えることは、現在、あるいは未来の子 どもの健やかな成長にとって必要

なことである。今後、 これら支援活動は継続的に行うことを計画 している。 しか しなが ら、解決 しなければ

いけない課題は多い。女川学びの実行委員会では、学校現場、教育委員会、PTA(保 護者)、NPO、 研究機

関等が協力する体制が整っている。女川の子どもたちの元気を取 り戻すことはもちろんのこと、さらに言え

ば、被災地域の子 どもの支援活動としてのモデルとなるよう、現在、女川では多 くの方々が協力して支援活

動を行っている。
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写真1

女川第2小 学校。 ここに3つ

の小学校が共存。

写真2

女川の小中学校周辺 の環境。

バ スで登下校 している。

写真3

子 どもた ちに調査の説明を

行 って いる様子。
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被 災 地 における食 品スーパーの再 開状 況 と今後 の対 策

-仙台市泉区・太白区を事例に-

岩動志乃夫 東北学院大学 教養学部地域構想学科

1.は じ め に

2011年3月11日 発生 した東日本大震災は、岩手、宮城、

福島の3県 を中心に津波被災地 はもちろん、津波の被害

が無かった内陸部の地域にも甚大な被害をもたらした。

本稿では多 くの住民が震災直後から多食糧確保のため、

食品スーパーへ殺到 し長蛇の列を形成 しながらわずかの

食料品を買いそろえる光景を目の当たりにした経験から

食品スーパーの再開状況 について報告を行 う。小売店舗

自体の損傷により再開が困難であった少数の事例を除く

と、多くの小売店 は壊れたり痛んだ製品の片付けが終了

した店舗から再開 していった。 しか し、他方では小売店

の損傷が軽微でもあるに関わ らず、再開が大幅に遅れた

事例もある(写 真1)。 そこで本稿の研究 目的は、まず大

震災が食品小売業へ与 えた被害

状況と店舗の再開状況を、仙台

市泉区と太白区の食品スーパー

を例に把握する。そ して店舗の

再開状況を復元 してその特徴 と

要因を明 らかにすること、さら

に今後の自然災害への対応策を

模索することである。泉区、太

白区とも食品小売店数は人口に

対 してそれほど多いとはいえな

いが、食品小売業売 り場面積 は

それに比べると大きな値を示 し、

食料品の大型店依存が大 きいこ

とがわかる(図1、 図2)。

写真1震 災の影響で商品納入が滞った店内

図1宮 城県の食品小売店数 図2宮 城県の食品小売業売り場面積

2.研 究 方 法

研究 方法 は 『大型小 売店総 覧」(2010)、 「河 北新報(3月1Z日 ～4月30日)』 の掲載記 事 より各店 舗 の

再開状況 を復 元 し,仙 台市 内の食品 スーパー4社 とその系列店舗46店 へ の聞き取 り調査を実施 した(2011

年9～10月)。 さ らにヨークベニマルへの商品供給 元 となる配 送セ ンターA社 への聞 き取 り調査を実施 した

(同年6月12日)。
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3.食 品スーパーの被災程度と店舗の再開状況

仙台市内で展開する主な食品スーパーは、みやぎ生協(コ ープ)、西友、ヨークベニマル、ヤマザワ、モ

リヤ、ウジエスーパー、マックスバリュ等がある.震 災後店舗の一部のみではあるが営業を再開するまでの

日数を整理すると以下の3つ のタイプになる。①震災後数日以内に再開できたタイプで、西友、ウジエスー

パー、セブン&ア イホールデ ィングスが該当する。②震災後約一週間前後で再開できたタイプで、ヤマザワ、

マ ックスバリュが該当する。③再開が震災後から3月 末までかかり、店舗再開までの時間が最も要 したタイ

プで、生協、ヨークベニマルが該当する。生協はその後すぐに通常営業へ と移行 したが、ヨークベニマルは

通常営業まで泉区で最大33日,太 白区で26日 を要 した。店舗の再開を困難にした要因として①は店舗損傷

の程度 とライフラインの復1日状況、②はそれに加えてガソリン不足による輸送体系の崩壊や従業員確保の問

題、これに加えて③のうちヨークベニマルは、商品供給元の配送センターの津波による機能停止が大きな痛

手となった。1980年 代以降、流通小売業界は、個別業務のコンピュータ化、POSシ ステム導入による単品

管理の普及、取 り引き活動のオンライン化を進め、省力化、時間距離の短縮化、意思決定や取り引き形態の

効率化を実現させながらチ ェーンス トア化を展開させてきた(箸 本,2001)。 それは電力を利用 して成 り立

つシステムであるため、それが使用不能 となったヨークベニマルの損失は甚大であったといえる。

そこで仙台市内のヨークベニマルに商品を搬送する流通配送センターA社 に聞き取り調査を実施 した。A

社は岩沼市 に位置 し、震災後に津波が来襲 し、建物

全体が地上1.6m程 度浸水 し、大きな損傷が生 じた

上に地震で棚から落ちていた商品の大半が浸水 した

(写真2)。加 えて電気系統の機器も深刻な影響を受

け、通常の電源復1日までに約2ヶ 月を要 しており,

流通施設被災の復1日に時間を要 したことが店舗再開

に大きく影響 したことがわかった。つまりヨークベ

ニマルの各店舗の再開が他店に比べて大幅に遅れた

要因は、配送センターの被災、特 に電源系統の復1日

に時間を要 したため、その間市内各店舗は商品の配

送が不能に陥ったためであったといえる。 写真2津 波の被害を受けたA社

4.お わ り に

今後も今回のような地震の発生、津波 による被害等を想定 し、その対策を立てるとすれば、現在ある臨空

卸団地で浸水 した場所、あるいは浸水が予想される場所に位置する配送センター、物流センターは内陸側へ

の移転が重要となる。あるいは地盤のかさ上げ等による津波対策を早急に実施 し、非常時の電源確保に向け

て、たとえば自社による太陽光発電等のク リーンエネルギーの確保も有効と考える。

【参考文献】

岩動志 乃夫(2011):東 日本 大震災が小売業 に及 ぼした被害 とその特徴.

箸本健 二(2001):『 日本の流通 システムと情報 化』.古 今書 院、229p.

地域研究52、p43.
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復興特別区域(復 興特区)を 活用した地域づくり

柳井 雅也 東北学院大学 教養学部地域構想学科

1.は じ め に

2011年3月11日 に発生 した東 日本大震災 は、未曾有の被害を太平洋沿岸 の東北地±或や茨城 県、千葉県等

にもた らした。2011年10月5日 現在、死 者 は1万5838人 、行方不 明者3647人 である。 更 に大津波 によ

る福 島第一原子力発電所 の炉心溶融事故 は、福 島県 に住む多 くの人々 の命 を脅か し、財産、生活、 コミュニ

テ ィ ・文化、 生産 、流通、金融、都市 と農漁村の基盤を奪 い取 った。

帝国デー タバ ンク(2011年6月6～30日 調査)に よる と、岩手県、 宮城 県、福島県 の津波被 災地域 と原

発事故被 災地 域の5004社 中、実質営業不能状 態 にある企業が約2500社 に上 るこ とを報告 している。

2.復 興特別区域(復 興特区)の 概要について

復興特別区域制度は、東日本大震災復興基本法の趣旨を踏まえながら制度設計され、2011年12月7日 に

東 日本大震災復興特別区域法(平 成23年 法律第122号 。以下 「法」という。)によって成立 した。また、 この

制度の施行は、復興庁が設置された後は同庁が中心となって行うところに特徴がある。

この復興推進計画は、個別の規制 ・手続きの特例や税制上の特例を受けるために、県、市町村が単独また

は共同して作成する。民間業者からの提案も可能である。また、地域協議会の設置(任意)も 可能 となっている。

3.民 間か らの提案:宮 城県多賀城市での取 り組み

同復興特区では、法人税を5年 間実質無税 とすることを盛 り込み、そのプロジェク トの事例として、「土

地利用再編により住まいと雇用の確保をはかるまちづくり」、「再生可能エネルギー導入促進 による地域づく

り」、「医療関連産業の集積拠点の形成」等を提示 している。

このうち、産業政策 に関するプロジェク トについて2つ の課題を指摘 しておく。1つ は、国際的な最適立

地を目指す先端産業 について、グローバルな視点からみたビジネスコス ト比較で有利性が確保されているか

という事である。2つ 目は、異業種集積形成 について、同計画では支援 しづらいスキームとなっていること

である。

ところで、提言書では産業復興と雇用復興のための 「合わせ技」を求めている。自営の農漁業者が、兼業

として観光業や製造業を営み、雇用を提供するような取り組みである。いわゆる「6次産業化」の考え方(1

×2×3次 産業、足 し算でも6)で ある。

具体的には、多賀城市ではコミュニティビジネスとして障碍者を雇用 し、カット工場を設置する動きがある。

場所はソニーケミカル&イ ンフォメーションデバイス多賀城の空きスペースである。更に関連企業の参入を

促 し、大学の研究者や関係諸機関もこれに参画するなど、産業クラスター作 りも可能 となっている。さらに

バイオマスエネルギーや汚水などからもガスを取 り出 して地域内に供給する計画等も構想可能で、スマー ト

シテ ィへの展開も考えられる。

いずれにしても人材や技術の無いところに、国の資金が投入され、箱モノだけが作られていく復興特区構

想案については十分チェック していく必要がある。
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出所:新 聞報道(日本港湾協会資料より)

出所:両 方とも「東日本大震災復興特別区域法資料』より

図1社 団法人 多賀城震災復興まちづくり会社の概要

【文献】:柳 井雅也 「震 災 ・復興 と地域経済」 『季刊 家計経済研究』第93号 、2012.01.
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持 続 可 能 な 地 域 づ くりに向 けた 海 岸 エ コ トーン ・プラ ットフォーム構 築:

協 働 による調 査 ・提 案 ・復 興 支 援

平吹 喜彦 東北学院大学 教養学部 富田 瑞樹 東京情報大学 総合情報学部

菅野 洋(株)宮 城環境保全研究所 原 慶太郎 東京情報大学 総合情報学部

2011年3月11日 に発生 した巨

大地震 は、マグニチ ュー ド9.0の

激 しく長い揺れと高さ10mに 達す

る大津波をもた らし(国土交通省国

土地理院、2012)、 とりわけ東北

地方太平洋岸地域で は未曾有 の惨

事となった(図1)。

大震災後 も しばらくは、強 い余

震、停電、情報不足、断水、食料

やガソ リンの枯渇、そ して放射能

汚染 に対する恐怖に直面 しながら、

被災地では誰もが自分 自身や家族、

限 られた知人を護 ることに精一杯

だった し、 また、 自然のちか らに

対する自己あるいは帰属する社会の

脆弱さを反瑠し続けたに違いない。

図1仙 台市付近の砂浜海岸 と沖積平野の地理的特性、被 災状 況、および南蒲生/砂 浜海岸 エコ トー

ンモニタ リングサイ トの位置。冠水域 は黒色、植物生存域 は赤色 で示 され、黄緑色枠が南蒲生 モニ

タ リング サイ ト。2011年3月24日 に取得 された衛星画像GeoEye-1上 に加筆。(ｃGeoEye/日 本

スペースイメージング株式会社)

大震災 か ら3週 間 ほ ど経 った頃か ら、 私た ちはイ ンタ ーネ ッ トを介 して、 「自分 自身が持 ちあわせ ている

能 力、経験、道具 ・機材、他者 との繋 が りな どを総 動員 して、復1日 ・復興 に役 立つ活動」を実行 すべ く、 議

論 を活発化させた。かね てイ山台 湾岸や三陸沿岸 で、植 生学や景観生態学 の基礎調査 を行 い、 自然教育やESD

(EducationforSustainableDevelopment、 持続 を可能 にする教育)に 携 わってきた私 たち にとって、「そ

こで起 こった大惨事 に、 どのよ うに対山寺するのだ つ」という自問 は、 「これまでの研 究 ・教 育 ・社会活動の意

義 、 目標の問い直 し」を迫 るものであ った。

マスコミを介 して、「今時の悲 しみを二度と繰 り返さない復興 ・地域づくり」、「積み上がった環境 ・社会

問題の克服可能性を示 しうるモデル地域の倉1」出」が提唱される中、私たちは(1)「海岸エコ トーンの視座に立っ

た未来志向の復興」という理念を検討 ・提案 し、並行 して(2)イ山台市宮城野区南蒲生(新 浜地区)の 砂浜海岸

域(図1)で 生態系モニタ リングを開始 した(写 真1)。 一… その目的は、(1)立 地や生物の多様性に着 目し

ながら、「多要素 ・大面積 ・長期」モニタリングを実施 し、砂浜海岸エコ トーンの破壊 と自律的修復の程度 ・

プロセスを把握すること、そ して(2)そ の成果をもとに、「自律的修復を尊重 した多様性・多機能海岸エコ トー

ンの創出」、ひいては「ふるさとの自然と人(社 会)の 豊かさが持続しうる復興」に向けて提案と実践を行うこ

とである。

この取 り組みが、私たちの身の丈を遙かに越えるものであることは承知 していたが、幸いにも、野生動植

物 ・自然環境に精通 している地元専門家が参加下さり、また林野庁仙台森林管理署や宮城県森林整備課、仙

台市農林土木課、宮城県自然保護課、自然環境復元協会 ・学会、日本景観生態学会、東北学院大学、東京情

報大学など諸機関 ・諸団体か ら支援をいただいた。活動資金についても、私立大学戦略的研究基盤形成支援

事業S1103002(東 北学院大学)とSO801024(東 京情報大学)か ら拠出いただいた。
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写真12011年 度 の活動状況。砂浜海岸エ コ トーンの破 壊と自律的修復の

実態調査 や、「フォーラム 仙 台湾/海 岸 エコ トー ンの復興 を考える」を実施

した。

写真26月 以降、自律的な生態系修復や人為(埋め立て、瓦礫処理、防潮

堤工事など)が顕著になった仙台湾砂浜海岸エコトーンの状況。大津波被災

地は一見荒れ地のようであるが、生態系を構成する野生動植物が少なから

ず確認された。植物では、生き延びた地下器官や埋土種子からの発生が顕

著で、開花 ・結実も認められた。

今年度 の主 な活動 は、以下の9点 である(詳 細 は、https://sites,google,com/site/ecotonesendai/を

参照 いただきたい)。

(1)2011年5月 中旬:仙 台市南 蒲生で、 「砂浜海岸 エ コ トー ンモニタ リング」開始

(2)2011年6月4日:「 フォー ラム 仙台湾/海 岸エ コ トー ンの復興 を考 える-浅 海 ・砂浜 ・防潮堤 ・湿地 ・

海岸林 ・農耕地 を一体化す る視座-」 開催(写 真1)。 イ山台 国際セ ンター

(3)2011年6月25日:日 本景観生態学会 第21回 千葉 大会で1講 演。東京情報大学

(4)2011年8月27日:「 南蒲生/砂 浜海岸エ コ トーンモニタ リングネ ッ トワーク学習会」開催。東北学 院大

学土樋 キャンパス

(5)2011年12月20EI:「 薬用植物研究」に論文掲載(平 吹喜彦 ・富田瑞樹 ・菅野洋 ・原慶 太郎.東 日本大震災 ・

大津波で被災 した仙 台湾砂浜海岸 エコ トー ンとその植生状況.薬 用植 物研 究,33(2):45-57.)

(6)2012年1月20日:「 私立大学戦 略的研究基盤形成支援 事業(S1103002)キ ックオ フミーテ ィング 「地

域災害 と環境脆弱性 の克 服」」で3講 演。東北学院大学土樋 キャンパス

(7)2012年1月Z1日:「 第2回 ・フ ォー ラム 仙台 湾/海 岸 エコ トーンの復興 を考 える-2011年 南蒲生/

砂浜海岸 エコ トーン調査 報告、そ してこれか ら-」 開催。東北学院大学土樋 キ ャンパス

(8)2012年3月1日:「 自然保 護」に報告文 掲載(平 吹喜彦 ・仙台湾/南 蒲生砂 浜海岸 エコ トー ン モニタ リ

ング ネ ッ トワーク.砂 浜 か ら低地 の生態系 の回復 は進 んでいるのか.自 然保護,526:4-5.)

(9)2012年3月17日:日 本生態学会第59回 全国大会 で、 「自由集会W18津 波被 災地の復興 に貢献 する海

岸エ コ トーンモニタ リング」開催。龍谷 大学瀬田キ ャンパ ス

イ山台市南蒲生 に設置 した 「浅海 ・汀線から水田 ・田園に至る、南蒲生/砂 浜海岸エコ トーンモニタ リング

サイ ト」(中核部分の面積 は16.8ha;図1,以 後、「南蒲生モニタリングサイ ト」と略記)は 、その面積、内包

されている多様な生態系とそれ ら相互の連関、そ して大部分が被災直後か らほぼ手つかずの状態にあること

などの理由から(写 真2)、 おそ らく世界 に類をみない、学術および社会保障(減 災 ・防災、生態系サービス

の享受など)に とってかけがえのない新知見が埋蔵されている場所であることが明 らかになってきた。

私たちは、南蒲生モニタ リングサイ トの意義とそこで活動させていただいていることの責任を強く意識 し

つつ、南蒲生モニタ リングサイ トを 「ふるさとの自然と人(社 会)の 豊かさが持続 しうる、未来志向の復興の

源泉」として保全 し、あわせて 「多様な主体が寄り合い、研究 教 育 ・思索を共有しうる海岸エコ トーン・プラッ

トフォーム」として開放的に利活用すべ く、今後も取 り組んでいきたいと考えている。

引 用 文 献:国 土 交 通 省 国 土 地 理 院.2012,平 成23年(2011年)東 日本 大 震 災 に 関 す る 情 報 提 供.

http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h23 -tohoku.html/,2012年5月21日 閲 覧.
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砂浜海岸エコトーンモニタリングからわかってきた生態系の

自己修 復 プ ロセ ス

富田瑞樹 東京情報大学 総合情報学部

平吹 喜彦 東北学院大学 教養学部

菅野 洋(株)宮 城環境保全研究所

原 慶 太郎 東京情報大学 総合情報学部

撹乱としての津波

2011年3月11日 に発生 した東北地方太平洋沖地震とそれに続く大規模な津波は、東日本沿岸部に甚大な

被害をもたらした。国土地理院が空中写真を用いて分析 した結果によると、青森から千葉までの津波による

浸水面積は561kmに のぼり、空間的に極めて広大な範囲に影響が及んだことがわかる。一方、今回のような

大規模な地震 ・津波が発生する時間間隔に注目すると、当初 はおよそ1000年 周期とされていたが、その後

の津波堆積物の調査から約600年 周期 とみなされつつあるようだ。生態学的観点に立てば、時間的には稀だ

が空間的には極めて広大な大規模撹乱である。

一般的に、生態系は不均一 に分布 し、時間的にも変動 している。さまざまな生物的 ・非生物的要因がその

分布や動態 に影響するが、撹乱 は生態系のあり方を規定するもっとも基本的な要因である。撹乱に対する弾

力性(あ るいは、回復力や レジリエンス)は 生態系ごとに異なると考えられ、撹乱の強度 ・頻度 ・規模によっ

ても生態系の応答は大きく異なる。何 らかの環境ス トレスがはたらいている場合は、生態系の応答が大きく

変化することもある。今回の津波による大規模撹乱は、仙台平野沿岸部 における砂浜、後背湿地、潟湖、海

岸林、水田、屋敷林などのさまざまな生態系に影響 した。本稿では、 こうした生態系が連続する砂浜海岸エ

コ トーン(平吹ほか2011)の なかでも仙台平野沿岸部の海岸林について報告 したい。

被災前の海岸林

マツ(ク ロマツやアカマツなど)が 優占する仙台平野沿岸部の海岸林は、およそ400年 前に伊達政宗が命

じたクロマツ植林に由来 し、その後も造成 ・維持されて、長きにわたって背後の農耕地や屋敷地を飛砂や潮

害から守 ってきた。また、 これ らの生態系サービス(調 整サービス)の みならず、海岸林は、オオタカなど

宮城県 レッドデータブックに掲載されるような希少種 に対しては生息 ・生育地を、地域住民に対しては柴や

緑肥、キノコ狩 りの場を提供 してきた。一方、近年はマツノザイセンチュウによるマツ枯れ被害が深刻化 し

ていた。

仙台市近郊の海岸林は、海岸線に沿 った運河(貞 山堀)に よって海岸側 と内陸側 に二分されている(図)。

津波被災前の林分構造や種組成を調査 した例は少ないが、井土浦付近の事例(平 吹ほか2002)に よると、樹

高1.3m以 上の樹木種数は、内陸側で22種 、海岸側で2種 である。内陸側の林分ではクロマツが優 占し、

ニセアカシア、ヤマザクラ、ヤマグワ、カスミザクラ、ガマズミなどの落葉広葉樹が続き、ピサカキやシロ

ダモ、カシ類などの暖地性常緑広葉樹が出現することが特徴的である。

内陸側とは対象的に海岸側の林分は、クロマツが極端 に優占し、ニセアカシアがわずかに出現するだけの

若齢植林で、単純な種組成 と構造を示す。樹高分布を比較すると、内陸側では低木層から最大20m弱 まで

個体が連続する逆1字 型の分布形であるのに対 し、海岸側では下層個体が存在 しない一山型で、最大樹高は

5～10m程 度である。すなわち、内陸側 はより多様な樹種が生育する多層構造の林分、海岸側 は種組成も

構造も極めて単純な林分である。
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被災後の海岸林

津波によって「櫛の歯状」に被災 した海岸林の実態と再生を把握するために、2011年5月 以降、仙台市北

東端の南蒲生において調査を開始 した(写 真)。 図に示 した540m×40mの エリアにおいて津波による樹木

(地上1.3mの 高さの直径(胸 高直径)が5⊂mを 超える個体)の 損傷様式を明らかにし、立地との関係を解析 し

た。樹木の損傷様式については、次の4タ イプに区分 した:傾 倒(根 を地中に張 ったまま、地上部が物理的

に傾いた状態)、曲げ折れ(根 を地中に張ったまま、幹基部で物理的に折れた状態)、根返 り(根が地表に表れて、

樹体全体が倒伏 した状態)、流亡(根 ごと引き抜かれて、樹体全体が漂流 した状態)。 内陸側 と海岸側でそれ

ぞれの損傷様式の出現頻度を比べると、内陸側(調 査総数1113幹)で は4タ イプ全ての損傷様式が確認され

たのに対 し、海岸側(調 査総数1732幹)で はほとんどが傾倒 と曲げ折れで、根返りはごくわずか、流亡は皆

無であった。内陸側 と海岸側の地盤高を比較すると、内陸側の海岸林はところどころに小湿地が介在する低

地盤 ・後背湿地域に成立 しており、海岸側のそれは小砂丘上の高地盤域に成立 していた。低地盤 ・後背湿地

域では地下水位が高く、根系の鉛直方向への生長が阻害され樹木全体が不安定 となるだけでなく、地震直後

に液状化が生 じていたと推察される。内陸側林分における根返りや流亡個体の多発 には、こうした微細な立

地の差異が影響 していると考えられた。

また、津波被災から8か 月後の調査では、生残 したマツ(胸高直径が5cm以 下の個体)は 海岸側にはまった

く存在せず、内陸側でのみ確認された。 しかも損傷のない個体は、 ほぼすべてが胸高直径10⊂m以 上でかつ

樹高7m以 上であった。南蒲生の海岸線 に到達 した津波の波高は8～10m程 度 と推定されており、樹冠部

が津波で浸水 したか否かについては、損傷 ・非損傷の状況と、立地や地盤高との関係をきちんと説明するう

えで考慮 しなければならない問題である。海岸植生は津波のエネルギーを減衰させるが、植生の組成と構造

がその程度に影響すること(Tanaka2009)、 汀線からの距離や地盤高、土地被覆(植 生の有無など)が地物

の損壊状況に影響すること(Bayasetal.zO11)が 報告されている。津波に対する生物的防御効果の高い海

岸林を再造成する場合 は、より多様な組成 と複雑な構造をもつ海岸林を目指すことが肝要であろう。一方、

内陸側の海岸林には湿地や乾性草地などの生態系が介在 し、さまざまな生物の生息地にもなっている。これ

らの生態系機能を維持 し、さらに相乗効果を育みながら、多様な生態系サー ビスの恩恵を享受できる 「海岸

エコトーン マネジメン ト」のあり方を探ることが重要である。

図 津波被炎後 の海岸林 と南蒲生調査地。紫色 の着 色部が今年度の調査 区。

写真 中央を縦 断す る運河 は貞山掘 で、写真 右側が 海岸側。GoogleEarth

の画像上 に加筆。
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海 岸 エ コ トーン モニタ リングか ら始 まるラン ドスケ ープ 再 生

原 慶太郎 東京情報大学 総合情報学部 平吹 喜彦 東北学院大学 教養学部

富田瑞樹 東京情報大学 総合情報学部 菅野 洋 ㈱ 宮城環境保全研究所

2011年3月11日 の東 日本大震災では、大規模な地震 と大

津波が東日本の太平洋沿岸部の広域的な範囲に甚大な被害を及

ぼした。仙台平野域でも内陸数キロメー トルまで浸水 し、さら

に地震直後 に各所で地盤沈下がみられるなど当地の海岸域は大

きく変容した。学生時代からこの地域 に関わった経験をもつ者

として、常に当地から発信される報道や情報 に傾注 しなが ら、

被災地の復1日・復興が迅速かつ良い方向に進むことを祈 りつつ

現地調査を進めてきた。本稿では専門とする景観生態学の観点

から、この大震災が仙台平野土或に与えた影響について衛星デー

タをはじめとする様々な情報をもとに精査 し、研究グループに

よる南蒲生モニタ リングサイ ト調査結果 に基づ く知見を踏ま

え、当地域の再生の方途に関する論考を提示する。

我々は、この報告の別稿で平吹が述べているように海岸エコ

トーン ・プラットフォームという枠組みで、調査区である南蒲

生モニタ リングサイ トをコアサイ トとして、生態系の自律的再

生過程をモニタ リングするとともに、協働による調査 ・提案 ・

復興支援を通 して持続可能な地域づ くりを目指 している。被災

地域 は浅海域から砂浜、運河(貞 山堀)、後背湿地から水田な

どの耕作地、住宅地 にまで広がっている。貞山堀は江戸時代に

造成され、主 として河川交通や物流に供されたが、仙台平野に

おいては新田開発 における灌潮用水路の排水路としての機能も

重要であったとされる。 この造成の際に掘削 した土を両脇に

盛って高台をつくり、そこに植林された見事なマツ林が続いて

図1仙 台平野 の衛星画像

(LandsatETM+2001年9月24日)

ETM+デ ータをRGB=351に あて はめ た画像。緑被地 が緑色、

都市域 が紫色 に表現 されている。

生態系
Forman(1995)

図2自 然の階層性(Forman1995)

ラ ン ドスケープ(景 観)は 幾つ かの異な った

生態系か ら構成 されて いる。
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いる。その海岸側、および内陸側に後代にマツの植林が拡 げられた。

ここでは、海浜から後背低地 までの異なった生態系か らなる構造が

認められる。

一般に異なった生態系か らなる空間単位を景観(ラ ン ドスケープ)

という。見た目の景色 としての意味ではなく、実態としての景観で

ある。日本のよう長い歴史的時間をかけて現在に至っているところ

では、多 くの景観 は農林業など人間の手が力口わ って形成されてでき

あがっている。主体 一環境系の概念を唱えた沼田眞は、人間を主体 と

し、農林業など自然に働きかけをして文化 まで高めたものを、人間一

自然/文 化システム(MNCシ ステム:Man-Nature/Culture)と して

の景観 というとらえ方を提唱 した(沼 田は「景相」という表現をした)。

今回の被災地 は、貞山堀、そ してその背後の新田開発 によってでき

た農村にはいぐね(家 久根、居久根)が み られ、その地土或の文化的遺

産 としての景観域である。そ して、そこには、長い年月にわた り農

林水産業 という人の営為に同期 した生きものたちが生息 していた。

東日本大震災の被災地であるイ山台平野 には、水田などの耕作地 ば

かりではな くそこに人が暮 らす居住区域もあった。そこの人々や区
たきぎ

域以外の人々が海岸のマツ林や海浜 に来て、以前には薪や松葉など

を集め、キノコを採取 し、 また、近年ではリクリエーシ ョンな どの

場 として活用 してきた。 この地域をどのように復興 し再生するのか。

さきのMN⊂ システムとしての景観 という立場にたてば、 これまで海

岸林、貞山堀、いぐねなどから得 られてきた恵み(生 態系サー ビス)

が何であり、 どのような文化を残 して継承するのかを整理する必要

があろう。現在、仙台平野域でも市 ・町ごとにそれぞれの復興計画

及び実施計画が策定されて施策が始まろうとしている。2005年 に我

が国は人口が減少に転 じ、少子高齢化社会 に突入 した。 とくに高齢

化 は歴史上、例 をみない速度で進んでいる。そのようななかで起 き

た東日本大震災である。産業構造だけでな く社会構造も時代に即 し

た変化が求められている。元 に戻すだけの復興であってはならない。

持続可能な社会の実現が鍵 になるように思われ、そのためには生物

多様性の保全 とそれによる生態系サー ビスの永続的な享受が担保さ

れるような再生が重要である。南蒲生モニタリングサイ トの継続的

な調査結果を踏まえ、それを景観やより広い範囲の地域の課題 に敷

衍し、21世 紀という時代 に即 した地域の再生をめざさなくてはな ら

ないと強く思う。

地域災害と環境脆弱性の克服

図3仙 台市若林区 ・宮城野 区の被災地域(震 災前)

(GeoEye-1zoio年4月4日 ◎GeoEye/日 本 ス

ペ ースイメージング株式会社)

図4仙 台市若林 区 ・宮城野区の被災地域(震 災後)

(GeoEye-12011年3月24日 ◎GeoEye/日 本

スペー スイ メー ジング株式会社)
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東北学院大学における地域情報カスタマイズユニットの構築と

GIS防 災地図作成の将来像

内山 庄一郎(独)防 災科学技術研究所 林 一成 奥山ボーリング ㈱

斎藤 綾子(株)宮 城環境保全研究所 宮城 豊彦 東北学院大学 教養学部地域構想学科

要旨

筆者らは、2005年 より宮城県塩竈市および宮城郡七 ヶ浜町において地域 と協働 した防災マップ作りを展

開してきた。この活動のゴールは精密なハザー ドマ ップの作成ではない。GISと 地理学の専門家として地域

の活動を下支えすることである。自主防災組織が独自に避難計画を立案 し、防災訓練を通 して検証を重ねた。

そこで収集 した情報をGISに 集約 し、速やかに防災マ ップの改訂を行った。この防災マップは各戸に配布さ

れた。奇 しくも2011年3月11日 に発生 した東北地方太平洋沖地震 において、その成果一減災対策として

の効果一が問われることとなった。結論か ら述べると、防災マ ップを作成 した地域では有意に人的被害が少

なかった。想定を超える津波情報に際 し、適切に避難 場所を変更 し難を逃れた。そこには、防災地図作成の

プロセスを通 して得た地域特性の知悉があった。 このように、地域協働の防災マップ作りは、災害から身を

守る智慧を育てる手段 として有用に機能 した。斯 くして、この活動を発展させるGIS地 域協働拠点を確立す

べ く「地域情報力スタマイズユニッ ト」を構築 した。 これは、計算機群、地理情報システム、地理空間情報、

GIS運 用 ノウハウを持つ人材で構成される。地域情報力スタマイズユニ ットの目的は、GIS技 術の継承と社

会への普及、そ して地域 との協働を通 した災害から生きる智慧の浸透である。 これらの活動を通 じて、 しな

やかな地域社会の再構築へ貢献 したい。

キー ワー ド:GIS,地 域協働,防 災マ ップ,地 域特性 の理解,減 災,地 域協働 拠点

1.は じめ に

筆者らは、2005年 より宮城県塩竈市および宮城郡七 ヶ浜町において地域と協働 した防災マ ップ作 りを展

開してきた。この活動のゴール は精密なハザー ドマ ップの作成ではなく、GISと 地理学の専門家として地域

の活動を下支えし、地域の減災力を高めることである。最初に、各種の地理空間情報を統合 した災害脆弱性

マップを作成 した。これをベースに自主防災組織が独自に避難計画を立案 し、防災訓練を通 して検証を重ね

る。大学では、自主防災組織が検証 ・収集 した情報をGISに 集約 し、速やかに防災マ ップの改訂を行った。

これは「おらいの/お らほの防災マ ップ」として、地域の各戸に配布された。奇 しくも2011年3月11日 に

発生 した東北地方太平洋沖地震において、その成果、つまり減災対策としての効果、が問われることとなっ

た。結論から述べると、防災マ ップを作成 した地土或では有意 に人的被害が少なかった。自主防災組織のリー

ダーが想定を超える津波情報に際 して、適切に避難場所を変更 し難を逃れた。 リーダーを対象とした聞き取

りによると、それを可能 にした原動力は、防災地図作成のプロセスを通 して得た地域特性の知悉であった。

このように、地域協働の防災マ ップ作 りは災害から身を守る智慧を育てる手段として有効 に機能 したといえ

る。斯くして、この活動の中心となるGIS地 域協働拠点を確立すべ く「地域情報力スタマイズユニット」を構

築 した。 これは、計算機群、地理情報システム、地理空間情報、GIS運 用ノウハウを持つ人材で構成される。

地域情報力スタマイズユニッ トの目的は、GIS技 術の継承と社会への普及、そ して地域との協働プロセスを

通 じた災害から生きる智慧の浸透である。本稿では筆者 らが地域の人々と試みた防災地図作 りの実際を紹介

し、GIS防 災地図作成の将来像として、「想像力」や 「念のため」の行為を具体化する知識 「知恵の発揮」を育

む手段としての、GIS地 域協働拠点である 「地土或情報力スタマイズユニット」の活動の展開を考えてみたい。
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2.コ ミュニテ ィー レベルの防災地図作成過程の実際

宮城県における大規模災害に対する意識 レベルは決 して低くはなかった。 このような状況下で始まった防

災地図作成の取 り組みについて、詳細を述べる。

2.1.宮 城県における大規模災害への事前対応

宮城県民は誰でも「近い将来高い確率で発生が予想される宮城県沖地震」というフレーズを繰 り返 し聞か

されてきた。30年 以内の発生確率 は99%、 連動型の地震の場合M,8ク ラスの大規模地震が発生 し、大規模

な津波の襲来が想定されていた。各 自治体は地域の実情に相応 した防災地図を作成 し、住民への周知徹底を

図 り、 自主防災組織の立ち上 げ、避難訓練、防災無線の整備など様々な防災対策を講 じてきた。消防団や自

主防災組織などの地域の末端の組織にしても、それぞれの考え方に応 じた対応をしていた。特に津波のよう

に、もし襲来すれば避難が不可欠な事案に対 しては、地域特性がより強 く反映されると思われるので、きめ

細かな対策が必要 と思われた。

そのような中で、1978年 の宮城県沖地震の経験を経て、また、近い将来の大地震に備えて、建物 ・インフラ・

地盤などの耐震対策は綿密に実施されたと考えている。たとえば、仙台都市圏に特徴的な丘陵地の盛 り土宅

地地盤の安全性 に関する詳細なデータを構築 していた。コミュニティー レベルであろうと自治体 レベルであ

ろうと、極めて精緻 に地域の実態が把握 ・評価され、液状化の可能性か ら津波浸水予測波高まで、シミュレー

ション精度を高める努力が繰 り返され、その周知が実施されていた。従 って、地域の災害脆弱性を把握する

ことは、筆者 らのような地理プロパーにとっては比較的容易であった。

2.2.地 域との協働による防災地図の作成

そこで、防災 マップの作成

は、高齢化が進み、沿岸域な

どの殊 に災害脆弱性の高い地

域 を対 象 と した。 筆者 らは、

地域から依頼 されたり、必要

と思われる地域に押 しか けた

りして防災地図作 りを行った。

具体的には、当該地区の災害

脆弱性 に関する基本情報やオ

ル ソ画像 な どをGISで 予め整

備 し、 自主防災組織で地図作

りの意義 と段取 りを説 明 し、

図1地 域コミュニティーにおける防災地図作成の様子。地域の経験や課題、想いが紙地図上で語られ、

それがGIS情 報化されて防災地図が組み立てられる。この過程で参加者全員の共通認識が生じる

同意を得てプロジェク トの立ち上げを行った。避難計画の立案時にはGIS地 図を液晶プロジェクタ上で表示
いっとき

し、大縮尺印刷図を机上に展開 して議論 した。この過程で一時避難場所(※)を 決定 し、その場でGISに デー

タを入力し、防災地図の素案を完成させた(図1)。

い っと き

※一時避難場所:市 町村 などによって指定された避難場所 に移動 する前に、近所の人たちが一時的 に集合 し、様子 をみたり、お互 いの安全 を確 認 しあった

りする ため の集合場所。
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図2住 民か ら収集 した情報をGISに 入力 し、防災地図を改訂 した。 最新の地図を各戸に配布 した

図3「 お らいの防災マ ップ」の作成例。防災地図 は、 家屋形状 が認識できる こと、高齢者が見やす い大 きな文字 ・大 きな地 図

であるこ とが必要。必要 に応 じて改訂 を行うため最終版 は存在 しない。
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防災地図は2種 類の縮尺 レベルで作成する。一つは地区全体を表示するスケールである「おらほの防災マッ

プ」、もう一つ は、一時避難場所単位で作成し、各戸形状を表示するスケールの「おらいの防災マップ」である。

後日、この地図を基に皆で現地調査を行う。さらに地区の避難訓練で 「おらいの防災マップ」を活用する。こ

の地図は、いわば半完成品の状態であり、避難訓練の際に各戸ごとに家族で避難ルー トや危険箇所を記入し、

カスタマイズしてもらう。避難訓練の終了後、各戸から回収 した情報をGISに 集約することで、その時期にお

ける「おらいの防災マップ」は完成する(図2)。

この一連の工程 に1-2ヶ 月を費やし、これ らの経費は400戸 程度の地区で2-3万 円程度(主 に地図の

印刷費)で ある。地図の更新は、地域の自主防災組織が一時避難場所の適合性を見直す過程で必要 と判断さ

れた際に要請がある。2010年12月 に更新 した際はの更新作業は3時 間程度で完了した(図3)。

3.ま とめ

防災対策において減災 というもう一つのパラダイムが設定されたが、それをどう実現するかの具体像は「避

難する」ということ以外 には明確化 していない。避難する、つまり「逃 げる」というコンセプ トの地域での実

現は、個人や地域 コミュニティーなど住民 レベルの判断が求められる。減災を実現するには、防災の知恵を

地域に展開する努力が求め られているように思う。この努力を地域社会と専門機関で実践することこそが防

災 ・減災教育 になると考える。筆者らはGIS地 域協働拠点である地土或情報力スタマイズユニッ トにおいてこ

の活動の発展を目指す。このプロジェク トを通 じて、災害から命を守る智慧を備えた、しなやかな地域社会

の再構築へ向けて貢献 したい。
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